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第
一
章
和
人
の
蝦
夷
地
進
出
と
ア
イ
ヌ

い
ぶ
り
さ
え

第
一
節
胆
振
組
の
記
録

本
市
に
人
類
が
生
存
し
、
各
地
に
生
活
が
営
ま
れ
た
こ
と
は、
す
で
に
前
編
各
章
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が、
ど
の
よ
う
な

人
類
が、
い
つご
ろ
か
ら
住
み
つ
い
た
か
に
つ
い
て
は、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
近
世
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
の
地
に
進
出
し
て
き
た
和
人
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
地
名
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
、
ア
イ
ヌ
語
に
よ

っ
て
解
明
で
き
る
事
実
か
ら
、
こ
れ
ら
の
地
名
を
つ
け
た
人
た
ち
は
、
ア
イ
ヌ
の
祖
先
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
和
人
が

進
出
す
る
以
前
に、
す
で
に
アイ
ヌの
人
た
ち
に
よ
る
世
界
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。

そ
も
そ
も
日
本
史
の
上
で、
日
本
北
地
の
民
族
が
は
じ
め
て
文
献
の
上
に
現
れ
て
く
る
の
は
、七
世
紀
の
時
代
で
あ
る
。養
老
四
年
(七

二
〇
)
に
成
っ
た
『日
本
書
紀
』
の
斉
明
天
皇
四
年
(六
五
八
)
の
条
に
よ
れ
ば

あ
べ
の
おみ

「夏
四
月
、
阿
部
臣
、
船
師
一
百
八
十
艘
を
率
る
て
蝦
夷
を
伐
つ
。
齶
田、
停
代
の
二
郡
の
蝦
夷、
望
怖
ち
て
降
は
む
と
乞
ふ
。是
に
軍
を
勒
へ
て、
船
を
齶

た
ぬ
しろ

田
浦
に
陳
ぬ
。
齶
田
の
蝦
夷
恩
荷
進
み
て
誓
ひ
て
曰
く
、
官
軍
の
為
の
故
に
弓
矢
を
持
ら
ず
、
但
し
奴
等
、
性
肉
を
食
ふ
が
故
に
持
り
。
若
し
官
軍
の
為
め

に
弓
矢
を
儲
け
た
ら
ば
、
勝
田
浦
の
神
知
り
な
む
。
清
き
白
か
な
る
心
を
持
ち
て、
朝
に
仕
官
ら
む
。
仍
り
て
恩
荷
に
授
く
る
に
小
乙
上
を
以
て
す
。
渟
代、

津
軽二
郡
の
郡
領
を
定
め、
遂
に
有
間
浜
に
渡
島
の
蝦
夷
等
を
召
し
聚
め
て、
大
に
饗
て
帰
す
。」

わたけ
のしま
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苫
小
牧
市
史
上
巻

と
記
さ
れ、
ま
た
同
五
年
(六
五
九
)
に
は

あ
べの
お
み

「是
の
月
阿
倍
臣
を
遣
し
て、
船
師
一
百
八
十
艘
を
率
る
て、
蝦
夷
国
を
討
た
し
む。
阿
倍
臣、
飽
田、
淳
代二
郡
の
蝦
姨二
百
四
十
一人、其

の
虜
卅一
人、

え
び

津
軽
郡
の
蝦
姨
一
百
十
二
人
、
其
の
虜
四
人、
胆
振
銀
の
蝦
夷
廿
人
を
一
所
に
簡
び
集
め
て
、
大
に
饗
へ
祿
を
賜
ふ
。
即
ち
船
一
隻
と
、
五
色
の
綵
帛
と
を

な
り

以
て
、
彼
の
地
の
神
を
祭
る
。
肉
人
籠
に
至
る
時
に
、
問
発
の
蝦
夷
胆
鹿
島
、
瓷
穂
名
の二
人
進
み
て
曰
く
、
後
方
羊
蹄
を
以
て
政
所
と
為
す
可
し
。
胆
鹿

し

島
等
が
語
に
随
ひ
て
、
遂
に
郡
領
を
置
き
て
帰
る
。
道
奥
と
越
と
の
国
司
に
位
各
二
階、
郡
領
と
主
政
と
に
各
一
階
を
授
く
。」

(『日
本
書
紀
』)

と
記
さ
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
阿
部
臣、
あ
る
い
は
阿
部
比
羅
夫
に
よ
る
蝦
夷
遠
征
と
い
わ
れ
る
記
録
で
あ
る
。
こ
の
中
で
蝦
夷
国

の
蝦
夷、
蝦
姨
と
記
さ
れ
た
の
は、
「え
み
し
」
「え
び
す」
と
訓
じ
て
い
る
から
、
当
時
こ
の
地
に
は
「え
み
し
」
と
か
「え
び
す
」
と

呼
称
さ
れ
る
人
た
ち
が
住
ん
で
い
た
。
こ
の
呼
称
は
『古
事
記
』
な
ど
の
旧
記
に
も
見
ら
れ、
愛
爾
詩、
江
美
須、
江
比
須
、
毛
人
な

ど
と
記
さ
れ
て
お
り
、
これ
を
「え
み
し
」
と
訓
ず
る
の
が
最
も
古
く
、
かつ
普
通
で
あ
っ
た
。
この
呼
称
が
「え
ぞ
」
と
訓
ず
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
平
安
時
代
後
期
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で、
少
な
く
と
も
『六
国
史
』(日
本
古
代
の
六
種
の
正
史
。
日
本
書
記
〔～
六
九

七
〕、続

日
本
紀
〔六
九
七
～
七
九
一〕、日

本
後
紀
〔七
九二
～
八三
三
〕、
続
日
本
後
紀
〔八三
三
～
八
五
〇
〕
日
本
文
徳
天
皇
実
録
〔八

五
〇
～
八
五
八
〕、日

本
代
実
録
〔八
五
八
～
八
八
七
〕
の
範
囲
で
は
、
蝦
夷
を
「え
ぞ
」
と
呼
ん
だ
例
は
皆
無
と
い
わ
れ
る
。 (2)

で
は
「え
み
し
」
と
呼
ば
れ
た
人
た
ち
と
は
ど
ん
な
人
種
で
あ
ろ
う
か
。
『日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
五
年
七
月
の
条
に
よ
る
と
、
道
奥

み
ち
の
く

の
蝦
夷
男
女二
人
を
伴
っ
た
遣
唐
使
を
派
遣
す
る
が
、
そ
の
記
事
に

「天
子
問
ひ
て
曰
く、
此
等
の
蝦
夷
の
国
は
何
れ
の
方
に
有
り
や。
使
人
謹
み
て
答
ふ
。
国
は
東
北
に
在
り
。
天
子
問
ひ
て
曰
く、
蝦
夷
は
幾
種
ぞ
。
使
用

it

が
謹
み
て
答
ふ
。
類
三
種
有
り
、
遠
き
は
都
加
留
と
名
づ
け、
次
は
鹿
蝦
夷、
近
き
は
熟
蝦
夷
と
名
づ
く
。
今
此
は
熟
蝦
夷
な
り
。
歳
毎
に
本
国
の
朝
に
入
り

る
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貢
る
。
天
子
問
ひ
て
曰
く
、
其
の
国
に
五
穀
有
り
や。
使
人
謹
み
て
答
ふ。
無
し
、
肉
を
食
ひ
て
存
活
ふ
。
天
子
問
ひ
て
曰
く、
国
に
屋
舎
有
り
や
。
使
人

謹
み
て
答
ふ
。
無
し
、
深
山
の
中
に
し
て、
樹
の
本
に
止
住
む
。
天
子
重
ね
て
曰
く
、
朕
れ
蝦
夷
の
身
面
の
異
な
る
を
見
る
に、
極
理
て
喜
怪
し
。
使
人
遠

く
来
り
て
辛
苦
ら
む
。
退
き
て
館
裏
に
在
り
、
後
に
更
た
相
見
え
む・・・・。」

(『日
本
書
紀』)

と
記
し
て
お
り
、
こ
の
記
述
に
見
る
限
り
で
は
「え
み
し」
は
ア
イ
ヌ
に
近
い
と
い
え
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
古
代
史
に
出
て
く
る

「え
み
し
」が、す

べ
て
ア
イ
ヌ
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
か。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
田
名
網
宏
が
「古
く
は
東
海
、
東
山
両
道

や
越
の
地
方
の
住
民
で、
朝
廷
の
支
配
圏
外
の
辺
民
を
さ
し
、
や
が
て
こ
の
地
方
が
支
配
圏
内
に
入
る
と
、
そ
れ
よ
り
以
北
の
奥
羽
地
方

(3)
の
蛮
民
が
エミ
シ
の
名
で
よ
ば
れ
た
。」
と
し
た
よ
う
に
特
定
の人
種
や
民
族
を
対
象
と
し
た
呼
称
で
は
な
く
、
「ま
つ
ろ
わ
ぬ
者
ど
も
」

を
指
し
た
も
の
で
、
こ
の
中
に
は
人
種
的
に
は
日
本
人
で
あ
っ
た
人
び
と
と
、
異
人
種
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
の
両
方
が
包
含
さ
れ
て
い
た
ら

し
い。

で
は
、『日
本
書
紀
』
斉
明
紀
の
阿
部
臣
の
遠
征
は
、
ど
こ
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
同
書
に
記
す
飽
田
は
秋
田
、
淳
代
は
能

代
、
津
軽
は
現
在
の
津
軽
に
そ
れ
ぞ
れ
比
定
し
得
る
か
ら
、
こ
の三
つ
の
地
名
から
見
れ
ば、
本
州
の
北
端
す
な
わ
ち
東
北
地
方
ま
で
到

わたり
のしま

達
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い。
し
か
し
渡
島
を
は
じ
め
胆
振
組、
肉
入
籠
、
問
気
、
後
方
羊
蹄
な
ど
の
地
は、
ど
こ
を
指
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
いて
も
各
種
の
説
が
あ
り、
現
在
の
と
こ
ろ
定
説
は
み
ら
れ
な
い
。
ち
な
み
に
河
野
広
道
は
『苫
小
牧
地
方
古

(4)
代
史
』
の
中
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「…
…
考
古
学
的
資
料
に
関
す
る
限
り
で
は
阿
部
臣
の
北
海
道
遠
征
と
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
遺
跡
は
札
幌
低
地
帯
西
側
丘
陵
に
の
み
限
定
さ
れ
て
発

見
さ
れ、
書
紀の
地名
は
そ
れ
ぞ
れ、
次
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
ま
す。

問
発
(ト
ピ
ウ)
ー
竹
浦
に
同
名
の
地
名
が
現
存
(但
し
書
紀
の
ト
ピ
ウ
と
同
一
な
り
や
否
や
不
明)
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苫
小
牧
市
史
上
巻

胆
振
鈕
(イ
プ
リ
サ
ペ
)
ー
勇
払
又
は
江
別

肉
入
籠
(シ
シ
リ
コ)
ー
シ
シ
リ
コ
ツ
でシ
コ
ツ
即
ち
千
歳
附
近

後
方
羊
蹄
(シ
リ
ペ
シ
)
ー
シ
リ
パ
ウシ
と
す
れ
ば
江
別
・
苫
小
牧
間
の
何
れ
か
と
考
え
ら
れ
る

大
河
ー
石
狩
川
・
江
別
川
・
勇
払
川
の
う
ち
の
一つ

幣
賂
弁
島
(ヘ
ロベ
の
島
)
ー
ポ
ロ
シ
リ
モ
シ
リ
即
ち
札
幌
低
地
帯
以
東
の
地
区
の
別
名
か

要
す
る
に
考
古
学
的
資
料
の
点
から
も
地
名
の
点
か
ら
も
、
阿
部
臣
の
遠
征
地
点
と
推
定
さ
れ
る
地
域
は
、
千
歳
を
中
心
と
す
る
江
別
か
ら
苫
小
牧
の
間
及

び
そ
の
附
近
に
密
集
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て、
従
来
の
資
料
を
基
礎
に
推
論
す
れ
ば
こ
の
地
域
以
外
に
そ
れ
ら
し
い
場
所
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。」

と
述
べ、
阿
部
臣
の
遠
征
は
北
海
道
の
石
狩
低
地
帯
ま
で
及
ん
だ
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
中
で
い
う
考
古
学
的
資
料
で
あ
る
北

(5)
海
道
式
古
墳
は
お
よ
そ
九
世
紀
の
初
めご
ろ
の
所
産
と
い
わ
れ
て
お
り、
同
氏
も
論
じ
て
い
る
よ
う
に
阿
部
臣
の
郡
役
所
時
代
の
遺
跡
そ

の
も
の
で
は
な
いこ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
考
古
学
の
成
果
と
一
致
し
な
い
。

ま
た、
地
名
の
点
に
つ
いて
考
察
し
て
み
る
と
、
同
氏
は
胆
振
組
の
胆
振
を
イ
プ
ツ
あ
る
い
は
イ
パ
ル
と
し
、銀
は
サ
ペ
で
サ
ミ
Sami

の
転
訛
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
こ
れ
を
勇
払
ま
た
は
江
別
に
擬
し
、
肉
入
籠
を
シ
・
シ
リ
・
コ
ツ
「大
な
る
・
陸
地
の
・
凹
み
」
と
し
、

こ
れ
が
支
笏
(千
歳)
の
旧
名
で
あ
っ
た
な
ど
と
主
張し
て
い
る
が、
勇
払
の
語
原
は
あ
く
ま
で
イ
プ
ツ
あ
る
い
は
イ
プ
チ
に
由
来
す
る

(6)

も
の
で
あ
り
、
支
笏
はシ
・
コ
ツ
と
い
う
アイ
ヌ
語
で
あ
っ
て、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
イ
プ
リ
サ
ペ
の
サ
ペ
や、
シ
シ
リ
コ
ツ
の
シ
リ
が

脱
落
し
て
イ
プ
ツ
や
シ
コ
ツ
に
転
訛
し
た
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
胆
振
組
に
つ
い
て
は
す
で
に
新
井
白
石
が
『蝦
夷
志
』

(享
保
五
年
)
に
「イ
ブ
ツ
蓋
国
史
所
謂
胆
振
組
即
此」
と
記
し
、
松
浦
武
四
郎
も
明
治二
年
『国
名
お
よ
び
郡
名
に
関
す
る
意
見
書
』

の
中
で
、
胆
振
国
の
由
来
を
日
本
書
紀
の
胆
振
組
に
求
め、
胆
振
銀
を
ユ
ウ
フ
ツ
(勇
払)
と
し
て
い
る
が、
い
ず
れ
も
確
か
な
根
拠
の
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あ
る
わ
け
で
は
な
か
った
。こ
の
よ
う
に
日
本
書
紀
に
記
さ
れ
た
古
地
名
を
、
単
に
類
似
し
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
ア
イ
ヌ
語
地
名
に

当
て
は
め
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体
に
無
理
が
あ
り
、
さ
ら
に
日
本
書
紀
の
古
地
名
が
す
べ
て
ア
イ
ヌ
語
で
あ
る
か
ど
う
か
も
吟
味
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
阿
部
臣
の
遠
征
は
東
北
地
方
に
及
ん
だ
の
は
事
実
と
し
て
も、
こ
れ
が
北
海
道
に
ま
で
及
ん
だ
かど
う
か
は
、

い
ま
だ
に
疑
問
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
大
和
朝
廷
が
東
北
経
略
に
本
格
的
に
着
手
し
た
の
は
、
七
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、七
世
紀
の
中
葉

大
化
改
新
の
こ
ろ
は
太
平
洋
岸
で
は
阿
武
隈
川、
日
本
海
岸
で
は
越
後
国
ま
で
日
本
人
勢
力
が
北
上
し
た
。
そ
の
後
急
速
に
日
本
人
勢
力

は
北
進
を
続
け
、
神
亀
元
年
(七
二
四
)
に
は
陸
奥
の
多
賀
城
を
設
置
し
、
天
平
五
年
(七
三
三
)
に
は
前
進
基
地
を
出
羽
柵
か
ら
雄
物

川
下
流
の
秋
田
城
に
移
し
た
。
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
大
和
朝
廷
は、
大
規
模
な
蝦
夷
征
討
を
実
行
し
、
現
地
の
蝦
夷
集
団
の
激
し

い
抵
抗
を
受
け
な
がら
も
延
暦
二
十
年
(八
〇
一)
陸
奥
に
胆
沢
城
を
築
き
、
北
上
川
中
流
平
野
(岩
手
県
)
ま
で
進
出
し
た
。
時
の
征

夷
大
将
軍
は
坂
上
田
村
麻
呂
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
大
和
朝
廷
の
北
進
のこ
ろ
、
北
海
道
で
は
擦
文
文
化
が
形
成
さ
れ
、
前
述
の
よ
う
に
石
狩
低
地
帯
に
日
本
人
の
前
進
基
地

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
北
海
道
式
古
墳
さ
え
築
造
さ
れ
る
。
この
古
墳
か
ら
は
奈
良
、
平
安
朝
期
の
形
式
で
あ
る
蕨
手
刀
や
和
銅
開
珎
が
発

見
さ
れ
て
い
る
が、
蕨
手
刀
の
分
布
は
奥
羽
地
方
を
中
心
と
し
て
いる
も
の
で
あ
り
、
当
時
大
和
朝
に
対
立
し
て
い
た
蝦
夷
文
化
圏
に
お

(7)
い
て
、
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て、
奈
良
・
平
安
朝
期
に
は、
す
で
に
奥
羽
地
方
と
蝦
夷
地(北

海
道)
と
の

間
に
は
相
当
広
範
な
交
易
=
文
化
交
流
も
行
わ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
河
野
広
道
が
説
く
よ
う
に
、
石
狩
低
地

帯
の
北
海
道
式
古
墳
の
存
在
が、
奥
羽
の
豪
族
阿
部
一
族
の
駐
留
地
の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
な
いこ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

注
(1)
黒
板
勝
美
編
『日
本
書
記
』
昭
和
十
九
年
岩
波
文
庫

(2)
杉
山
荘
平
『エ
ミ
シ
と
エ
ゾ
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
』昭
和
四
十
六
年
吉
祥
寺
女
子
高
校
研
究
誌
5
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(3)
田
名
網
宏
『古
代
蝦
夷
と
ア
イ
ヌ
』
「蝦
夷
」
昭
和三
十
一
年

(4)
河
野
広
道
『苫
小
牧
地
方
古
代
史
』昭
和
二
十
九
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

(5)
石
附
喜
三
男

『北
海
道
の
原
始
文
化
』「
新
版
考
古
学
講
座
五
」昭
和
四
十
五
年
、桜
井
清
彦
『ア
イ
ヌ
秘
史
』昭
和
四
十
二
年

(6)
扇
谷
昌
康
『苫
小
牧
市
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
』
昭
和
四
十
六
年
「
郷
土
の
研
究
第
三
号
別
冊
」
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

(7)
河
野
広
道
『北
海
道
出
土
の
蕨
手
刀
に
関
す
る
問
題
』昭
和三
十
九
年
「史
流
」

第
二
節
ア
イ
ヌ
社
会
の
成
立

平
安
時
代
の
末
ご
ろ
から
鎌
倉
時
代
に
か
け
て、
北
海
道
の文
化
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
にい
た
る
。
す
な
わ
ち
本
州
で
は
古
代

律
令
制
の
国
家
が
崩
壊
し
て
新
し
く
封
建
制
へ移
行
し
、
東
北
地
方
が
全
く
日
本
文
化
圏
に
入
っ
て
本
州
全
体
が
日
本
文
化
に
統
一
さ
れ

て
し
ま
う
。
し
た
が
って
北
海
道
は、
こ
の
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
て
日
本
文
化
と
の
直
接
交
渉
を
も
つこ
と
に
な
っ
た
。

物
質
文
化
の
う
え
か
ら
見
る
と
、
し
だ
い
に
大
量
化
し
た
鉄
器
、陶
磁
器
、
漆
器
な
ど
の
移
入
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
使
用
さ
れ
て
き
た
石

器
、
土
器
類
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
擦
文
式
土
器
文
化
の
終
末
で
あ
っ
た
。
こ
の
終
末
は
地
域
に
よ
っ

て
若
干
の
差
異
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
鎌
倉
時
代
の
初
め
を
前
後
す
る
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
和
人
と
の
接
触
が
次
第
に
は
げ
し
く
な
る
と
、
北
方
の
知
識
も
明
ら
か
に
な
り
、
こ
の
地
方
に
住
む
人
た
ち
を
「え
ぞ
」

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「え
ぞ
」
の
呼
称
が
は
じ
め
て
現
れ
る
の
は
『久
安
六
年
御
百
首』に

み
え
る
尾
張
守
藤
原
親
隆
朝
臣
の
「え
ぞ

が
住
む、つ

が
ろ
の
野
べ
の
萩
盛
こ
や
錦
木
の
立
て
る
な
る
覧
」と
詠
ま
れ
た
「え
ぞ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

久
安
六
年
(一
一五
〇
)
は
平
安
時
代
の
末
期
で
あ
り、
この
こ
ろ
以
降
か
ら
「え
ぞ」
と
そ
の
風
俗
が
好
ん
で
歌
材
に
と
り
あ
げ
ら
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聖徳太子絵伝のアイヌ(鎌倉時代)
〔茨城県那珂町上宮寺蔵〕 れ

た
。
延
慶
三
年
(一
三一
〇
)
に
完
成
し
た
と
い
わ
れ
る
『夫
木
和
歌
抄
』
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
この
蝦
夷
(え
ぞ
)
と
呼
ば
れ
た
人
た
ち
こ
そ
、
後
に
ア
イ
ヌ
と

呼
称
さ
れ
た
人
種
で
あ
っ
て、
こ
の
呼
び
か
た
は
江
戸
末
期
に
い
た
る
ま
で
存
続
し

た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
の
蝦
夷
に
関
す
る
資
料
は、
今
の
と
こ
ろ
極
め
て
乏
し
い
が
、
鎌
倉
時

代
末
期
の
元
享
三
年
(一
三二
三
)
作
の
『聖
徳
太
子
絵
伝
』
に
は、
当
時
の
蝦
夷

と
思
わ
れ
る人
た
ち
が
描
か
れ
て
お
り、
そ
の
容
貌
や
衣
服、
携
帯
品
の
上
か
ら
見

(2)
て
も
、
アイ
ヌ
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
室
町
時
代
の
は
じ
め
に
な
る
と
、
や
や
詳
し
い
蝦
夷
に
関
す
る
記
録
が
現

れ
る
よ
う
に
な
る
。
延
文
六
年
(一三
五
六
)
に
成
っ
た
と
い
わ
れ
る
『諏
訪
大
明

神
絵
詞
』
の
中
に

「蝦
夷
が
千
島
と
い
へ
る
は
我
国
の
東
北
に
当
て
大
海
の
中
央
に
あ
り
日
の
本
唐
子
渡
党
此三
類
各
三
百
三
十
三
の
島
に
群
居
せ
り
。今
二
島
は
渡
党
に
混
す
。

其
内
に
宇
曽
利
鶴
子
州
と
万
堂
宇
満
伊
犬
と
云
小
島
と
も
あ
り
此
種
類
は
多
(く
)
奥
州
津
軽
外
の
浜
に
往
来
交
易
す
、
夷
一
把
と
云
は
六
千
人
な
り
相
聚

る
時
は
百
千
把
に
及
べ
り
日
の
本
唐
子
の
二
類
は
其
他
外
国
に
連
て
形
体
夜
叉
の
ご
と
く
変
化
無
窮
な
り
人
倫
禽
獣
魚
肉
を
食
と
し
て
五
穀
の
農
耕
を
知
す

九
訳
を
重
ぬ
と
も
語
話
を
通
じ
(難
し
?
)
渡
党
和
国
の
人
に
相
類
せり
但
鬚
多
(く
)
し
て
遍
身
に
毛
生
せ
り
言
語
俚
野
な
り
と
云
と
も
大
半
は
相
通
す

此
中
に
公
超
霧
を
な
す
術
を
伝
へ
公
遠
隠
形
の
道
を
得
た
る
類
し
あ
り
戦
場
に
臨
時
は
丈
夫
は
甲
冑
弓
矢
を
帯
し
て
前
陣
に
進
み
婦
人
は
後
座
に
随
て
木
を

削
て
幣
帛
の
こ
と
く
し
て
天
に
向
て
誦
呪
の
体
な
り
男
女
共
に
山
経
経
過
す
と
い
ふ
と
も
乗
馬
を
用
ひ
す
そ
の
身
の
軽
き
こ
と
飛
馬
走
獣
に
お
な
し
彼
等
が
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ひ
申
す
所
の
箭
は
魚
骨
を
鏃
と
し
て
毒
薬
を
ぬ
り
纔
に
皮
膚
に
触
れ
て
其
人
斃
ん
す
と
云
事
な
し
・・・・。」

と
記
さ
れ
て
い
て
、
蝦
夷
は
ア
イ
ヌ
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
文
中
の
日

もと
の
本
、
唐
子、
渡
党
の
三
類
は、『日

本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
簏
蝦
夷、
熟
蝦
夷、
津
軽
蝦
夷
の

わたり
とう

三
類
に
対
応
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
位
置
づ
け
は
と
も
かく
と
し
て
渡
党
は
和
人
に
似
て
い

て、
言
葉
も
ど
う
や
ら
通
じ
る
と
いう
こ
と
か
ら
、
早
く
か
ら
和
人
と
接
触
し
同
化
混
血
し
た

連
中
で
あ
ろ
う
し
、
一方
他
の
二
者
は
言
葉
も
通
じ
な
け
れ
ば
容
貌
も
大
い
に
異
な
る
と
い
う

(3)
か
ら
、
彼
ら
は
本
来
の
ア
イ
ヌ
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
文
中
に
出
て
く
る
地
名

の
宇
曽
利
鶴
子
州
は
、
ウ
ソ
リ
ケ
シ
州
で
函
館
の
古
名、
万
堂
宇
満
伊
犬
は
マ
ト
ウ
マ
イ
で

の
ち
の
松
前
で
あ
り
、津
軽
外
の
浜
は
岩
木
川
川
口
付
近
十三
湖
周
辺
を
指
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
この
よ
う
に
日
の
本
、
唐
子
、
渡
党
と
い
わ
れ
た
蝦
夷
は
、
直
接
的
に
日
本
人
と
も
接

触
し
日
本
列
島
の
東
北
部
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
ら
は
す
で
に
擦
文
文

化
の
荷
担
者
で
あ
る
こ
と
を
捨
て
て、
鉄
器
と
漆
器
な
ど
を
周
辺
諸
民
族
よ
り
受
け
入
れ、
独

得
の
文
化
い
わ
ゆ
る
ア
イ
ヌ
文
化
を
持
っ
た
人
間
集
団
を
形
成
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ

の
時
期
は
お
よ
そ
一
四
世
紀
ご
ろ
、
鎌
倉
時
代
の
後
半
ご
ろ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人

間
集
団
は、
少
な
く
と
も
近
世
に
お
いて
は
北
海
道
を
中
心
に
し
て
樺
太、
千
島
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
南
部
お
よ
び
本
州
の
下
北
、
津
軽
半

島
に
広
く
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
こ
の
蝦
夷
と
い
わ
れ
た
ア
イ
ヌ
民
族
は
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
諸
説
が
あ
っ
て
確
定

し
な
い
が
、
知
里
真
志
保
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
皮
子

庄
ノ常
心幅を

え、ダンロ
留
本邦�1浸、ん、出及

包
丁
類
ミ
今
起
酒田
打

火大概
此寺
ノ

ヒデ
ア
ッ

四
、
カ
リ

ッス
ルん

夏草
皮
�
以
テ

出租
品
々
や
り

サ
下
品
,
特
、
白
期
待
く
だ
さ
い

、
甚
ナ
マ
グ
サ
シ

アイヌ風俗画(天明5年・三国通覧図説)
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「ア
イ
ヌ
民
族
は
北
方
か
ら
渡
来
し
た
民
族
で
あ
り
、
そ
の
渡
来
の
経
路
は
恐
ら
く
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
方
面
から
千
島
列
島
を
南
下
し
て
北
海
道
へ
渡
り
、
そ

の
一
分
派
は
太
平
洋
沿
岸
を
南
下
し
て
釧
路、
十
勝
の
浜
伝
い
に
エ
リ
モ
の
崎
を
越
え
て
日
高
の
シ
ズ
ナ
イ
の
辺
ま
で
進
み
、
ま
た
他
の
一
派
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
に
沿
う
て
北
上
し
、
宗
谷
か
ら
一
つ
の
分
派
を
樺
太
に
送
り
、
他
の
一
分
派
は
日
本
海
沿
岸
を
南
下
し
て
、
ユ
ー
ラ
ッ
プ
、
オ
シ
ャ
マ
ン
ベ
の
辺
で
二

つに
分
か
れ、

一つ
の
分
派
は
函
館
の
方
へ
行
っ
て
津
軽
海
峡
を
渡
り
、
東
北
地
方
を
占
拠
し
、
ま
た
他
の
分
派
は
オシ
ャ
マ
ン
ベ
か
ら
噴
火
湾
に
沿
う
て

南
下
し
、
室
蘭
か
ら
幌
別
、
白
老
を
通
っ
て
太
平
洋
岸
を
東
進
し
、
日
高
の
シ
ズ
ナ
イ
の
辺
ま
で
い
っ
て、
あ
そ
こ
で
十
勝
の
方
か
ら
西
進
し
て
き
た
一
派

と
衝
突
し
、
そ
こ
ら
か
サ
ル
川
沿
い
に
奥
地
に
は
い
っ
た
の
が
今
の
日
高
の
サ
ル
地
方
の
ア
イ
ヌ
で
、
こ
の
よ
う
に
一
応
北
海
道
の
各
地
の
海
岸
に
定
着
し

た
ア
イ
ヌ
が
、
そ
こ
か
ら
石
狩
川
と
か
十
勝
川
と
か
沙
流
川
と
か、
大
き
な
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
次
第
に
北
海
道
の
内
陸
に
占
居
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が、

現
在
わ
れ
わ
れ
が
見
る
ア
イ
ヌ
の
分
布
状
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
主
と
し
て
言
語
研
究
の
立
場
か
ら
私
は
説
い
て
み
た
の
で
あ
り
ま
す
…
…
。」

(知
里
真
志
保
『言
語
と
文
化
史』、

昭
和二
十
四
年
「北
海
道
先
史
学
十二
講
」)

と
し
、
さ
ら
に

「と
に
か
く
彼
等
は
悠
久
な
昔
、
遠
い
北
の
国
か
ら
は
る
ば
る
海
を
渡
っ
て
今
居
る
島
々
へ
や
っ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
一
度
に
や
っ
て
き
た
の
で
は
な
く
、
何
回

も
小
群
に
分
か
れ
て
次
か
ら
次
と
や
っ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
今
居
る
島
の々
海
辺
の
川
口
に
住
み
つ
い
た
。
そ
し
て
徐
々
に
川
を
の
ぼ
っ
て
奥

地
へ
進
出
し
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

と
説
い
て
い
る
。こ
の
説
は
ア
イ
ヌ
の
渡
来
経
路
や
移
動
に
つ
い
て、極

め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が、残

念
な
が
ら
仮
説
の
域
を
出
て

い
な
い
。

ア
イ
ヌ
が
一
つ
の
民
族
と
し
て、
彼
等
の
同
族
意
識
の
高
揚
を
示
し
た
も
の
に
口
承
文
学
が
あ
る
。
こ
の
な
か
で
ユ
ー
カ
ラ
(英
雄
詞

曲
)
の
作
ら
れ
た
年
代
に
つ
い
て、
知
里
真
志
保
は

「
ユ
ー
カ
ラ
と
い
う
の
は
、
北
海
道
を
本
拠
と
す
る
ヤ
ウ
ン
ク
ル
(「内
陸
人
」「本
州
人
」「北
海
道
本
島
人
」)と
、
大
陸
の
方
か
ら
海
を
越
え
て
や
っ
て
来

て
、
北
海
道
の
日
本
海
岸
の
中
部
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
の
各
地
に
橋
頭
堡
を
確
保
し
て
住
ん
で
い
た
レ
プ
ン
ク
ル
(渡
来
の
異
民
族)
と
の
民
族
的
な
戦
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苫
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牧
市
史
上
巻韻
文
物
語
(詞

曲
)

1
神
の
ユ
ー
カ
ラ
(神
謡
)

オ
イ
ナ
・

カ
ム
イ
ユ
カ
ル…
…
…
…
…
「二)

人
間
の
ユー
カ
ラ
(英
雄
詞
曲)

(四) (三)

ア
イ
ヌ
の

物
語
文
学

一散
文
物
語
(酋
長
談)

争
の
物
語
で、
そ
の
戦
争
の
舞
台
は
現
在
い
わ
ゆ
る
北
部
方
言
地
帯
と
称
す
る
北
海
道
の
中
部、
北
部、
東
部
を
中
心
に、
千
島、
樺
太、
利
尻、
礼
文、

そ
れ
か
ら
北
ア
ジ
ア
大
陸
を
も
含
ん
だ
広
汎
な
地
域
な
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
が
本
道
沿
岸
に
栄
え
た
の
は
、
今
か
ら
凡
そ
千
三
百

年
か
ら
八
百
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
の
約
五
百
年
間
と
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で、
ユ
ー
カ
ラ
の
内
容
も
、
大
体
そ
の
頃
に
現
実
に
行
わ
れ
た
民
族
的
な
葛
藤
を

歌
っ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
分
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
大
陸
の
方
か
ら
押
し
か
け
て
来
た
渡
来
の
異
民
族
と
戦
う
た
め
に
、北
海
道
根
生
い
の
民
族
は
、

各
地
の
酋
長
を
集
め
て
族
長
会
議
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
頃
は
も
う
部
落
部
落
が
孤
立
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
異
民
族
の
侵
入
に
対
し
て、
本
島

の
連
中
は
一
致
団
結
し
て
部
落
連
合
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
作
り、
総
指
揮
者
を
押
し
立
て
て
戦
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
共
通
の

敵
に
対
す
る
団
結
を
通
し
て
、
同
族
意
識
を
高
揚
し
、
自
覚
し
、
そ
こ
に
後
世
の
ア
イ
ヌ
と
い
う
一
つ
の
民
族
を
形
成
す
る
地
盤
が
作
ら
れ
て
行
く
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
民
族
の
存
立
興
亡
を
賭
し
て
戦
っ
た
歴
史
的
な
大
事
件
を
、後
に
回
顧
し
て
民
族
的
な
大
叙
事
詩
と
し
て
歌
い
上
げ
、
代
伝々
え
て
磨
き

上
げ
て
来
た
も
の
が、
他
な
ら
ぬ
こ
の
ユー
カ
ラ
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
上
に
述
べ
た
通
り、
ユ
ー
カ
ラ
の
内
容
を
な
す
民
族
的
な
葛
藤
の
終
息
し
た

年
代
は
、
今
か
ら
八
百
年
ぐ
ら
い
前
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で、
ユ
ー
カ
ラ
が
文
学
と
し
て
成
立
す
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
後
の、
民
族
の
苦
難
を
克
服

(
4
)

し
て
意
気
軒
昂
た
る
平
和
建
設
の
時
代
に
於
て
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。」

(知
里
真
志
保
『
ユ
ー
カ
ラ
の
人
々
と
そ
の
生
活』
昭
和
二
十
九
年、
歴
史
家
第三
号
」
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と
記
し
、
そ
の
成
立
を
今
か
ら
八
百
年
前
と
し
て
い
る
か
ら
、
ほ
ぼ
鎌
倉
時
代
ご
ろ
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
起
源
を
ア
イ

ヌ
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
人
と
の
闘
争
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、
西
暦
八
世
紀
ご
ろ
に
求
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
異
論
の
あ

る
と
こ
ろ
で
、
問
題
は
今
後
に
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
ア
イ
ヌ
の
社
会
と
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
で
あ
ろ
う
か
。
年
代
は
や
、
新
し
く
な
る
が
、
元
和
四
年
(一
六

一
八
)、キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
の
か
た
わ
ら
蝦
夷
地
の
事
情
を
調
査
し
た
耶
蘇
会
の
神
父
シ
ロラ
モ
・
デ
・
アン
ジ
ェ
リ
ス
の
『蝦
夷
国
報

告
書
』
に、

つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

「蝦
夷
に
は
将
軍
の
よ
う
な
そ
の
国
全
体
を
治
め
か
つ
万
民
が
服
従
す
る
総
統
治
者
も
い
な
い
し
、
ま
た
日
本
の
国
に
あ
る
よ
う
な
、
そ
の
国
を
分
割
し
て

所
有
し
て
い
る
特
種
な
大
名
と
い
っ
た
も
の
も
な
い。
も
し
蝦
夷
が
韃
靼
に
合
併
さ
れ
て
い
た
り、
あ
る
い
は
こ
れ
に
隣
接
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
総
統
治
者
と
い
う
も
の
に
つ
い
て、
た
と
え
隷
属
し
な
いと
し
て
も
、
少
な
く
と
も
幾
分
か
は
知
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
蝦
夷
で

は
各
人
が
単
に
自
己
の
家
の
主
人
で
あ
る
か、
せ
い
ぜ
い
小
数
人
の
使
用
人
の
主
人
で
し
か
な
く
、
し
か
も
誰
れ
も
他
に
支
配
者
の
い
る
こ
と
な
ど
は
認
め

も
し
な
い
し
、
ま
た
他
の
国
に
そ
う
し
た
統
治
者
が
い
る
こ
と
も
知
ら
な
いの
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
蝦
夷
と
い
う
国
は
あ
ら
ゆ

る
他
国
か
ら
分
離
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
と
は
何
等
の
関
係
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
が、
自
分
に
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。」

こ
こ
に
記
さ
れ
た
蝦
夷
と
は
お
そ
ら
く
松
前
附
近
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が、
そ
れ
で
も
ア
イ
ヌ
に
は
統
治
と
か
支
配
と
い
う
こ

と
を
知
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
全
く
統
一的
な
国
家
と
い
う
も
の
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
社

会
は
、
お
そ
ら
く
は
じ
め
は
血
縁
関
係
を
基
礎
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ、
そ
の
秩
序
も
祖
先
に
近
い
者
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
、防
備
、

祭
祀、
経
済
を
共
同
と
し
た
原
始
共
産
制
の
社
会
で
あ
っ
た
。ユ
ー
カ
ラ
の
発
展
段
階
で
言
え
ば、
カ
ム
イ
ユー
カ
ラ
ー
人
間
が
或
る
特
定
の

さい
し

動
物
と
親
類
で
あ
る
と
考
え
た
、い
わ
ゆ
る
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
の
社
会
‒‒原

始
共
産
制
の
行
わ
れ
て
い
る
血
族
的
な
小
集
団
の
社
会
と
考
え
ら

れ
よ
う
そ
の
基
礎
的
な
社
会
が
コ
タ
ン
と
称
し
て、
た
と
え
一
戸
な
いし
二
戸
よ
り
な
い
部
落
で
も
す
べ
て
コ
タン

で
あ
っ
た
。
コ
タ
ン

第
三編
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チャシ(寛政11年・蝦夷島奇観)

の
統
率
者
が
族
長、
す
な
わ
ち
酋
長
で、
部
落
を
代
表
す
る
重
要
な
役
割
を
有
し
て
い
た
。

っ
ぱ

し
か
し
な
が
ら
定
住
が
久
し
く
な
る
と
、
外
来
者
が
加
わ
った
り、
二
つ以
上
の
血
縁
団
体
が
混
合
し
た
り
し
て
元
来
の
純
粋
性
が
次

第
に
失
わ
れ、
コ
タン
は
血
族
関
係
よ
り
も
地
域
的
関
係
が
大
き
く
な
っ
て
いっ
た
。
こ
れ
は
ア
イ
ヌ
の
原
始
社
会
の
崩
壊
を
意
味
す
る

が
、
こ
れ
を
促
進
し
た
の
は
周
辺
異
民
族
と
の
交
易
、
と
り
わ
け
和
人
と
の
交
易
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
異
民
族
よ
り
移
入
し
た
生
産

用
具
は
ア
イ
ヌ
社
会
の
生
産
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
が、
そ
の
余
剰
生
産
物
や、
交
易
に
よ
っ
て
得
た
エ
ム
シ
(刀
)、
鍔
、
漆
器
な
ど

の
物
資
は、
し
だ
いに
酋
長
の
権
力
に
よ
っ
て
宝
物
と
し
て
私
物
化
さ
れ、
原
始
共
同
体
の
分
解
を
促
進
し
て
階
級
分
化
を
生
ぜ
し
め
、

支
配
階
級
を
生
む
に
い
た
っ
た
。
現
存
す
る
大
き
な
チ
ャシ
コ
ツ
(砦
跡)
の
構
築
期
が、
近
世
初
頭
に
さ
か
の
ぼ
る
と
思
わ
れ
る
が、

そ
の
こ
ろ
、
す
で
に
多
数
の
労
働
力
を
動
員
で
き
る
支
配
権
力
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
コ
タ
ン
は
次
第

に
非
血
縁
者
を
含
み
は
じ
め、
共
同
体
的
性
格
が
崩
れ
て
父
家
長
制
家
族
が
生
活
単
位
と
な
り、

貧
富
の
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
ア
イ
ヌ
社
会
の
生
産
力
は
低
く、
貧
富
の
差
は

生
じ
て
い
た
と
し
て
も
、
な
お
社
会
全
体
と
し
て
彼
等
の
生
活
は
共
同
体
的
性
格
を
多
分
に
残

存
さ
せ
て
お
り、
生
業
の
中
心
は
依
然
と
し
て
漁
狩
猟
を
主
体
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
彼
等
の
経
済
的
生
活
は
非
常
に
不
安
定
な
も
の
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
た

きん
び
自
然
の
猛
威
や
飢
餓
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
コ
タン
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
人
口
の
増
加
と
飢
餓
に
よ
る
食
料
の
不
足
か
ら、
部
落
間
の
争
闘
を
生
み、し

ば
し

ば
戦
争
も
起
っ
た
。ト
パ
ッ
トミ
(夜
盗
)の
伝
承
が
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で

あ
る
。こ
の
よ
う
な
自
然
的、
社
会
的
制
約
が
人
口
増
大
を
お
さ
え
、
社
会
を
停
滞
的
に
し
て、つ

い
に
ア
イ
ヌ
は
コ
タン
と
い
う
社
会
よ
り
、そ
れ
以
上
の
社
会
を
作
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。
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註(1)
杉
山
荘
平
『エ
ミ
シ
と
エ
ゾ
に
つ
い
て
のノ
ー
ト
』
昭
和
四
十
六
年
吉
祥
寺
女
子
高
校
研
究
誌
5

(2)『新
北
海
道
史
第
二
卷
昭
和
四
十
五
年
北
海
道
、

佐
木々
利
和
『中
古
、
中
世
に
お
け
る
蝦
夷
の
風
俗
に
つ
い
て
』
昭
和
四
十
七
年
北
海
道
の
文
化二
五
号

(3)
知
里
真
志
保
『言
語
と
文
化
』
昭
和二
十
四
年
「北
海
道
先
史
学
十二
講
」

(4)
知
里
真
志
保
『ユ
ウ
カ
ラ
の
人
と々
そ
の
生
活
』
昭
和二
十
九
年
「歴
史
家
第三
号
」

第
三
節

和
人
と
の
戦
い

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に、
和
人
に
よ
る
日
本
文
化
の
波
が
北
海
道
に
波
及
し
た
の
は、
か
な
り
古
い
ころ
で
あ
る
が、
日
本
人
が
直
接

的
に
北
海
道
と
の
か
か
わ
り
を
も
っ
た
の
は、
よ
う
や
く
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
から
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
幕
府
の
日
記
『吾
妻
鏡』

えぞ
がしま

に
よ
る
と
、
建
保
四
年
(一二

一
六)
強
盗
や
海
賊
の
類
五
十
余
人
を
夷
島
に
放
った
と
い
い、
ま
た
文
暦
二
年
(一
二
三
五)
に
も
夜

討
、
強
盗
の
輩
を
夷
島
に
流
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
から
、
当
時
北
海
道
は
流
刑
地
と
し
て
適
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
ま

ま
た
松
前
藩
に
よ
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た
『新
羅
之
記
録
』
に
よ
る
と
「抑
も
往
古
は
此
国
、
上
二
十
日
程、
下
二
十
日
程、
松
前
以
東

m
は
阪
川
(鵡
川)、西

は
與
依
地
(余
市)
迄
人
間
住
す
る
事、
右
大
将
頼
朝
卿
進
発
し
て
奥
州
の
泰
衡
を
追
討
し
御
ひ
し
節
、
糠
部
津
軽

(
1
)

よ
り
人
多
く
此
国
に
逃
げ
渡
っ
て
居
住
す
。」と
記
さ
れ、
ま
た
『福
山
旧
事
記
』
に
も
「文
治
五
年
七
月
十
九
日、
鎌
倉
将
軍
右
大
将
頼

朝
卿
奥
州
泰
衡
追
付
し
給ふ
節、
津
軽
糠
部
よ
り
人
多
此
国
に
逃
渡
る
。
彼
等
薙
刀
を
船
舷
に
結
ひ
付、
櫓
櫂
に
し
て
漕
渡
る
。
是
当
国

m

之
艦
船
車
櫂
の
根
元
也。
是
よ
り
東
方
阪
川
(鵡
川
)、西
之
方
与
伊
地
四
拾
里
程
之
内
村
里
人
民
居
住
す。」

ム
カワ

第
三
編
ア
イ
ヌ
時
代
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(『福
山
旧
事
記
』
市
立
函
館
図
書
館
本
に
よ
る)

と
記
録
さ
れ
て
い
る。
こ
の
文
献
は
松
前
藩
に
よ
る
潤
色
も
あ
っ
て
確
実
な
も
の
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
が、
戦
い
に
敗
れ
た
逃
亡
者
が

渡
来
し
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
鵡
川
や
余
市
に
至
る
地
に
も
和
人
が
往
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
が、
実
際
にこ
の
地
に
至

る
海
岸
に
、
ア
イ
ヌ
と
雑
居
し
て
交
易
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一五
世
紀
に
入
っ
て
から
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
みかと

す
な
わ
ち
和
人
が
北
海
道
に
移
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
三世
紀
(鎌
倉
時
代
初
期
)
と
い
わ
れ、
は
じ
め
は
東
北
、
北
陸
の
漁

民
や
農
民
が
季
節
的
に
や
っ
て
来
て
、
漁
業
や
砂
金
堀
り
に
従
事
し
て
い
た
。
つぎ
に
商
人
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
等
の
対
ア
イ
ヌ
交
易
は

古
来
秋
田
や
十三
湊
(青
森
県
)
な
ど
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
、
直
接
北
海
道
に
渡
る
商
人
が
出
て
く
る

と

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
大
部
分
は
北
陸、
と
く
に
福
井
県
の
小
浜、
敦
賀
方
面
の
商
人
で、
近
江
、
京
都
方
面
と
連
絡
し
な
がら
、
こ
ん

ぶ、
さ
け、
に
し
ん
、
わ
し
の
羽
、
毛
皮
な
ど
が
取
引
さ
れ、
こ
ん
ぶ
は
小
浜
で
加
工
さ
れ
て
畿
内
の
市
場
に
出
回
っ
て
い
た
ほ
ど
で
あ

る
。
こ
のよ
う
に
蝦
夷
と
も
交
易
が
盛
ん
に
な
り、
商
業
が
次
第
に
定
期
化
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
北
海
道
で
越
年
し
た
り、
そ
の
代
理

人
を
お
く
商
人
も
現
れ、
だ
ん
だ
ん
定
住
者
が
で
る
よ
う
に
な
っ
た
。

移
住
者
の
第
三
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
武
士
で
あ
る
。
岩
手
県
北
部
の
南
部
氏
は
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
次
第
に
領
主
化
し
、
青
森
県
東

部
から
西
と
北
へ
勢
力
を
の
ば
し
た
た
め、
こ
れ
に
圧
迫
さ
れ
た
津
軽
、
下
北
方
面
の
土
豪
た
ち
の
中
に
は
、
海
を
渡
っ
て
北
海
道
に
逃

れ、
渡
島
半
島
に
住
み
つい
た
。
津
軽
十三
湊
に
拠
点
を
お
い
た
安
東
氏
も
ま
た
そ
の
一人
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
北
陸
方
面
か
ら
渡
っ

て
き
た
武
士
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
渡
島
半
島
南
部
に
移
住
し
た
和
人
は
、
東
はシ
オ
クビ
岬、
西
は
ア
ッ
サ
ブ
川
に
至
る
数
十
里
の
海
岸
に
ア
イ
ヌ
と

雑
居
し
て
部
落
を
つ
く
っ
て
い
た
。
し
か
し
新
し
く
本
州
か
ら
逃
亡
し
て
き
た
武
士
は
、
し
だ
い
に
周
辺
の
住
民
(渡
党
や
ア
イ
ヌ)
を
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とりで
か
ら
上
ノ
国
付
近
に
か
け
て、

一二
の
砦
が
あ
り
、
こ
れ
を
館
と
よ
ん
だ
。
一五

従
え
、
来
航
す
る
商
人
か
ら
は
関
税
を
と
り
、
ま
た
は
朝
貢
さ
せ
、
各
地
に
拠
点

を
築
い
て
小
領
主
化
し
て
いっ
た
。『新
羅
之
記
録』
に
よ
れ
ば、
当
時
箱
館
付
近

たて

世
紀
半
ば
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
和
人
の
渡
来
に
よ
っ
て
ア
イ
ヌ
と
の
雑
居
が
行
わ
れ
交
易
が
は
げ

し
く
な
る
と
、
両
者
の
間
に
摩
擦
が
生
ず
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
和
人
の
進
出

は
ア
イ
ヌ
の
漁
場
を
犯
し
、
そ
の
交
易
に
は
侮
辱
、
欺
瞞
が
つ
き
ま
と
っ
た
の
で

ア
イ
ヌ
の
内
に
は
不
満
と
反
感
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
。
和
人
と
の
接
触
に
よ
り
一

部
の
ア
イ
ヌ
支
配
階
級
は
権
力
お
よ
び
蓄
財
上
の
便
を
え
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

ア
イ
ヌ
社
会
全
体
と
し
て
は
隷
属
化
、
貧
困
化
し
、
そ
の
た
め
酋
長
個
人
の
収
奪

致
富
に
も
限
度
が
生
じ
、
全
般
的
に
は
社
会
構
成
の
落
差
から
生
ず
る
重
圧
を
ひ

し
ひ
し
と
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
き
た
。社
会
不
安
、個
人
不
満
が
つ
も
っ
て、

ち
よ
っ
と
し
た
口
論
と
か
流
言
と
か
を
口
火
と
し
て
、
大
暴
発
が
お
こ
る
基
盤
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。

つ
いに
ア
イ
ヌと
和
人
と
の
最
初
の
大
衝
突
は、
長
禄
元
年
(一
四
五
七
)
五
月
、
東
部
の
酋
長
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
が
蜂
起
す
る
に
及
ん

で
大
乱
と
な
っ
た
。
こ
の
事
情
を
『新
羅
之
記
録
』
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

リ
マキ

リ
シ「志
濃
里
の
鍛
冶
屋
村
に
家
数
百
有
り
、
康
正
二
年
(一
四
五
六
)
春、
乙
孩
来
て
鍛
冶
に
劇
刀
を
打
た
し
め
し
処
、
乙
孩
と
鍛
冶
と
劘
刀
の
善
悪
価
を
論

オ
ッ
カ
イ

じ
て
、
鍛
冶
劇
刀
を
取
り
乙
孩
を
突
き
殺
す
。
之
に
依
て
夷
狄
悉
く
蜂
起
し
て、
康
正
二
年
夏
よ
り
大
永
五
年
(一
五二
五
)
春
に
迪
る
ま
で、
東
西
数
十

い
か

里
程
の
中
に
住
す
る
所
の
村
里々
を々
破
り
、
者
某
を
殺
す
事、
元
は
志
濃
里
の
鍛
冶
屋
村
に
起
る
な
り
。
活
き
残
り
し
人
皆
松
前
と
天
河
と
に
集
住
す
。」

シ
ャ
モ

第
三
編

ア
イ
ヌ
時
代

■ 十二館厚沢部川 モ
ベ
ジ
ー コダテハナザワ シノリヒイシュ

ナカノ 汐首部ハラクチャ
ワキモト

1ヨー 大間崎
ネボタセームダオンナイ

オオタテー白神鋼 佐井
竜飛崎 ○田名部

小泊ó O
十三海 Q相内 野田

館の所在地)榎本・君:北海道の歴史)

(2)
6

宇
曾
利

309



苫
小
牧
市
史
上
巻

こ
の
記
事
は
松
前
藩
に
残
る
も
っ
と
も
古
い記
録
で
他
書
に
は
見
ら
れ
ず、
詳
し
い具
体
的
な
こ
と
も
明ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、

ヨ
イ
チ

事
件
と
と
も
に
各
地
の
ア
イ
ヌ
は
た
ち
ま
ち
蜂
起
し
、
東
は
牟
川
(鵡
川
)、西
は
与
市
(余
市)
に
至
る
間
の
和
人
は
襲
撃
さ
れ、
残
っ

ム
カワ

た
者
は
松
前、
上
ノ
国
方
面
に
の
が
れ
た
。
翌
長
祿二
年
の
コ
シ
ャ
マイ
ン
の
大
挙
兵
に
よ
っ
て
志
濃
利、箱

館
を
は
じ
め、諸

館
は
相
つ

いで
攻
落
さ
れ
た
が、
下
国
家
政
の
茂
別
館
(上
磯)
と
武
田
信
広
の
花
沢
館
(上
ノ
国)
は
よ
く
耐
え
ぬ
き、
武
田
信
広
は
選
ば
れ
て

せん
ぱう

先
鋒
と
な
り
、
翌
年
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
父
子
や
多
く
の
ア
イ
ヌ
を
殺
し
、
い
ち
お
う
乱
は
お
さ
ま
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
で
和
人
の
西
南
北
海

は
けん

道
覇
権
が
確
立
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
あ
と
約
一
世
紀
に
わ
た
る
ア
イ
ヌ
の
い
わ
ゆ
る
植
民
地
化
に
対
す
る
抵
抗
の
歴
史
が
は
じ
ま

っ
た
。
つ
ぎ
に
こ
れ
を
列
挙
し
て
み
る
と

永
正
九
年
(一
五
一
二)

永
正
十
年
(一
五
一三
)

永
正
十
二
年
(一
五
一
五)

大
永
五
年
(一
五
二
五
)

享
禄
元
年
(一
五
二
八
)

享
禄
二
年
(一
五二
九
)

享
禄
四
年
(一
五三
一)

天
文
五
年
(一
五
三
六
)

箱
館、
志
濃
里、
与
倉
前
の
三
館
を
攻撃
、
館
主
ら
戦
死。

松
前
の
大
館
を
攻
撃、
館
主
ら
戦
死
。

東
部
酋
長
カノ
イ
チ
兄
弟
(道
史
年
表
に
は
シ
ョ
ヤ
コ
ウ
シ
)
大
館
を
攻
撃、
光
広
い
つ
わ
っ
て
和
睦

し
、
酋
長
ら
謀
殺
さ
れ
る
。

東
西
ア
イ
ヌ
蜂
起
。

小
集
団
の
ア
イ
ヌ、
大
館
を
夜
襲
、
三代
良
広
に
撃
退
さ
れ
る
。

酋
長
タ
ナ
ケシ
上
ノ
国
和
喜
之
館
を
攻
撃、
良
広
い
つ
わ
っ
て
和
睦
し
、
欺
い
て
タ
ナ
ケシ
を
殺
す
。

徳
山
館
を
攻
撃
。

酋
長
タ
リ
コ
ナ
(タ
ナ
ケシ
の
女
婿
)
大
館
を
攻
撃
、
義
広
い
つ
わ
っ
て
和
睦
し、
タ
リ
コ
ナ
夫
妻
を

館
中
に
招
き
酒
を
飲
ま
せ
謀
殺
す
る
。

こ
の
表
で
み
る
よ
う
に
、
数
的
に
は
常
に
劣
勢
で
あ
っ
た
和
人
は
、
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
宝
物
で
つ
り
よ
せ
た
偽
り
の
和
睦
と
酒
宴
の
間
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に
お
け
る
皆
殺
し
と
い
う
手
段
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
上
古
以
来
東
北
の
蝦
夷
征
討
に
用
い
ら
れ
た
の
と
同
じ
方
法
で
あ
っ
た
。
か
く

し
て
渡
島
半
島
の
箱
館、
松
前、
上
ノ
国
一
帯
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
蜂
起
は
し
だ
い
に
尻
つ
ぼ
み
と
な
り
、
一方、

武
田
氏
は
こ
の
間
に
、

蠣
崎
氏
の
養
子
と
な
り
、
さ
ら
に
安
東
氏
の
代
官
を
追
っ
て
福
山
に
移
り
、
光
広
、
良
広
ら
が
他
の
封
建
小
領
主
に
代
っ
て
北
海
道
南
部

を
統
一
す
る
領
主
に
成
長
し
た
の
で
あ
っ
た
。

天
文
十
九
年
(一
五
五
〇
)
蠣
崎
季
広
は、
中
央
部
徳
山
も
安
固
と
な
っ
た
の
で、
武
力
政
策
から
懐
柔
政
策
に
う
つ
り、
多
数
の
宝

器
を
諸
酋
長
に
与
え
て
歓
心
を
か
い、
瀬
田
内
(瀬
棚)
の
ハ
シ
タ
イ
ン
を
西
夷
の
酋
長
、
知
内
の
チ
コ
モ
タ
イ
ン
を
東
夷
の
酋
長
と
し
、

翌
二
十
年
(一
五
五
一)
に
は
商
船
往
来
の
制
を
定
めて
商
人
から
税
金
を
と
っ
て、
そ
の
一
部
を
両
酋
長
に
配
分
す
る
こ
と
に
し
た
。

文
禄二
年
(一
五
九三
)、蠣

崎
慶
広
は
朝
鮮
遠
征
の
た
め
肥
前
名
護
屋
に
い
た
豊
臣
秀
吉
に
謁
し、
志
摩
守
に
任
ぜら
れ、
つ
ぎ
の
よ

う
な
制
書
を
受
け
た
。

やから
松
前
に
お
い
て、
諸
方
よ
り
来
る
船
頭
商
人
等、
夷
人
に
対
し
、
地
下
人
に
同
じ
く
、
非
分
の
儀
申
し
懸
く
べ
か
ら
ず
。

並
に
船
役
の
事、前

々
よ
り
有
り
来
る
が
如く
之
も
取
る
べ
し。
自
然
此
旨
相
背
す
る
族
之
在
ら
ば、
急
度
言
上
す
べ
く
、

速
や
か
に
御
誅
罰
を
加
へ
ら
れ
る
べ
き
者
也

き
っ
と

文
禄
二
年
正
月
五
日

朱
印

蠣
崎
志
摩
守
と
の
へ

こ
の
制
書
に
よ
っ
て
蠣
崎
氏
は
収
税
権
を
確
保
し
、
蝦
夷
を
治
め
る
支
配
者
と
し
て
公
認
さ
れ
た
が、
あ
く
ま
で
も
そ
の
支
配
の
及
ぶ

地
は、
ま
だ
西
南
北
海
道
に
限
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て、
そ
れ
以
北
の
広
大
な
奥
地
に
は、
ま
だ
隠
然
と
し
た
ア
イ
ヌ
の
世
界
が
あ
っ
た
。

注(1)『新
羅
之
記
録
』
「新
北
海
道
史
第
七
巻
史
料
一
」昭
和
四
十
五
年
北
海
道

(2)奥
山
亮
『北
海
道
史
概
説
』昭
和三
十
三
年、
奥
山
亮
『郷
土
の
歴
史
』昭
和三
十
五
年

第
三
編

ア
イ
ヌ
時
代

311





第
二
章
苫
小
牧
地
方
の
ア
イ
ヌ

第
一節

勇
払
ア
イ
ヌ

一五
世
紀
の
半
ば
ご
ろ、
渡
島
半
島
西
南
部
に
和
人
に
よ
る
初
期
の
封
建
制
が
確
立
さ
れ
た
こ
ろ、
こ
の
地
方
に
は
蝦
夷
と
よ
ば
れ
る

人
た
ち
(ア
イ
ヌ)
が
住
ん
で
い
た
ら
し
いこ
と
は
、
す
で
に
前
章
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

が
出
土
し
て
い
る
か
ら
、
室
町
時
代
の
こ
ろ
、す
で
にこ
の
流
域
に
は
ア
イ
ヌ
の
コ
タ
ン
(部
落)
の
形
成
を
見
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

本
地
方
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
文
化
に
つ
いて
の
考
古
学
的
調
査
は、
今
の
と
こ
ろ
余
り
進
展
し
て
い
な
い
が
、
美
々
川
の
ほ
と
り
に
は
タ

ップ
コ
プ
、
植
村、
平
田
等
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
植
村
遺
跡
の
ア
イ
ヌ
墳
墓
か
ら
は、
嘉
祐
通
宝
や
洪
武
通
宝
な
ど
の
渡
来
銭

(1)

ま
た
千
歳
川、
漁
川
の
流
域
を
は
じ
め
と
し
て、
鵡
川、
厚
真
川
の
流
域
な
ど
に
は
ア
イ
ヌ
の
チ
ャシ
コ
ツ
(砦
跡
)
が
分
布
し
て
い
る

が、
チ
ャ
シ
の
形
成
年
代
は
お
そ
ら
く
近
世
初
頭
に
溯
る
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
流
域
に
も
ア
イ
ヌ
民
族
が
集
落
を
形
成
し
て

い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
方
の
ア
イ
ヌ
の
コ
タン
が
文
献
に
登
場
す
る
の
は
、
よ
う
や
く
一
七
世
紀
の
半
ば
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
寛
文
九

年
(一
六
六
九)
の
蝦
夷
乱
の
記
録
を
残
す
『津
軽
一
統
志
』
に
「い
ふ
つ、
是
迄三
里
許
奥
に
し
こ
つ
在
家
百
軒
程
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
いふ
つ
は
「イ
プ
ド
」
で、
現
在
の
勇
払
で
あ
り
、
し
こ
つ
は
千
歳
の
古
名
で
あ
る
が、
当
時
千
歳
を
中
心
と
し
た
地
域
の
総
名

を
「し
こ
つ
」
と
称
し
た
の
で
あ
っ
て
、
ここ
に
ア
イ
ヌ
の
人
家
が
百
軒
ほ
ど
も
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
近
世
の
文
献
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か
ら
見
て
も、
千
歳
川、
美
川々
を
は
じ
め
と
し
て
鵡
川、
厚
真
川
流
域
に
は、
お
そ
ら
く
近
世
以
前
よ
り、
濃
密
な
蝦
夷
集
団
が
分
布

し
て
い
た
こと
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
集
団
の
一
部
が
後
代
に
な
っ
て
か
ら
勇
払
の
河
口
に
半
強
制
的
に
集
め
ら
れ
て、
漁
業
労
働
力
と

な
っ
た、
い
わ
ゆ
る
勇
払
ア
イ
ヌ
の
前
身
で
あ
っ
た
。

で
は
こ
れ
ら
の
川
筋
に
分
布
し
て
い
た
蝦
夷
集
団
と
は、
ど
の
よ
う
な
相
互
関
係
を
持
ち、
ど
ん
な
系
統
の
ア
イ
ヌ
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
彼
等
は
本
来、
文
字
を
有
し
な
い
か
ら
、
自
ら
の
歴
史
を
記
録
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
先
祖
よ
り
代
語々
り
継
が

れ
た
口
伝
や
習
俗
を
残
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
或
程
度
の
疑
問
も
解
決
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

千
歳
川
筋
の
ア
イ
ヌ
の
伝
承
に

「日
高
幌
尻
岳
の
山
を
支
配
す
る
神
(ヌプ
リ
コ
ル
カ
ム
イ
)
で
あ
る
熊
が、
人
間
の
女
に
懸
想
し
て
子
供
を
生
ま
し
た
。」

ナ
ウ

(2)

イ

と
い
う
の
が
あ
っ
て、
日
高
幌
尻
嶽
や
鵡
川
の
嘴
細
鴉
に
木
幣
を
捧
げ
て
カ
ム
イ
ノ
ミ
(神
祈
り)
を
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ

さ
さ

て
い
る
と
い
う
。
こ
の
習
俗
は、
ア
イ
ヌ
のパ
セ
オン
カ
ミ
と
い
わ
れ
る
も
の
で、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
千
歳
の
ア
イ
ヌ
の
故
郷
が
沙
流

や
鵡
川
に
あ
っ
て、
そ
こ
から
移
り
住
ん
で
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
いる
。
ま
た
文
化
年
間
の
記
録
で
あ
る
『土
人
由
来
記
』
(北
海
道
行

政
資
料
課
所
蔵
本
に
よ
る
)
に
は、
千
歳
川
支
流
の
イ
サ
リ
(漁
)、
ム
イ
サ
リ
(茂
漁
)
の
ア
イ
ヌ
の
由
来
に
つ
い
て

「ム
イ
サ
リ
土
人
の
根
元
は、
男
土
人
は
ホ
ロ
サン

(ぼ
日
高
幌
去
)
の
生、
女
土
人
は、
昔
は
地
名
ヒ
ホ
ク
(ぼ
日
高
新
冠
)
と
申
て
、
当
時
の
ニ
イ
カ

ップ
生
に
て
夫
婦
に
相
成、
サ
ル
(注
沙
流
)
に
永
住
致
居
候
得
共、
サ
ル
山
々
に
鹿
猟
も
無
之
畑
作
等
も
格
別
無
之
、
飯
料
乏
敷
難
渋
に
付、
夫
婦
に
て

段
と々
相
談
い
た
し
候
に
は、
様
子
承
り
候
所
イ
サ
リ
、
ム
イ
サ
リ
と
申
処、
夏
よ
り
秋
迫
鱒
、
鮭
、
雑
魚
等
沢
山
の
内
に
候
間、
其
処
へ
来
り
永
住
致
し

2

候
は
ば、安
心
に
相
成
可
」申
と
夫
婦
一口
致
し、
夫
よ
り
ム
イ
サリ
へ
相
越、
同
所
に
住
居
い
た
し
候
。」

ポ
ロ
サ
ル

と
あ
り
、
こ
の子
孫
がシ
コ
ツ
(千
歳
)
土
人
と
な
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
彼
等
の
故
郷
は
日
高
の
幌
去
で
、
幌
尻

嶽
の
神
に
イ
ナ
ウ
を
捧
げ
る
人
た
ち
と
同
じ
仲
間
に
属
す
る
い
わ
ゆ
る
サ
ル
ン
ク
ル
(沙
流
の
人
び
と
)
の
系
統
で
あ
っ
た
。

314



樺
太
お
よ
び
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
河
野
広
道
の
墓
標
に
よ
る
調
査
研
究
が
な
さ
れ
、
同
氏
は
こ
れ
を
六
大

分
派
に
分
類
し
、
さ
ら
に
六
大
分
派
に
含
ま
れ
る
小
分
派
の
名
称
を
各
の々
ア
イ
ヌの
居
住
す
る
地
方
の
代
表
的
地
名
を
も
っ
て
付
し
て

い
る
。
そ
れ
を
示
せ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

7 6 6 5 5 4 3 2 1

サ
ル
ン
ク
ル

シ メ
ク
ルナ

ペ
ニ
ウ
ン
ク
ル

シ
ュ
ム
ク
ル

西
エ
ン
ヂ
ウ

東
エ
ン
ヂ
ウ

ア
イ

ヌ
の
分
派

イイ
ヌ

ト
ア
チ
ア

メ
ナシ

ク
ル

東
南

部

頭
部
鏃
型

Y
字
股
木

Y
字
股
木、
稀
に
T
字
形

槍
形

頭
部
二
稜
ま
た
は
三
稜
の

頭
部三
稜
の
槍
形
、
稀
に
T
字

一
側
に
小
枝
あ
り
、
彫
刻
あ
り

多
く
は
彫
刻
あ
り

板
碑、
中
央
に
近
く
穴
あ
り、

男
子

墓
標

太
き
棒
状、
頭
部
針
頭
形

あ
り
、
頭
部
短
し

太
き
棒
状、
上
方
に
近
く
絵
れ

T
字
形

あ
り
、
頭
部
長
し

太
き
棒
状、
上
方
に
近
く
絵
れ

T
字
型

頭
部
針
頭
状

太
き
棒
状、
彫
刻
あ
り

多
く
は
彫
刻
あ
り

板
碑、
中
央
に
近
く
穴
あ
り
、

女
子

墓
標
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「墓
標
の
型
式
よ
り
見
た
る
サ
ル
ン
クル
の
分
布
区
域
は
大
体
日
高
の
染
退
川
(シ
ブ
チ
ャリ
川
)
以
西、
室
蘭
以
東
の
太
平
洋
岸
に
そ
そ
ぐ
諸
川
流
域
と

さ
ら
に
同
氏
に
よ
れ
ば
、
サ
ルン
ク
ル
の
分
布
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

(河
野
広
道
『ア
イ
ヌ
の
一系
統
サ
ル
ン
ク
ル
』
に
よ
る
)

Ⅰ

形
、
櫂
形



苫
小
牧
市
史
上
巻

(註、
鵡
川
の
誤
で
あ
ろ
う
)

海
岸
に
分
布
し、
沙
流
川
及び
勇
払
川
の流
域
に
最
も
多
く
集
団
し
て
お
り、
一

部
は
石
狩
川下
流
と
太
平
洋
と
を
結
ぶ
札
幌
低
地
帯
を
北
上
し
て、
千
歳
付
近
ま

で
伸
び
て
いる
。
現
在
の
主
な
る
部
落
は
、
静
内
郡
静
内、
沙
流
郡
幌
去
、
二
風

谷
・
平
取
・
波
恵、
勇
払
郡
辺
富
内
・
累
標
・
杵
臼
・
飼
熊
・
稲
苗
符
・
深
牛
・

.

似
湾
・
ニ
セ
ップ
・
カ
イ
カ
ウ
ニ
・
鵡
川
・
チ
ン
、
白
老
郡
白
老
、
幌
別
郡
幌
別

・
登
別
・
元
室
蘭、
千
歳
郡
千
歳
・
ウ
サ
ク
マ
イ
・
蘭
越
等
で
あ
る
が
、
一部
は

東
進
し
て
メ
ナ
シ
ク
ル
の
中
に
住
み
(既
に
静
内
で
は
シ
ュ
ム
ク
ル
と
雑
居
し
て

い
る
)
他
の
一部
は
西
進
し
て
シ
ュ
ム
ク
ル
の
中
に、
特
に
室
蘭
よ
り
有
珠
に
到

る
間
に
見
出
さ
れ
る
。」

1

×

0 1=ワンダー△
Y

*

T

美
味
著

抹
茶2
4 Y

Y

ZY

アイヌの墓標
(河野:アイヌの一系統サルンクル)

(河
野
広
道
「ア
イ
ヌの
一
系
統
サ
ルン
クル
に
つ
い
て」
昭
和
七
年
人
類
学
雑
誌)

と
し
て、
近
接
の
諸
分
派
と
は
言
語、
伝
説、
風
俗、
習
慣
に
お
い
て
著

し
く
異
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
苫
小
牧
周
辺
の
ア
イ
ヌ

は、
す
べ
て
サ
ル
ン
ク
ル
と
い
う
一
分
派
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
で
は
サ
ルン
ク
ル
と
い
わ
れ
る
分
派
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
千
歳
の
ア
イ
ヌ
の
口
伝
に
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。

「コ
ロ
ポ
ック
ル
と
ア
イ
ヌ
の
女
が
結
婚
し
て、
そ
の
間
に
で
き
た
子
供
が
一が
足
ら
ず
で
、
兄
を
コ
キ
ナ
ウ
と
い
い、
妹
を
カ
ル
ベ
チ
シ
カ
リ
と
い
い、

兄
は
長
都
の
人
の
先
祖
に
な
り、
妹
は
由
仁
に
嫁
に
行
っ
て、
由
仁
の
人
の々
先
祖
に
な
り、
夕
張
地
方
を
狩
場
に
し
て
い
た
。」

(『千
歳
市
史
』)
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と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
鵡
川
川
筋
の
カ
イ
ク
マ
(穂
別
町)
の
古
老
の
話
に
「私
の
一
六
代
前
ま
で
は
千
歳
に
い
た
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
神

(4)
で、
背
丈
は二
尺五
寸
だ
っ
た。」

と
あ
り、
千
歳
に
も
穂
別
に
も
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の子
孫
だ
と
い
う
人
び
と
が
い
る
。
こ
の
こ
と
は
十

勝
地
方
に
多
く
み
ら
れ
る
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
(蕗
の
下
の
人)
伝
承
が、
こ
の
地
方
に
ま
で
持
ち
こ
ま
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
さ

ら
に
同
川
筋
の
上
流
の
口
伝
に、「
鵡
川
の上
流
の
大
崩
は、
昔
北
見
の
湧
別
か
ら
他
の
部
落
の
財
宝
を
か
す
め
て
歩
く
、
群
盗
の
群
が
や

っ
て
来
た
と
こ
ろ
、
赤
い
布
で
鉢
巻
を
し
て子
供
を
背
負
っ
た
女
神
が
踊
っ
て
い
た
の
で、
自
分
達
を
鼓
舞
し
てく
れ
て
い
る
の
だ
と
思

って
、
そ
こ
に
夜
営
し
た
と
こ
ろ
急
に
山
が
崩
れ
て
き
て
、
群
盗
を
埋
め
て
し
ま
い、
そ
れ
が
蝮
に
な
っ
た
。」と

い
う
の
が
あ
る
。
野
盗

は
ト
パ
ッ
ト
ミ
と
い
い、
日
高
や
石
狩
の
各
地
に
あ
る
伝
承
で、
多
く
は
北
見
の
湧
別、
十
勝
、
釧
路
か
ら
や
っ
て
来
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
鵡
川
川
筋
の
カ
イ
ク
マ
の
古
老
の
話
で
は、
群
盗
は
釧
路
か
ら
も
来
た
が
、
十
勝
か
ら
は
群
盗
で
な
く
先
祖
た
ち
が
来
た

と
い
い、
安
住
(穂
別
町
)
の
古
老
は
十
勝
や
湧
別
か
ら
群
盗
が
や
っ
て
き
た
が、
釧
路
の
人
た
ち
は
む
し
ろ
好
意
を
持
っ
て
い
た
と
い

わ
れ、
必
ず
し
も
内
容
は
一
致
し
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
伝
承
の
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は、
こ
の
地
に
や
っ
て
来
た
人
び
と

に
は、
湧
別
系
統
の人
た
ち
、
十
勝
や
釧
路
と
つ
な
が
る
人
た
ち
、
あ
る
い
は
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
系
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
な
ど
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
北
海
道
の
東
北
部
か
ら
、
いろ
い
ろ
な
経
路
を
経
てこ
こ
に
移
住
し
て
来
た
ら
し
い。

と
こ
ろ
が、

鵡
川
川
筋
で
も
下
流
の
汐
見
で
は、
か
な
り
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
古
老
の
伝
承
に
よ
れ
ば
「そ
の
昔
、
内
地

で
殿
様
に
仕
え
て
い
た
女
中
が、
無
礼
な
行
為
を
し
た
罪
で
、
箱
に
詰
め
ら
れ
海
に
流
さ
れ
た
。
流
れ
つ
い
た
の
が
日
高
厚
賀
の
海
岸
で
、

陸
に
上
っ
て
白
い
犬
に
助
け
ら
れ
た
。
犬
は
女
を
伴
っ
て
海
岸
の
洞
穴
を
住
家
と
し
て
暮
し
た
。
犬
は
や
が
て
若
者
と
な
り
、
二
人
は
夫

婦
と
な
っ
た。
二
人
の
間
に
男
の
子
も二
人
で
き
た
。
兄
弟
は
長
じ
て
は、
鹿
や
熊
を
獲
っ
た
り
し
て
暮
し
て
い
た
が、
或
時
ふ
と
し
た

こ
と
か
ら
兄
弟
は
け
ん
か
と
な
り
、
そ
れ
が
も
と
で
弟
は
家
を
出
て
鵡
川
の
キ
リ
カ
チ
コ
タ
ン
に
身
を
寄
せ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
も
酒

盛
り
の
最
中
に
人
を
殺
し
て
追
放
さ
れ、
川
尻
に
移
り
住
ん
で
部
落
を
作
っ
た
。
こ
れ
が
チン

コ
タ
ン
の
始
ま
り
で、

一三
代
昔
の
こ
と

第
三
編

ア
イ
ヌ
時
代

317



苫
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牧
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上
巻

で
あ
る
。」

(鵡
川
町
字
汐
見
新
井
田
勝
雄よ
り
聞
書
)

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に類
し
た
伝
承
は、
近
世
の
文
献
等
に
も
見
ら
れ
る
が、
寛
政
一
二
年
(一
八〇
〇
)
の
『蝦
夷
島
奇
観』
に

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

マ
ト
マベ

福
山
ヨ
リ
東
蝦
夷
地
百
里
バ
カ
リ
ニ
サ
ル
モ
ン
ベ
ツ
(注
、
沙
流
門
別
)ト
テ
河
ア
リ
。
此
山
奥
ニ
ャ
イ
ハ
ル
ト云
年
老
の
酋
長
僕
迎
行

セ
シ
コ
ロ
道
ノ
傍
ニ
出
迎
テ
サ
ル
モン
ベ
ツノ
峠
ニ
案
内
ス。…

…
(中
略)…

…
ヤ
イ
ハ
ル云
。
古
へ
南
方
ノ
神ノ
国
ヨ
リ
女
神
一人
虚
舟ニ
乗
シ
テ
此

ノ
辺
ナ
ルシ
ツ
ナ
イ
ニ
漂
着
シ
玉
ヒ
ケ
ル
。
珍
宝
種
ニ々
持
テ
来
レ
リ。
黄
金
白
銀
水
晶
玉
行
器
耳
盟
乱
管
銚
子
玉
盃
金
箸
杯
盤
其
外
ノ
宝
物
数
多
シ
ト

ナ
リ
。
此
島
ニ
漂
流
ノ
始
メ
風
雨
ラ
フ
セ
グ
ニ
室
ナ
ク、
食
物
ラ
求
ル
ニ
由
ナ
ク
シ
テ
餓
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
何
レ
ヨ
リ
カ
一
匹
ノ
白
狗
来
リ
テ
神
后
二
近
付
馴

ス
ル
ニ
ハ
ア
リ
ケ
ニ
尾
⇒
振
リ
カ
シ
ツ
キ
先
立
行
ラ
嬉
シ
ク
伴
ヒ
行
シ
ニ
、
大
ナ
ル
巌
屈
ラ
得
テ
、
茲
二
入
テ
日
月
弓
送
レ
ル
間
ニ
彼
犬
海
辺
江
出
テ
魚
類

海
藻
ナ
ト
持
来
り
、
或
ハ
山
野
二
走
り
菓
物
草
実
ラ
運
ビ
餓
弓
凌
ガ
セ
、
是
ニ
露
命
ラ
ツ
ナ
キ、
夥
敷
キ
光
陰
ラ
送
ラ
ル
間
ニ
イ
ツシ
カ
狗
ノ
子
孕
、
夫
ヨ

リ
子
孫
伝
リ
シ
ト
ナ
リ
。
依
テ
女
夷
ハ
神
名
ノ
血
脉
ニ
シ
テ
男
夷
ハ
白
狗
ノ
胤
ト
伝
へ
聞
ケ
リ
。」

と
あ
っ
て、
そ
の
祖
先
は
南
方
の
国
よ
り
渡
来
し
た
と
い
う
も
の
で、
サ
ル
ン
ク
ル
と
い
う
分
派
も
ま
た
決
し
て
単
一
の
系
統
で
は
な
く
、

いく
つ
か
の
血
族
集
団
の
複
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
名
取
武
光
は
、
沙
流
川
流
域
の
サ
ルン
ク
ル
の
コ
タ
ン
を
エ
カ
シ
・
イ
ト
ク
パ
(祖
印
)
な
ど
に
よ
っ
て
系
統
を

(5)
調
査
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
家
系
に
分
類
さ
れ
る
。

1
古
く
か
ら
の
住
人
で
あ
っ
た
シ
サン
ク
ル
系
の
人
々

2
北
見
、
十
勝
、
釧
路
な
ど
よ
り
移
住
し
て
き
た
フ
モ
シ
ル
シ
系
の
人
々

3
鵡
川
上
流
の
穂
別
に
故
郷
を
も
つ
シ
ン
タ
ラ
ン
ク
ル
系
の
人
々
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4
津
軽
の
宇
鉄
よ
り
来
た
と
い
わ
れ
る
人
々

ホ
ロ
サ
ル

こ
の
う
ち
津
軽
の
宇
鉄
よ
り
来
た
と
い
う
人
は々
、
か
っ
て
松
浦
武
四
郎
が
幌
去
で
ア
イ
ヌ
に
聞
い
た
話
で
現
存
せ
ず
、
ま
た
シ
サ
ル
ン

ク
ル
系
は、
こ
の
流
域
の
住
民
と
し
て
は
最
も
古
い
が
、
ほ
と
ん
ど
絶
滅
に
近
い
と
い
う
。
ま
た
穂
別
に
故
地
を
も
つシ
ン
タ
ラ
ン
ク
ル

系
は
川
下
の
コ
タ
ン
に
居
住
し
て
い
る
が、
穂
別
のシ
ン
タ
ラ
ン
ク
ル
か
ら
数
え
て、

一二
代、
ま
た
は
一
七
代
と
い
い、

一代
を
二
五

年
と
す
れ
ば
四
二
五
年
位
溯
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
フ
モシ
ルシ
系
は
中
流
よ
り
上
流
の
コ
タ
ン
に
多
い
家
系
で
、
そ
の
古
さ
を
一
六
代

さ
かのぼ

あ
る
い
は
一
八
代
と
い
う
か
ら
四
五
〇
年
位
以
前
と
な
る
が、
第
六
代
の
ニ
ペ
ト
ラ
ン
が
アペ
ツ
(平
取
町)
の
城
主
と
な
っ
た
の
は、

三
〇
〇
年
位
前
と
い
わ
れ
る
か
ら、
各
系
統
の
移
動
の
古
さ
も
お
よ
そ
想
像
で
き
よ
う
。

(6)

(7)

ま
た
す
で
に
述べ
た
よ
う
に
千
歳
ア
イ
ヌ
は、
サ
ル
ン
クル
の
仲
間
で
あ
る
が、
名
取
武
光
の
調
査
に
よ
れ
ば、
シ
サ
ルン
ク
ル
系
と

み
ら
れ
る
家
系
(一
一代
ー
約二
五
〇
年
前
)、
沙
流
ア
イ
ヌ
を
遠
祖
と
す
る
家
系、
お
よ
び
鵡
川
よ
り
移
住
し
た
家
系
(三
代
前)
と
が

あ
る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
沙
流
川
筋
や
千
歳
川
筋
に
比
較
し
て
、
鵡
川
や
厚
真
川
筋
に
つ
い
て
の
デー
タ
は
現
在
の
と
こ
ろ
不

明
で
あ
る
。
し
か
し
沙
流
川
筋
の
シ
ン
タラ
ン
ク
ル
系
が
鵡
川
上
流
の
穂
別
を
故
地と
し
た
り、
ルベ
シ
ベ
(穂
別
町)
に
先
祖
が
本
州

の
南
部
か
ら
来
た
な
ど
と
いう
家
系
が
あ
る
な
ど
、
そ
の
系
統
は
沙
流
川
流
域
同
様
に
単
純
な
も
の
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
サ
ル
ン
ク
ル
と
い
っ
て
も
、
そ
の
家
系
は
必
ず
し
も
同
一
の
も
の
で
は
な
く
血
縁
や
由
来
を
異
に
し
、
い
く
つ
か
の
家

系
の
複
合
し
た
集
団
で
あ
っ
た
。

注
(1)

『目
で
み
る
苫
小
牧
の
百
年
』昭
和
四
十
八
年
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
。
嘉
祐
通
宝
の
鋳
造
は
嘉
祐
年
間
(一〇

五
六
～)、
洪
武
通
宝
の
初

鋳
年
は
洪
武
元
年
(一三

六
八)
で、
流
通
、
伝
世
な
ど
考
慮
す
れ
ば
室
町
政
権
の
確
立
し
た
こ
ろ
、
ア
イ
ヌ
墳
墓
に
副
葬
さ
れ
て
い
た
と
推
定

し
て
い
る
。

(2)
『千
歳
市
史
』昭
和
四
十
六
年
千
歳
市

第
三
編
ア
イ
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(3)
河
野
広
道
『墓
標
の
型
式
よ
り
見
た
ア
イ
ヌ
の
諸
系
統』

昭
和
六
年
「蝦
夷
往
来
」

(4)
『穂
別
町
史
』
昭
和
四
十
五
年
穗
別
町

『ア
イ
ヌ
民
族
の
精
神
生
活
』
昭
和二
十三
年
異
国
北
海
道

(5)
名
取
武
光

『
削
箸
、
祖
印、
祖
系
及
び
主
神
祈
よ
り
見
た
る
沙
流
川
筋
の
ア
イ
ヌ』

昭
和
十
五
年
人
類
学
雑
誌

(6)
名取
武
光

名
取
武
光
“千
歳
ア
イ
ヌの
祖
印
』
昭
和
二
十
四
年
「民
族
学
研
究
一三
卷
四
号
」

(7)

第
二
節
生
活
と
文
化

一
狩
猟

苫
小
牧
市
の
周
辺
は、
鵡
川、
厚
真
川、
勇
払
川、
美
川々
を
は
じ
め、
さ
ら
に
北
に
は
千
歳
川
や
石
狩
川
な
ど
を
擁
し
た
地
理
的
環

n
境
に
あ
っ
て、
か
っ
て
は
こ
れら
の川
筋
に
は
数
多
の
部
落
が
割
拠
し
、
古
く
から
ア
イ
ヌの
生
活
舞
台
と
な
っ
て
い
た
。
元
来
ア
イ
ヌ

の
生
業
は
狩
猟
や
漁
労
を
主
体
と
し
、
い
わ
ゆ
る
食
物
採
集
民
と
し
て
一
家
を
あ
げ
て
各
地
を
転
と々
移
住
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
が、
や
が
て
定
着
化
へ
の
み
ち
を
歩
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

コ
タ
ン
は
主
と
し
て
川
筋
に
沿
っ
て
営
ま
れ
た
が
、
渡
辺
仁
は
こ
れ
に
つ
い
て
五
つ
の
生
態
圏
を
設
定
し
て
い
る
(『ア
イ
ヌ
の
熊
祭
の
・

社
会
的
機
能
並
び
に
そ
の
発
展
に
関
す
る
生
態
的
要
因
』民
族
学
研
究二
九
巻三
号
)。
す
な
わ
ち

1
河
川
水
域
(サ
ケ、

マ
ス
の
漁
労
)

2
河
岸
低
地
(農
耕
)
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3
河
岸
段
丘
面
(食
用
植
物
の
採
集
と
鹿
猟)

4
河
川
両
岸
山
地
(鹿
の
越
冬
地)

5
源
流
山
地
(熊
猟)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ア
イ
ヌ
は
3
に
生
活
の
本
拠
を

も
ち
、
1
と
5
に
仮
小
屋
を
そ
れ
ぞ
れ
つ
く
り
、
男

た
ち
に
よ
っ
て
一
時
的
に
山
の
生
活
、
川
の
生
活
が

営
ま
れ
た
。
狩
猟
は
山
野
に
雪
が
降
る
一
一月
か
ら

始
ま
り、
翌
年、
雪
が
消
え
る
ま
で
主
と
し
て
鹿、

熊
の
猟
期
と
な
り
、
漁
労
は
七
～
九
月
こ
ろ
は
マ
ス、

一〇
～
一二
月
は
サ
ケ
漁
の
季
節
と
な
っ
て
い
た
。

狩
猟
の
な
か
で
も
鹿
猟
は
、
ア
イ
ヌ
の
食
料
資
源
サ
ケ、

マス
に
つ
ぐ
重
要
な
食
料
の
獲
得
手
段
で
あ
っ
た。
日
高
地
方
は
冬
で
も
雪

(1)
が
少
な
く
鹿
の
越
冬
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
鹿
の
移
動
ル
ー
ト
に
あ
る
こ
の
地
方
は、
鹿
の
猟
場
と
し
て
、
絶
好
の
地
で
あ
っ
た
。寛
政
十

二
年
(一
八
〇
〇
)
の
『東
蝦
夷
地
日
記
』
に

「は
る
か
向
ふ
に三
丁
ば
か
り
の
間
一
面
に
赤
く
見
ゆ
る
故
に
何
ぞ
と
問
ふ
に
土
人
弓
矢
を
握
り
進
行、
其
音
に
今
一
面
に
赤
く
草
の
枯
れ
た
と
見
え
し
所

八
方
に
散
乱
す
るし
かの
群
集
りし
な
り。
そ
の
数
万
を
以
て
算
ふ
べ
し
と
思
は
れる
。
土
人
の
言
にく
ま
は好
ん
で
陰
森
たる
木
立
に
住
み、
し
かは
好

ん
で
明
き
所
に
住
む
と
、
こ
れ
く
ま
を
恐
る
な
る
べ
し
。」

と
記
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た。
し
た
が
っ
て

ユ
ク
ア
ッ
テ
カ
ム

「鹿
は
昔
、
水
や
空
気
の
よ
う
に
あ
り
あ
ま
る
ほ
ど
い
た
の
で、
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
ず
、
多
く
の
野
獣
が
神
の
化
身
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
に、
鹿
だ
け

は
鹿
持
神
の
持
つ
袋
の
中
に
入
っ
て
い
て、
そ
の
神
が
山
の
頂
に
袋
を
投
げ
お
ろ
す
の
で
あ
る
。」(『千

歳
市
史』)

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

第
三
編
ア
イ
ヌ
時
代

猟小屋1 2
-

3
1

4
1

コタン シ カ猟用
(集落)木棚

1河 川水域 4 河川両岸山地
2河 岸低地 5源 流 山 地

3 河岸段丘面 6 コタン(集落)

アイヌの生態圏 〔渡辺仁による〕
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仕掛け弓 (寛政11年・蝦夷島奇観)

狩
猟
の
道具
に
は
弓
(ク
ー
)、矢

(ア
イ)、矢

筒
(イ
カ
ヨ
ッ
プ)、

山
刀
(タシ

ロ)、小
刀

(マ
キ
リ
)、
槍
(オプ
)、仕

掛
弓
(ア
マ
ッ
ポ、
クア
レ
)
等
が
用
い
ら
れ
た
。
矢
の
先
端
す
な

わ
ち
鏃
に
は、
竹、
骨、
鉄、
赤
銅
が
使
わ
れ
た
。金
属
は
すべ
て
本
州
から
の
移
入
品
で
あ
る
。

鏃
に
は
ト
リ
カ
ブ
ト
と
い
う
草
の
根
か
ら
と
っ
た
毒
(ス
ル
ク)
を
塗
布
し
て
使
っ
た。

やじり

だん
が
い

鹿
猟
の
多
く
は
弓
矢
に
よ
る
も
の
が
一般
的
で
あ
っ
た
が、
仕
掛
弓
に
よ
る
方
法
や、

コ
タ
ン

の
共
同
狩
猟
と
し
て、
断
崖
を
利
用
し
た
「鹿
落
し
」
に
よ
る
方
法
も
行
わ
れ
た
。

で
来
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
昔
の
狩
猟
は
毛
皮
よ
り
も
肉
が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と

熊
は
ア
イ
ヌ
の
信
仰
に
よ
れ
ば、
キ
ム
ン
カ
ム
イ
(山
の
神)
と
呼
ば
れ、
神
の
化
身
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
神
の々
国
は
山
奥
の
大
山
に
あ
る
と
い
う
。
だ
か
ら
熊
と
い
う
も
の
は
人
間

の
里
に
遊
び
に
来
る
と
き
、
一枚
の
黒
い
毛
皮
の
外
と
う
を
着
て、
お
土
産
に
肉
を
背
負
っ
た
姿

は
、
肥
っ
た
熊
の
こ
と
を
シ
ケ
カ
ム
イ
(荷
物
を
負
う
た
神)
と
言
っ
た
か
ら、
毛
皮
の
悪
い
時
で
も
年
中
獲
っ
た
ら
し
い
。

熊
狩
り
は
ふ
つう
一
一月
ご
ろ
か
ら
冬
期
間
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
熊
の
穴
ご
も
り
を
し
た
の
を
探
し
、
入
口
に
七
～
八
本
の
棒
を
立
て

て
、
入
口
を
ふ
さ
ぎ、出

て
来
る
と
こ
ろ
を
ブシ
矢
で
射
止
め
た。熊

の
穴
に
は
所
有
権
が
あ
っ
て、
立
木
に
自
分
の
祖
印
を
刻
み、
他
人

は
こ
れ
を
犯
す
と
論
争
(チ
ャ
ラン
ケ
)
に
な
っ
た
。

ま
た
仕
掛弓

(ア
マ
ッ
ポ)
で
熊
を
獲
る
時
は、
五、
六〇
間
離
れ
て
立
木
に
印
を
つ
け
る
。
この
時、
隣
の
ク
チ
ャ
(猟
小
屋
)
の

者
に
予
め
断
っ
て
お
く
が、
過
っ
て
人
が
ア
マ
ッ
ポ
に
掛
っ
た
ら
、
仕
掛
け
た
人
が
罪
に
な
る
。
古
老
(エ
カ
シ
)
た
ち
が
集
ま
っ
て
賠

償
を
決
め、
宝
物
や刀
な
ど
財
産
そ
っく
り
没
収
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
(『
鵡川
町
史
』)。

こ
の
ほ
か
狩
猟
の
対
象
と
し
た
も
の
と
し
て
、
か
わう
そ
(エ
サ
マ
ン
)
は、
昔
、
支
笏
湖
に
沢
山
い
た
と
いう
。
丸
木
舟
で
湖
畔
を
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ま
わ
り
、
犬
を
湖
岸
に
歩
か
せ
て
湖
に
追
い
込
み、
エ
サ
マ
ン
オプ

(か
わ
う
そ
槍)
で
突
い
て
捕
獲
し
た
(『千
歳
市
史
』)。

狐
は
仕
掛弓
で
獲
る
か、
穴
の
中
に
入
っ
て
い
る
場
合
は、
煙
で
い
ぶ
し
て
出
て
来
る
の
を
捕
獲
し
た
。

て
ん
は
通
る
道
が
決
っ
て
い
る
ので
、
そ
の
道
の
途
中
に
ア
ク
ペ
と
い
う
箱
形
の
わ
な
を
掛
け
て
獲
っ
た
。

う
さ
ぎ
を
獲
る
に
は
、
ペ
ピ
タ
ニ
と
いっ
て
若
木
を
曲
げ
て
作
っ
た
一
種
の
わ
な
を
使
用
し
た
。

鷲
は
川
岸
に
ア
ン
と
か
ホ
ツ
ケ
チ
セ
(寝
小
屋
)
と
い
う
小
屋
を
つ
く
り
、
小
屋
の
前
の
川
の
中
に
鮭
を
と
め
て
お
き
、
そ
の
近
く
に

止
り
木
を
つく
り
、
鷲
が
鮭
を
食
お
う
と
し
て
止
り
木
に
止
っ
て
川
の
中
の
魚
に
嘴
を
伸
し
た
時
に、
小
屋
の
中
か
ら
鷲
鉤
(コ
ン
ケ
プ
)

を
出
し
て
脚
に
ひ
っ
か
け、
小
屋
の
中
に
引
込
み
首
を
ね
じ
っ
て
捕
え
た
(『千
歳
市
史
』)。

二
漁
労

元
文
四
年
(一
七三
九
年)
の
『北
海
随
筆
』
に
よ
れ
ば
「
蝦
夷
は
海
辺
に
住
て
山
に
住
は
す
く
な
し
。
漁
人
の
故
な
り
。
山
に
住
む

蝦
夷
は
稗、
粟
を
作
り
又
は
獣
を
取
て
食
し
其
皮
を
着
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
が、
古
く
か
ら
食
料
を
漁
労
に
よ
っ
て
得
て
い
た
。
漁

労
に
は
主
に
海
漁
と
川
漁
と
あ
る
。
特
に
川
漁
に
よ
る
鮭
は
鹿
と
と
も
に
ア
イ
ヌ
の
重
要
な
食
料
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
鮭
を
シ
ペ
〈真
・

魚
〉
と
か
、
カ
ム
イ
・
チ
ェプ

〈神
・
魚
〉
と
称
し
た
ほ
ど
重
要
な
魚
で
あ
っ
た
。

鮭
漁
は
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
、
産
卵
の
た
め
に
川
を
溯
上
し
て
来
る
の
を
捕
獲
す
る
の
で
あ
る
が、
味
が
良
く
栄
養
も
高
い
の
で
、

冬
季
間
の
干
し
魚
と
し
て
貯
蔵
す
る
の
に
好
適
な
も
の
で
あ
っ
た
。
『東
蝦
夷
地
各
場
所
様
子
大
概
書』に

よ
る
と
、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
で
は

「夷
人
食
物
は
四
季
共
に
魚
鉤
に
て
取
続
き
来
候
得
共
、
海
漁
無
数
故
川
漁
を
し
て
夫
食
と
す
。
初
秋
よ
り
は
千
年
川
に
て
鮭
漁
有、
是

を
重
の
食
に
し
産
物
出
す
也
。」と
記
し
て
い
る
よ
う
に、
千
歳
川
は
鮭
漁
の
中
心
と
な
り
、
遠
く
は
沙
流
や
新
冠
の
ア
イ
ヌ
た
ち
も
は
る

第
三
編
アイ
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ば
る
と
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

川
を
溯
る
鮭
を
捕
獲
す
る
の
に
最
も
一
般
的な
方
法
は、
漁
鉤
(マ
レ
ッ
ク)で
突
く
漁
で、
丸
木
舟

で
川
を
上
下
し
な
が
ら
、
泳
い
で
い
る
鮭
を
刺
し
と
り
、
ま
た
は
川
の
淀
み
に
隠
れ
て
い
る
鮭
を
刺
し

と
っ
た
。

ウ
ラ
エ
漁
と
い
う
漁
法
は、
川
を
両
岸
か
ら
木
の
枝
の
垣
を
作
っ
て
真
中
だ
け
を
開
け、
そ
こ
に
袋

網
を
置
い
て
集
ま
っ
て
き
た
魚
を
す
く
い
上
げ
て
捕
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
『千
歳
市
史』
に

「千
歳
川
で
昔
行
わ
れ
た
ウラ
イ
漁
は
日
本
の
築
に
似
た
も
の
で、
急
流
を
無
理
し
て
溯
っ
た
魚
が、
流
れ
の
よ

ど
み
で
一
休
み
し
て
い
る
う
ち
に
、
水
の
流
れ
に
お
さ
れ
て
川
下
に
仕
掛
け
て
あ
る
根
曲
竹
で
編
ん
だ
篭
の
中
に

落
ち
込
む
と
い
う
も
の
で、
こ
れ
は
普
通
の
ウ
ラ
イ
の
よ
う
に
番
を
す
る
必
要
が
な
く
、
籠
に
入
っ
た
魚
を
集
め

る
だ
け
で
、
よ
り
進
歩
的
な
仕
か
け
で
あ
る
。」

と
記
し
て
い
る
。

ラ
オ
マ
ッ
プ
と
い
う
の
は、
根
曲
竹
や
柳
の
枝
を
編
ん
で
作
る
彼
の
こ
と
で、
鱒
と
か
あ
め
ま
す、
い
わ
な、
う
ぐ
い
な
ど
を
獲
っ
た
。

い
わ
な
や
う
ぐ
い
を
獲
る
に
は
谷
地
萩
と
か
枯
れ
た
蓬
の
茎
な
ど
を
編
ん
で
作
り
、
ウ
ラ
エ
の
よ
う
に
川
を
両
方
か
ら
せ
き
止
め、
そ
の

真
中
の
空
い
た
所
に
仕
掛
け
る
。
こ
れ
に
は
上
り
魚
を
獲
る
も
の
ー
へ
ペ
ラ
イ
パ
ロ
・
ラ
オ
マ
プ
(川
下
に
口
を
向
け
る
破
)
と
、
川
を

く
だ
っ
て
く
る
魚
を
獲
る
も
のー
ヘ
パ
シ
パ
ロ
・
ラ
オ
マ
プ
(川
上
に
口
を
向
け
る
效
)
と
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か引
網
(ヤー
シ
)
も
使
わ
れ
た
。
こ
れ
は
主
に
夜
に
や
る
も
の
で、
二
艘の
舟
で
袋
網
を
曳
き
流
れ
に
乗
っ
て
下
り
な
が
ら

の
ぼ
っ
てく
る
魚
を
す
く
う
の
で
あ
る
。
舟
で
な
く
二
人
の
人
が
川
を
こ
ぎ
な
がら
曳
く
場
合
も
あ
っ
た
。

鵡
川
の
川
漁
に
は
シ
シ
ャ
モ
(柳
葉
魚)
漁
が
あ
る
。
シ
シ
ャ
モ
は
鵡
川
の
ア
イ
ヌ
の
重
要
な
食
料
と
な
っ
て
い
た
。
昔
の
シ
シ
ャ
モ

アイヌ漁労図 (蝦夷風俗図)
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ラ
ソ
ー
ムロ
ナク

海漁の道具
(寛政11年・東游奇勝)

漁
は
、
大
群
で
川
を
溯
上
す
る
シ
シ
ャ
モ
を
岸
か
ら
手
網
で
す
く
い
上
げ
た
り
、
ウ
ラ
イ

(築
)を
打
っ
た
の
ち
、
こ
れ
を
結
ん
だ
ア
ト
サ
(数
)
に
シ
シ
ャ
モ
を
追
い
込
ん
で
と
り
、

丸
木
舟
に
移
す
方
法
で
あ
っ
た。
シ
シ
ャ
モ
は
乾
燥
し
てプ
ー
(倉
)
に入
れ
て
保
存
し、

一
年
中
の
食
料
と
さ
れ
た
。
豊
漁
の
時
は
川
を
歩
く
時
に
足
が
川
底
に
つ
か
ず
、
シシ
ャ
モ

を
踏
み
つ
け
舟
の
あ
か
と
り
で
汲
み
込
む
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。

海
漁
は
鵡
川
や
厚
真
の
アイ
ヌに
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
川
漁
に
比
べ
て
余
り
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い。
鵡
川
チ
ン
コ

タン
の
古
老
に
よ
れ
ば、
鱒
や
鮭
は
は
え
な
わ
を
使
っ
て
釣
っ
た
ほ
か、
シリ
カ
ッ
プ、キ

ナ
ン
ボ
な
ど
は
話
を
投
げ
て
と
っ
た
と
い
う
。

ま
た
寄
鯨
も
あ
っ
た
。
昔
沙
流
と
の
境
に
鯨
が
揚
が
っ
た
時、
互
い
に
チ
ャラ
ン
ケ
(談
判)
と
な
っ
た
が、
沙
流
は
男
神
の
川
で
鵡
川

は
女
神
の
川
で
あ
る
から
、
イ
メ
キ
(配
給)
は
女
の
役
だ
と
いう
こ
と
で
鵡
川
の
勝
と
な
り
、
両
方
仲
よ
く
分
配
し
た
と
い
う
。

三
農
耕
と
植
物
採
集

北
海
道
で
は
擦
文
時
代
に
お
い
て、
す
で
に
原
始
的
農
業
の
存
在
が
認
めら
れ
て
お
り、
ア
イ
ヌ
も
古
く
か
ら
原
始
的
農
業
を
営
ん
で

い
た
と
思
わ
れ
る
が、
文
献
に
現
れ
た
の
は
一
八
世
紀
の
は
じ
め
、
松
宮
観
山
の
『蝦
夷
談
筆
記』
(宝
永
七
年
・
一七
一〇
)
が
最
も
古

い
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
松
前
付
近
で
は
「粟、

稗
少
々
作
り
候
由。
其
外
の
穀
物
土
地
に
応
ぜ
ず
候。
大
豆
、
小
豆
、
大
角

豆
、
瓜
、
茄
子
等
近
年
少
宛々
作
り
候
由。」と

記
さ
れ、
ま
た
正
徳
五
年
(一
七
一五
)
の
『松
前
志
摩
守
蝦
夷
地
風
俗
書
上
』
に
は

「蝦
夷
に
も
所
に
よ
り
粟
を
作
り
申
候
。
西
わ
セ
タ
ナ
イ
・
フ
ト
ロ
・
シ
マ
コ
マ
キ
・
ス
ッ
ツ
・
オ
タ
ス
ッ
ツ
・
イ
ソ
ヤ
・
フ
ル
ウ
・
イ

ワ
ナ
イ
・
シ
ャ
コ
タ
ン
・
ヒ
ク
ニ
・
フ
ル
ヒ
ラ
・
シ
ク
ツ
シ
等
所
々
の
蝦
夷
へ
少
し
つ
つ
粟
作
り
申
候
。
東
わ
ラシ
ャ
マン
ベ
・
ノ
タ
へ

・
ウ
ス
・
エ
ト
モ
・
シ
ラ
ラ
イ
と
申
辺
の
も
の
粟
作
申
候
。」と

あ
る
か
ら
、
日
本
海
岸
で
は
シ
ク
ッシ

(小
樽
祝
津)、太

平
洋
で
は
白
老
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あ
た
り
ま
で
粟
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
ら
し
い。
し
か
し
寛
政
の
初
め
に
な
る
と、
つ
い
に
襟
裳
岬
を
越
え
て
十
勝、
釧
路
方
面
に
ま
で
粟

稗
を
作
っ
て
い
る
こ
と
が
文
献
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は、
あ
く
ま
で
も
和
人
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
年
代
で、

ア
イ
ヌ
の
農
耕
の
起
源
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。す
な
わ
ち
ア
イ
ヌ
の
伝
承
に
、
祖
神
オ
キ
ク
ルミ
カ
ム
イ
が、
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
(人

間
世
界
)
に
天
下
る
と
き、
天
国
か
ら
稗
の
種
を
盗
み、
そ
れ
を
両
脛
を
断
ち
割
っ
た
中
に
か
く
し
、
ア
イ
ヌ
に
も
た
ら
し
た
と
いう
作

物
起
源
説
話
な
ど
も
あ
っ
て、
農
耕
は
ア
イ
ヌ
本
来
の
も
の
で
は
な
く
て
他
か
ら
の
移
入
文
化
で
あ
り、
わ
け
て
も
本
州
か
ら
渡
来
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

文
化
五
年
(一
八
〇
八
)
の
『東
蝦
夷
地
各
場
所
様
子
大
概
書
』
に
よ
れ
ば
、
山
越
内
よ
り
日
高
沿
岸
の
各
場
所
の
ア
イ
ヌ
は
、
当
時

粟
、
稗
の
栽
培
を
し
て
い
る
が、
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
に
つ
い
て
は
「場
所
に
寄、
粟、
稗、
大
豆
、
小
豆
少
し
作
れ
と
も
、
千
年
川
場
所
は

先
年
タ
ル
マ
イ
山
焼、
石
の
焼
砂
に
て
作
物
生
立
難
く
所
多
く
有
、
う
は
ゆ
り、
ふ
く
し
ゃ
等
を
取、
糧
に
も
す
る
也」
と
記
し
、
ま
た

文
化
三
年
(一
八〇
六
)
の
『毛
夷
東
環
記
』
に
は
「此
川
目
(注、

鵡
川)
の
夷
、
粟
、
稗
、
煙
草
杯
を
造
り、
酋
長
富
貴
に
し
て三

年
の
貯
有
と
ぞ
」
と
あ
っ
て、
粟
、
稗
、
大
豆
、
小
豆
の
ほ
か
煙
草
ま
で
栽
培
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
地
方
は
樽
前
山
の
噴
火
に
よ
る
降
下
物
(火
山
灰
)
の
堆
積
が
多
か
っ
た
た
め、
農
耕
に
は
恵
ま
れ
た
条
件
で
は
な
か
った
ので
あ

ろ
う
。
し
か
し
幕
末
期
に
は
各
川
筋
の
コ
タン
で
の
畑
作
も
か
な
り
普
及
し
て
い
た
。
安
政
四
年
(一
八
五
七
)
の
『入
北
記
』
に
よ
れ

ば
、
ウ
エン
ナ
イ
(植
苗
)
で
は

「地
味
モ
焼
砂
多
ケ
レ
ド
此
辺
第
一ノ
所
ニ
テ、
土
人
ノ
作
リ
シ
由
ニ
テ
畠
地
ア
リ
。
一見
セシ
ニ
イ
ン
ゲ
ン
、
木
瓜
ノ
類
ハ
可
ナ
リ
ニ
宜
シ
ク、
試
ミ
ノ

タ
メ
ト
テ
植
シ
ニ
穂
ラ
胚
シ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
霜
二
逢
フ
タ
ル
由
ニ
テ
疾
ニ
刈
り
取
り
置
キ
タ
リ
。
併
シ
大
豆
、
小
豆
ハ屹
ト
熟
ス
ル
由
、
是
又
喜
ブ
ベ
キ
事

ナ
リ
。」

と
あ
り
、
ま
た
厚
真
川
筋
を
探
険
し
た
松
浦
武
四
郎
の
『東
蝦
夷
日
誌』
に
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れ
り
。
是
は
皆
粟
畑
え
来
る
を
知
ら
し
に
来
る
也
と
…
…
。」

「ト
ン
ニ
カ
村
(従
ニ
ア
ツ
マ
フ
ト
一凡
六
里
、八
家
五
軒
)、土
地
高
く
肥
沃、皆

畑
作
を
な
し
た
り
。…

(中
略)
召
連
し
エ
カ
シ
ュ
ム
家
に
宿
す
。
隠
元
豆

ひん
ぱ
ん
ま
め

を
煮
て出
せり
。…

(中
略)
初
夜
頃
に
犬二
匹
頻
に
鼻
を
鳴
ら
し
来
る
や、
其
犬
と
共
に
エ
カ
シ
ュ
ム
弓
を
持
て
走
り
行
し
が、
直
に
鹿二
頭
を
得
て
帰

と
記
さ
れ
て
い
る
。

畑
は
コ
タ
ン
の
近
く
に
作
ら
れ
る
が、
そ
の
方
法
は
す
こ
ぶ
る
原
始
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
天
明
四
年
(一
七
八
四)
の
『東
遊
記
』

に
よ
れ
ば「粟、
稗
、
蕎
麦、
胡
麻
、
荏、
菜
た
ね、
いづ
れ
も
出
来
よ
し
。
予
が
し
り
た
る
も
の
山
畑
の
笹
あ
る
所
を
焼
は
ら
い
、
う
な
い
返
し
も
せ
ず
粟
を
ま
き

た
る
に
、
こと
の
外
よ
く
出
来
た
り
。
飯
椀
に二
盃
ま
き
て、
粟
十
八
俵
と
り
た
る
と
い
ふ
。
殊
の
外
よ
く
出
来
た
り
。
糞
い
ら
ず
、
御
年
貢
も
出
さ
ず、

耕
耘
労
煩
な
し
。」

ぼ
う
と
く

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
イ
ヌ
は
耕
耘
も
そ
こ
そ
こ
に
播
種
し
、
肥
料
も
神
の
賜
物
に
対
す
る
冒
瀆
で
あ
る
と
し
て
一
切
行
わ
な
か
っ
た

か
ら
、
二
、
三年
し
て
ま
た
次
の
豊
沃
な
土
地
へ
移
動
し
て
耕
作
し
た
。
耕
耘
農
具
に
は
鹿
の
角
ま
た
は
木
の
枝
で
作
っ
た
シ
ッ
タ
プ

(土
堀
り
具)、本

州
よ
り
の
移
入
品
で
あ
る
タシ
ロ
(山
刀
)
も
し
く
は
出
刃
庖
丁
、
イ
ヨ
ク
ペ
(鎌)、ク

プ
カ
(鍬)

お
よ
び
ア
レ
ウ

エ
マ
タリ
プ
(こ
ま
ざ
ら
い)
な
ど
の
ほ
か、
粟
や
稗
の
収
穫
に
穂
を
刈
り
取
る
用
具
と
し
て
ピ
パ
(貝
)
を
利
用し
た
収
穫
具
が
あ
っ

た
。ま
た
農
耕
に
従
事
す
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
主
婦
や
老
人
に
一
任
さ
れ
た
。
狩
漁
が
男
子
の
生
業
で
あ
っ
た
の
に
反
し
て
、
農
耕
は
女
子

の
家
事
労
働
の
一
つ
と
し
て
営
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ア
イ
ヌ
の
農
耕
は、
あ
く
ま
で
も
狩
漁
生
産
物
の
不
足
を
補
う
、
補

助
的
な
生
産
手
段
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

農
耕
に
よ
る
生
産
物
が
ア
イ
ヌ
の
補
助
的
食
料
と
な
っ
た
ほ
か
に、
アイ
ヌ
は
そ
れ
以
上
に
野
生
の
植
物
の
葉、
根、
果
実
な
ど
を
主
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アイヌの農耕、収穫(文化年間・蝦夷生計図説)

食
の
補
助
や、
副
食
あ
る
い
は
嗜
好
品
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
林
善
茂
に

よ
れ
ば
、
食
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
確
実
な
野
生
植
物
は、

一二
〇
種
以
上
を
占
め
て

い
る
と
い
わ
れ
る
。『東

蝦
夷
地
各
場
所
様
子
大
概
書
』
に
ユ
ウフ
ッ
場
所
の
ア
イ
ヌ
が

(2)

「う
は
ゆ
り
、
ふ
く
し
ゃ
等
を
取、
糧
にも
す
る
也。」と

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当

時
東
蝦
夷
地
の
ア
イ
ヌ
は
盛
ん
に
野
生
植
物
を
利
用
し
て
い
た
。
同
書
に
見
ら
れ
る
も

の
に
は、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

プ
ク
シ
ャ
ア
イ
ヌ
語
プ
ク
サpukusaで、ぎ

ょ
う
じ
ゃ
に
ん
に
く
、
一
名
キ
ト
ビ
ル

と
言
わ
れ
る
草
の
茎
葉
の
事
で
あ
る
。

シ
ケ
レ
ペ
キ
ナ
ア
イ
ヌ
語
シ
ケ
ルペ

・キ
ナ
sikerpe-kina

で、
和
名
を
「ざ

ぜ
ん
そ
う
」
と
いう
草
の
葉
を
指
し
た
も
の。

ピ
ット
ク

ア
イ
ヌ
語
のピ
ッ
ト
ク
pittok

で、
和
名
「は
な
う
ど
」
の
根
生
葉
の

葉
柄
を
指
す
。

茎
を
い
う
。

ト
レ
プ

アイ
ヌ
語
の
ド
レプ
turep

和
名
で
は
お
お
う
ば
ゆ
り
(姥
百
合
)
の
鱗

千
歳
地
方
の
ア
イ
ヌ
の
食
用
植
物
に
つ
い
て、『千

歳
市
史
』
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
掲
げ
て
い
る
。

茎
や
根
を
食
べ
る
野
草

あ
ざ
み、二

輪
草、
ゆ
き
ざ
さ、
行
者
にん
にく
、
こじ
ゃく
、
み
ず、
た
ねつ
け
は
な、
た
ち
ぎ
ほう
し、
か
た
く
り
、
ざ
ぜん
そ
う、
あ
ま
にう
、

う
ど
、
あ
か
ぎ
、
いら
く
さ、
く
さ
そ
て
つ
(こ
ご
み)、ぜ

ん
ま
い、
た
ら
の
芽、
や
ど
り
き
、
こう
ほ
ね、
あ
さ
づ
き、
のび
る
、
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鱗
茎
や
塊
根

う
ば
ゆ
り
、
く
ろ
ゆ
り、
く
る
ま
ゆ
り、
か
た
く
り
、
え
ぞ
え
ん
ご
さ
く
、
き
は
な
の
あ
き
な、
ば
あ
そ
ぶ、
お
に
の
や
か
ら
、
か
ら
は
な
そ
う
、
ひ
る

が
ほ、
つ
り
が
ね
にん
じ
ん
、
つ
る
に
ん
じ
ん
、
さ
い
は
いら
ん
、
ア
イ
ヌ
わ
さ
び
、

実
を
利
用
す
る
も
の

栗
、
胡
桃
、
ど
ん
ぐ
り、
こく
わ、
や
ま
ぶ
ど
う
、
ま
た
た
び
、
桑
の
実、
いち
ご
類、
ふ
つ
き
そ
う
、
え
ん
れ
い
そ
う
類
、
え
ぞ
こ
り
ん
ご
、
菱
の
実、

き
は
だ
の
実
、
笹
の
実
、
ま
だ
い
お
お
の
実
、

四
交

易 易

ア
イ
ヌ
は
狩
猟
や
漁
労
お
よ
び
農
耕
や
野
生
植
物
の
採
取
な
ど
に
よ
っ
て
衣
食
住
の
資
源
を
穫
得
し
た
が、
そ
れ
以
上
に、
近
隣
異
民

族
と
の
交
易
に
依
存
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
も
っ
と
も
地
域
を
異
に
す
る
ア
イ
ヌ
同
志
の
間
で
も、
生
産
物
に
差
異
が
あ
っ
た
か
ら
、

互
い
に
生
産
物
を
交
換
し
合
っ
て、
不
足
を
充
た
し
て
い
た
が、
異
民
族
と
の
交
易
に
比
較
す
れ
ば
、
内
容
や
規
模
か
ら
み
て
微
々
た
る

も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

ア
イ
ヌ
の
交
易
の
相
手
は、
大
ま
か
に
い
って
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
本
州
な
いし
は
松
前
地
の
和
人
で
あ
り、
他
は
大
陸
の
沿
海
州

の
住
民
で
あ
る
ギ
リ
ヤー
ク
(山
丹
人
)
と
の
、
い
わ
ゆ
る
山
丹
交
易
で
あ
る
。
特
に
影
響
力
の
大
き
か
っ
た
の
は
和
人
と
の
交
易
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
つ
いて
は
古
く
か
ら
互
い
に
津
軽
海
峡
を
越
え
て、
盛
ん
に
交
易
が
行
わ
れ
て
い
た
。
室
町
中
期
の
『十三
往
来
』
に
よ

る
と
、
当
時
は
す
で
に
松
前
付
近
の
アイ
ヌ
が
奥
州
津
軽
外
が
浜
に
往
来
交
易
し
、
津
軽
の
十三
湊
に
は
夷
船、
京
船
が
郡
集
し
て、
お

お
い
に
賑
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
和
人
の
勢
力
が
増
大
し
、
道
南
に
小
豪
族
が
館
を
築
く
こ
ろ
に
な
る
と
、
交
易
の
中
心
地

は
津
軽
海
峡
を
越
え
て
渡
島
半
島
の
南
部
に
移
り
、
松
前
氏
が
覇
権
を
確
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
大
館
(の
ち
の
松
前)
の
港
が
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中
心
と
な
っ
た
。
天
和
四
年
(一
六
一
八)
に
北
海
道
に
渡
っ
て
き
た
耶
蘇
会
宣
教
師
アン
ジ
ェ
リ
ス
の
報
告
に
よ
る
と
、
当
時
松
前
に

集
ま
る
大
船
は
毎
年
三
〇
〇
艘
を
数
え
た
と
い
わ
れ
る
。

ア
イ
ヌ
と
和
人
と
の
交
易
に
は、
二
つ
の
形
態
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
ア
イ
ヌ
が
松
前
城
下
に
出
か
け
て
交
易
を
行
う
も
の
で
ウ
イ
マ
ム

と
呼
ば
れ、
他
は
和
人
が
ア
イ
ヌ
の
居
住
地
で
あ
る
商
場、
あ
る
い
は
場
所
に
赴
い
て
交
易
を
行
う
も
の
で
、
こ
れ
を
オ
ム
シ
ャ
と
呼
ん

だ
。
ま
ず
ウ
イ
マ
ム
に
つ
い
て
『北
海
随
筆』
に
は

「春
毎
に
産
物
を
船
に
の
せ
て
松
前
に
来
り
領
主
え
礼
を
つ
と
む
。
其
有
り
さ
ま
は
な
は
だ
恐
れ
つ
つし
み
た
る
様
体
な
り
。
松
前
え
着
船
し
て
木
屋
え
上

り
、
休
息
の
内
も
い
ま
だ
目
見
す
ま
ざ
る
う
ち
は
外
へ
出
ず
、
酒
も
り
も
せ
ず
、
あ
き
な
い
等
も
せ
ず
し
て
隠
便
な
り
。
…
(中
略)
…
目
見
済
で
よ
り
は

町
え
も
出
て
商
ひ
を
も
す
る
な
り
。
遠
蝦
夷
は
年
に
は
不
来、
近
蝦
夷
の
み
春
毎
に
来
れ
り
。」

レ

と
い
い、
ま
た
文
化
五
年
(一
八
〇
八
)
の
『渡
島
筆
記
』
に
は

「曽
て
オ
ト
ナ
一
世
に
一
た
び
松
前
に
い
た
り
、
領
主
に
見
る
例
な
り
。
各
そ
の
土
産
を
齋
て
庭
実
(注、

み
や
げ)
と
な
す
。
こ
れ
を
の
す
る
舟
を
ば
殊

更
に
飾
を
な
し
て
ウ
キ
マ
ム
チ
プ
と
名
づ
く
。
も
し
和
語
に
よ
り
て
強
解
せ
は、
初
見
に
近
か
る
べ
し
。
夷
人
の
老
た
る
も
の
が
、
此
事
松
前
に
と
ど
ま
ら

ず
、
古
し
へ
は
シ
ャ
モ
ム
シ
リ
へ
も
斯
の
舟
に
て
貢
物
を
献
り
し
と
伝
ふ
と
い
ふ
よ
し
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ウ
イ
マ
ム
は
邦
語
の
「初
見
」
も
し
く
は
「お
目
見
得」
の
転
訛
と
い
わ
れ
て
い
る
。
元
禄
五
年
(一
六
九
二
)
の

『松
前
主
水
広
時
日
記
』
に

「五
月
廿
三
日

厚
谷
又
左
衛
門、
大
久
保
幸
助
商
場し
こ
つ
の
夷
御
目
見。
差
上
も
の
被
下
物…
…
。

六
月
五
日

レ
今
井
孫
七
郎
支
配
所
し
こ
つ
よ
り
夷
御
目
見
罷
登
、
差
上
物
被
下
物
有
之
…
…
。」

レ
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きゅう
かっ

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
漁
閑
期
を
利
用
し
て
ウ
イ
マ
ム
に
出
か
け
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
オ
ム
シ
ャ
と
は
、
和
人
が
蝦
夷
地
に
や
っ
て
き
て
交
易
す
る
際
に
、
ア
イ
ヌ
が
和
人
に
対
し
て
久
潤
の
礼
を
意
味
し
て
い
る
ウ

ム
シ
ャ
umusa

(互
に
・
頭
、
手
を
さ
す
り
合
う
)
の
転
訛
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
和
人
が
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
贈
物
を
し
、
そ
の

返
礼
と
し
て
ア
イ
ヌ
が
和
人
に
贈
物
を
す
る
と
い
う
贈
答
は
、
形
の
上
で
は
儀
礼
で
あ
る
が
、
事
実
は
交
易
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
『
蝦
夷
草
紙』
に
よ
れ
ば
「米
、
酒
、
煙
草
外
諸
品
を
土
産
物
と
名
づ
け
て
賜
ふ
。
夷
人
も
貿
物
に
す
る
故
其

報
に
土
産
を
出
す
と
云
ふ
て
交
易
す
る
也
。」と

い
い、
ま
た
『渡
島
筆
記
』
に
「春
始
て
和
船
来
り
、
互
に
安
を
問
ひ、
恙
な
き
を
喜
び、

おこ
た

一
礼
を
述
べ
畢
て、
扱
今
年
の
漁
猟
の
時
至
れ
り
。
務
て
懈
る
こ
と
な
か
れ
。
近
邑
と
も
睦
び、
爭
訟
な
ど
を
い
た
さ
す
べ
か
ら
ず
、
い

ず
れ
か
た
に
て
も
難
船
あ
ら
ば
、
出
て
救
ひ
助
け
よ
。
幸
な
り
と
し
て
賊
を
な
す
こ
と
な

か
れ
。
な
ど
と
い
ふ
こ
と
を
念
頃
に
喩
し
、
扱
酒二
椀
づ
つを
の
ま
し
め
、
烟
草
、
煙
管

等
を
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
た
ふ
是
な
り
。」と

記
し
て
い
る
よ
う
に、
ア
イ
ヌ
は
彼
等
の
習
慣
に

よ
る
丁
重
な
儀
礼
と
誠
意
を
表
す
贈
物
の
交
換
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ウ
イ
マ
ム
に
し

ろ
オ
ム
シ
ャ
に
し
ろ
、
和
人
が
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
贈
物
を
し
、
そ
の
返
礼
と
し
て
ア
イ
ヌ

が
和
人
に
贈
物
を
す
る
と
いう
贈
答
は
、
形
の
上
で
は
儀
礼
で
あ
る
が、
事
実
は
交
易
そ

の
も
の
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
交
易
に
よ
っ
て
ア
イ
ヌ
は
酒
、
米
、
麹
、
煙
草、
煙
管、
鍋、
小
刀
、
針、
古
着、

漆
器
、
耳
輪
な
ど
を
移
入
し
、
和
人
に
対
し
て
は
乾
魚、
魚
油、
獣
皮、
た
か、
わ
し
羽、

蝦
夷
錦、
樺
太
玉
な
ど
を
提
供
し
た
が
、
蝦
夷
錦、
樺
太
玉
な
ど
山
丹
交
易
に
よ
っ
て
得

た
も
の
も
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。

第
三
編

ア
イ
ヌ
時
代

蝦夷船 (寛政11年・蝦夷島奇観)
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し
か
し
、
そ
の
後
場
所
の
経
営
が
商
人
の
手
に
委
ねら
れ
る
よ
う
に
な
る
と、
本
来
の
ウ
イ
マム
、
オ
ムシ
ャ
の
機
能
は
し
だ
い
に
失

わ
れ
て
政
治
的
色
彩
を
帯
び
、
遂
に
は
統
治
の
一手
段
に
変
質
し
て
し
ま
っ
た
。

五
住

居

ア
イ
ヌ
は
本
来
、
冬
と
夏
の二
つ
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
あ
っ
て、
コ
タ
ン
の
位
置
も
住
居
も
季
節
に
よ
っ
て
変
化
し
た
。
冬
場
の
コ
タ

ン
を
マ
タ
コ
タ
ン
(冬
の
村
)、夏

場
の
コ
タン
を
サ
ク
コ
タ
ン
(夏
の
村
)
と
言
い、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
住
居
が
営
ま
れ
た
。
冬
の
家
は

ト
イ
チ
セ
(土
の
家)
と
言
っ
て
竪
穴
式
に
作
ら
れ、
夏
の
家
は
サ
ク
チ
セ
(夏
の
家)
と
言
わ
れ
て
平
地
式
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
幕
府

の
役
人
松
田
伝
十
郎
が、
樺
太
で
越
冬
し
た
記
録
『北
夷
談』(文

政
五
年、

一八二
二
)
に
よ
れ
ば
「
土
人
穴
居
の
事
は
海
岸
を
去
て
山

中
に
入
て
穴
を
ほ
り
、
其
上
を
か
き
あ
げ
て
室
の
ご
と
く
に
し
て
横
に
煙
出
し
の
穴
あ
り
。
此
内
に
入
て
住
居
を
な
し
、
場
所
に
寄
て
は

夷
人
に
限
ら
ず
番
人
も
穴
居
を
な
す
。」と
記
し
、
ま
た
津
軽
藩
士
山
崎
半
蔵
が、
エ
ト
ロ
フ
島
に
渡
っ
た
記
録
『毛
夷
東
環
記
』に
も
「八

九
月
に
至
、
冬
住
居
の
家
を
別
に
手
入
す
。
風
の
強
き
を
恐
れ、
悉
く
□[

な
し
に
、
壁
よ
り
棟
へ
直
葺
綴
る
也
。
其
上
四
方
よ
り
壁
に

土
搔
き
寄
、
勢
(い)

穴
居
の
に
住
居
也
。」と
し
て
穴
居
の
事
実
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

ま
た
間
宮
林
蔵
は
樺
太
の
穴
居
の
作
り
か
た
を
『北
蝦
夷
図
説
』(安
政
二
年、

一八
五
五
)
の
中
で

「穴
居
を
製
す
る
法、
先
山
に
添ふ
て
地
を
撰
み、
土
を
堀
こ
と
凡三
、
四
尺
計、
其
内
に
図
の
ご
と
く
柱
を
立、
屋
を
覆
ふ
に
木
の
皮
を
以
て
し
、
其
上

ぬ
き
、
炊
煙
の
屋
中
に
鎖
す
を
忌
み
て
、
此
穴
よ
り
家
外
に
出
し
去
し
む
。」

に
重
ぬ
る
に
草
木
の
葉
枝
を
以
て
す
。
戸
口
の
上
に
庇
を
設
け、
内
に
入
る
処
は
階
子
を
か
け、
其
側
竈
を
作
り
、
竈
中
よ
り
穴
を
穿
て
家
外
廡
下
に
堀
り

かまど

と
記
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
冬
の
家
と
夏
の
家
を
も
つ
生
活
は
、
農
耕
の
普
及
と
と
も
に
定
着
化
が
進
み、
竪
穴
住
居
も
樺
太
や
千
島
方
面
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アイヌ家 (明治・蝦夷風俗図)〔北大北方資料室〕

に
の
み
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
北
海
道
に
お
け
る
近
世
の
ア
イ
ヌ
の
冬
の
家
(竪
穴
住
居
)
は、文

献
の
上
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い。

し
た
が
っ
て
北
海
道
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
住
居
(チ
セ)
は
、
す
べ
て
夏
の
家
に
属
す
る
平
地
住
居
で
あ
る
。

ア
イ
ヌ
家
の
平
面
形
は
七
メ
ー
ト
ル
に
五
メー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
長
方
形
で
、東
西
に
長
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。こ
れ
に
二
メ
ー
ト
ル
四

方
く
ら
い
の
物
置
兼
作
業
場
の
入
口
が
つ
い
て
い
る
。居
間
は
仕
切
り
な
し
の
一
間
で
、中
央
に
炊
事
兼
暖
房
用
の
炉
(アペ
オイ
)が
あ
る。

床
は
土
間
の
上
に
乾
草
を
敷
き
、さ
ら
に
ゴ
ザ
(キ
ナ)
を
敷
く
。柱
は
堀
立
柱
で
、屋
根
や
壁
は
茅
、
笹
な
ど
を
束
ね
て
し
ば
り
つ
け
る
。
窓

ゆか

國民工美国�,城票期:

アイヌ家屋内の図 (明治・蝦夷風俗図)
〔北大北方資料室〕

は
三
か
所
あ
る
。
東
側
に
は
神
が々
出
入
し

た
り
獲
物
を
入
れ
た
り
す
る
神
聖
な
窓
(ロ

ルン
プ
ャラ
)が
あ
り
、
南
側
に
は
横
窓
(エ

ト
ムン
プ
ヤラ
)
と
小
窓
(ポ
ン
プ
ヤ
ラ
)が

あ
る
が、
小
さ
な
家
の
場
合
は
横
窓
一
つ
で

あ
る
。
ま
た
炉
の
真
上
に
は
煙
出
し
窓
(リ

ク
ン
プ
ヤ
ラ
)
が
あ
る
。
入
口
(ア
パ
)
や

窓
に
は
葦
や
茅
で
編
ん
だ
す
だ
れ
を
垂
ら
し

家
内
の
壁
に
は
キ
ナ
を
張
り
つ
け
た
。
炉
の

上
に
は
乾
燥
台
(火
棚)
が
作
ら
れ
る
。

家
に
付
属
し
た
施
設
と
し
て
は
、
戸
外
に

高
倉
(プ
ー
)、
魚干
場
(ク
マ)、
熊
の
檻

(ぺ
ウ
レ
プ
セ
ツ)、
便
所
(アシ
ン
ル)、
が
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あ
り
、
東
側
に
は
幣
場
(イ
ナ
ウ
チパ
)
が
あ
る
。
ま
た
狩
猟
に
で
か
け
た
時
に
使
用
す
る
た
め
に、
仮
小
屋
(カシ
)
を
作
る
。
人

数
よ
っ
て
異
な
る
が、
九
尺
四
方
位
の
大
き
さ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

六
衣
服
と
装
身
具

ア
イ
ヌ
は
古
い時
代
に、
熊、
鹿、
犬
、
狐、
あ
ざ
ら
し、
水
鳥、
鮭、
イ
ト
ウ
な
ど
の
皮
や
羽
毛
を
利
用
し
た
衣
服、
す
な
わ
ち
獣

皮
衣
(カプ
ル)、

鳥
皮
衣
(ラ
プ
ル)、

魚
皮
衣
(チ
ェプ
ル)
な
ど
の
ほ
か、
草
を
編ん
で
作
っ
た
草
衣
(チラ
)な
ど
が
あ
っ
た
が、

い
され
ばた

居
坐
機
の
技
術
の
輸
入
に
よ
っ
て、
オ
ヒ
ョ
ウ、

ハ
ル
ニ
レ、
シ
ナ
ノ
キ
の
樹
皮
や
イ
ラ
ク
サ
の
繊
維
で
糸
を
作
り
、
ア
ツシ
布
を
自
製

し
て
衣
服
を
作
っ
た
。『北
海
随
筆
』
に
よ
れ
ば
「衣
は
ラ
ヒ
ャ
ウ
と
云
木
の
皮
を
以
て
メ
ノ
コ
シ
手
織
に
し
、
是
を
ア
ッ
シ
と
云
。
メ
ノ

コシ
と
は
女
の
方
言
な
り
。
ま
た
獣
の
皮
を
も
着
し
、
あ
る
に
ま
か
せ
た
る
体
な
る
は
寒
暑
あ
へ
て
お
そ
れ
ざ
る
故
な
り
。」と

あ
り
、
ま

た
『蝦
夷
草
紙』
に
は

ぞう
り

わ
ら
じ

「蝦
夷
人
ど
も
草
履
、
草
鞋
、
蓑
の
類
ひ
を
用
へ
ず
、
旅
を
す
る
に、
ア
ッ
シ
と
い
ふ
単
物
を
着
用
し
、
帯
は
有
合
の
も
の
、
縄
に
て
も
藤
葛
の
類
ひ
に
て

ふじ
かずら

股
引
・
脚
半
・
手
拭
・
足
袋
・
腰
帯・
矢
立
・
野
羽
織
・
弁
当
の
類
ひ、
決
し
て
な
き
事
な
り
。」

も
用
へ
る
な
り
。
火
打
道
具
の
入
れ
物、
カ
ロプ
と
い
ふ
。
菅
に
て
編
た
る
ど
う
ら
ん
と
、
弓
矢
・
き
せ
る
・
煙
草
入
の
み
持
歩
行
く
な
り
。
笠
・
合
羽
・

と
記
し
て
い
る
。

こ
の
地
方
の
ア
イ
ヌ
に
つ
いて
は
『東
蝦
夷
地
場
所
様
子
大
概
書
』
に

「女
は
場
所
によ
り
作
物
を
も
少
仕々
付…
(
中
略)
…
厚
子
を
織、
男
女
着
用
に
す
る
也。」

と
記
し
、
ま
た
寛
政
十
一
年
(一
七
九
九)、
蝦
夷
地
を
調
査
し
て
勇
武
津
(勇
払)
の
地
に
宿
泊し
た
澁
江
長
伯
は、『東

游
奇
勝』
の
中

で、
勇
払
の
ア
イ
ヌ
の
織
物
に
つ
い
て
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「夷
人
織
と
こ
ろ
の
き
な
蓆
は
フト
イ
な
り
。
フ
ト
イ
を
持
名
を
尋
る
に
キ
ナ
な
り
。
蓆
を
織
る
物
と
云
。
其
法
は
夏
月
刈
取
り
熱
湯
を
か
け
て
日
に
乾
し

上
、
メ
ノ
コ
の
細
工
に
織
る
。
赤
と
黒
と
に
染
分
け
て
織
る
を
ア
ヤ
キ
ナ
と
云
。
ア
ツシ
布
は
ラ
ヒ
ャ
ウ
の
木
の
皮
を
五
月
頃
む
き
取、
水
に
漬
て
日
に
乾

し
上
げ
、
細
に
さ
き
、
よ
り
か
け
を
う
む
様
に
つ
き
機
に
か
け
る
、
さ
を
に
通
し
長
き
ま
ま
先
を
結
て
張
り
置
て
織
る
。
織
る
に
従
て
い
さ
り
な
が
ら
先

に
出
る
。

又
赤
タ
マ
の
皮
に
て
織
る
を
ニ
イ
カ
ッフ
と
も
云
。
ア
ッシ
よ
り
色
赤
し
。」

ア
イ
ヌ
が
木
綿
類
を
着
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
狩
猟
で
得
た
毛
皮
類
を
交
換
品
に
ふ
り
む
け
て、
本
州
や
満
州
方
面

と
記
し
て
い
る
。

第
三
編

ア
イ
ヌ
時
代

衣服 〔工芸 (アイヌ号)〕

ライクル・ホシ 〔アイヌ民族誌〕

タマサイ 〔青少年センター〕

335



苫
小
牧
市
史
上
巻

から
木
線
衣
や
絹
衣
な
ど
の
古
着
を
入
手
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
交
易
に
よ
っ
て、
本
州
から
は
小
袖
や
陣
羽
織、

つ
づ
れにしき

中
国
や
満
州
方
面
か
ら
は
樺
太
を
経
由
し
て
山
丹
錦、
蝦
夷
錦、
襤
褸
錦
と
称
せ
ら
れ
た
山
丹
服
を
入
手
し
た
。

ま
た
ア
イ
ヌ
は
本
州
の
木
綿、
糸
、
針
、
は
さ
み
な
ど
を
移
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
から
、
ア
ツシ
や
木
綿
衣
に
大
胆
な
模
様
が
施
さ

れ
た
切
伏
衣
(チ
カ
ル
カ
ル
ぺ
)
や、
刺
し
ゅ
う
の
あ
る
縫
取
衣
(ル
ウン
ペ)
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。

肌
衣
(モ
ウル
)
は
女
子
の
肌
着
で、
以
前
の
獣
皮
か
ら
木
綿
に
変
っ
た。
男
子
の
褌
(テ
パ)
は
和
人
の
も
の
と
同
じ
で、
女
子
に

は
貞
操
帯
(ポ
ン
ク
ツ、
ウプ
ソ
ル)
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
が、
こ
れ
は
実
用
よ
り
む
し
ろ
象
徴
的、
精
神
的
な
意
味
を
も
つ
紐
で

母
親
か
ら
娘
へ
と
同
じ
家
系
を
辿
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。

衣
服
の
付
属
品
と
し
て
は
帽
子
(コ
ン
チ)、手

甲
(テ
クン
ぺ
)、脚
絆
(ホシ
)、前
垂
(マン
ダ
リ)、鉢

巻
(マ
タン
プ
シ
、
チ
パ
ヌ

ップ
)、
た
す
き
(イ
タ
ス
コ)、

帯
(ク
ツ)、笠

な
ど
が
あ
る
。
足
に
は
く
も
の
は
ケ
リ
と
称
し
、
千
歳
地
方
で
は
、
夏
用
に
ば
つ
こ
柳

や
ぶ
ど
う
づ
る
で
編
ん
だ
シ
ト
ケ
リ
(ぶ
ど
う
皮
靴)、

冬
用
に
は
チ
ェ
プ
ケ
リ
(魚
靴)、

ユ
ク
ケ
リ
(鹿
靴)
が
あ
っ
た
(『千
歳
市

史
』)。

装
身
具
と
し
て
は
首
飾
り
(タ
マ
サ
イ
)、
耳
輪
(ニ
ン
カ
リ)、

腕
輪
(テ
クン
カ
ニ
)
な
ど
が
あ
る
が、
そ
の
材
料
の
多
く
は
本
州

や
山
丹
交
易
に
よ
る
外
来
品
で
あ
る
。

七
食

生
活

漁
狩
猟
を
中
心
と
し
た
生
活
で
は、
当
然
食
生
活
の
主
な
も
の
は
獲
物
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。
最
も
重
要
な
食
資
源
は
鹿
と
海
獣

と
鮭、
鱒
で、
こ
れ
に
野
草
の
茎
葉、
根
茎、
果
実
お
よ
び
海
草
(の
り、
こ
ん
ぶ
他)
で
あ
っ
た
。
最
上
徳
内
が
『蝦
夷
草
紙』
に

「…
…
只
魚
肉、
獣
肉
を
食
物
と
す
。
其
外
草
の
根
に
食
す
る
も
の二
、
三種
あ
る
の
み
な
り
。」と

記
し
た
ほ
ど
、
い
か
に
漁
狩
猟
に
依
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存
し
た
か
が
理
解
で
き
よ
う
。
享
保
八
年
(一
七二
三
)
秋
に
千
年
川
(千
歳
川
)
の
鮭
が
不
漁
の
た
め
シ
コ
ツ
ア
イ
ヌ
に
多
数
の
餓
死

者
が
出
た
の
も
、
こ
の
辺
の
事
情
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

調
理
は
焼
く
、
煮
る
、
塩
づ
け
、
燻
製
、
乾
燥
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が、
時
に
は
生
の
ま
ま
で
食
べ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。『千

歳
市

史
』
に
よ
れ
ば

「動
物
の
内
臓
の
多
く
は
生
の
ま
ま
食
べ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。肝
臓、
心
臓、
肺
、
胃、
腎
、
横
隔
膜
ば
か
り
で
な
く
、
耳
の
軟
骨、
鼻
端、
眼
玉
、舌
骨
、

…
脳
漿
な
ど
で
あ
る
…
(
中
略)

鮭
や
鱒
は
氷
頭、
鰓
蓋、
鰓
、中
骨、眼

球、背
鰭、
胸
鰭
、尾
鰭、白

子
や
心
臓
ま
で
ほ
と
ん
ど
日
本
料
理
で
捨
て
る
と
こ
ろ
ば
か
り
を
細く
刻
ん
で、
塩
味
に

し
た
チ
タ
タ
プ
(我
々
が
叩
き
叩
き
し
た
も
の)
と
いふ
料
理
も
あ
っ
た
。」

と
い
う
。

鮭
や
鱒
な
ど
の
川
魚
は
、
一度
に
豊
富
に
と
れ
る
の
で、
こ
れ
は
乾
魚
・
凍
魚
・
燻
製
と
し
て
冬
期
の
た
め
に
貯
蔵
し
た
。

野
草
や
果
実
は
生
食
の
ほ
か
に
火
食
し
、
ま
た
乾
燥
し
て
貯
蔵
し
、
こ
れ
も
冬
期
の
食
料
と
し
た
。
特
に
う
ば
ゆ
り
の
球
根
は、
重
要
な

食
料
で
、
つ
き
砕
いて
澱
粉
を
と
り
、
粕
を
煮
沸
し
て
団
子
に
し
、
乾
燥
し
て
冬
期
の
食
料
に
し
た
。

食
事
は
普
通
朝
食
と
夕
食
の二
回
で
、
主
と
し
て
肉
食
で
あ
っ
た
。
中
食
は
野
草
を
入
れ
た
穀
物
の
粥
な
ど
を
作
っ
た
が
、
こ
れ
を
ラ

タ
シ
ケ
ッ
プ
と
称
し
た
。
江
戸
時
代
に
原
始
的
農
業
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
食
事
に
つ
い
て
、
宝
永
七
年
(一

七
一〇
)
の
『蝦
夷
談
筆
記』
は

レ

「朝
夕
の
食
事
鳥
魚
の
み
用
申
候
。た
ま
た
ま
米
を
求
候
て
食
を
給
候
得
ば
、
食
を
ば
此
方
の
菜
の
様
に
仕
候
て
給
申
候
。
昼
は
八
時
分
一度
た
べ
、
夜
は
日

暮
よ
り
九
時
分
迄
の
内、
五、
六
度
も
給
申
候
。
昼
は
仕
事
の
障
に
成
候
由
に
て
給
不
申
候
由
の
事
。」

と
い
い、
ま
た
寛
政二
年
(一
七
九
〇
)
の
『蝦
夷
草
紙
』
は
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「蝦
夷
人
の
食
事
は
椀
壱
つ
に
て、
膳
を
用
へず
。
汁
菜
の
類
ひ
食
せ
ず
。
味
噌、
塩
、
醤
油
の
類
ひ
も
な
し
。
故
に
魚
肉
・
獣
肉
・
草
の
根、
都
て
真
水
に

て
煎
て
食
す。
或
は
又
海
水
を
少
し
用
へ
て
塩
梅
を
す
る
事
も
あ
り
。
又
食
事
を
す
る
に、
時
も
定
ら
ず、
昼
夜
に
限
ら
ず
、
好
み
に
隨
ひ
食
す
。
食
物
の

有
る
時
は、
終
日
終
夜
食
し
、
食
物
無
き
時
は、
二、
三日
も
食
せ
ざ
る
事
あ
り
。
然
れど
も
敢
て
食
を
欲
せ
ず
。」

と
記
し
て
い
る
か
ら
、
古
い
時
代
は
や
は
り
朝
、
夕
の
二
回
の
食
事
だ
っ
た
ら
し
い
。

食
事
の
時
刻
は、
朝
食
は
山
狩
り
に
行
く
時
は
早
朝、
日
の
出
る
前、
午
前三
時
～
四
時
こ
ろ
だ
が、
普
通
は
八
時
こ
ろ
で、
朝
起
き

て
か
ら
ひ
と
仕
事
し
た
後
で
食
事
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
夕
食
は
日
暮
れ
た
こ
ろ
、
あ
ま
り
暗
く
な
ら
な
い
う
ち
、
夏
は
七
時
こ

ろ、
冬
は
五
時
こ
ろ
が
普
通
で
あ
っ
た
。

酒
は
本
州
渡
来
の
清
酒
の
ほ
か
に、
自
製
の
濁
酒
が
あ
っ
た
。
前
者
を
単
に
サ
ケ
と
い
う
の
に
対
し
て
後
者
を
ト
ノ
ト
と
い
っ
た
。
酒

の
原
料
と
し
て
は、
稗
、
粟
が
古
来
から
の
も
の
で
、
次
第
に
米
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
酒
の
醸
造
の
順
序
は
今
日
の
甘
酒
を
作

る
の
と
大
差
が
な
い
。
糀
は
和
人
と
の
交
易
に
よ
っ
て
得
た
が、
古
く
は
粟、
稗
な
ど
で
つ
く
っ
た
自
製
の
も
の
を
使
っ
た
。

こず
え

史
』)が、

こ
れ
は
飲
用
す
る
ば
か
り
で
な
く、
風
邪
薬
や
胃
腸
薬
と
し
て
も
利
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。

お
茶
は
無
か
っ
た
が、
な
ぎ
な
た
こ
う
じ
ゅ、
い
そ
つ
つ
じ
の
枝
葉
、
こ
ぶ
し
の
梢
の
皮
を
鍋
で
煎
じ
て
飲
用
し
た
と
い
う
(『千
歳
市

こ
の
ほ
か
に
春
の
雪
解
け
ご
ろ、
い
た
や、
か
ん
ば
、
く
る
み
の
木
に
傷
つ
け
て
採
取
し
た
樹
液
を
飲
ん
だ
り、
煮
つ
め
て
濃
い
汁
に

し
て
砂
糖
の
代
用
と
し
て
料
理
に
利
用
し
た
。

ま
た
嗜
好
品
と
し
て
煙
草
は
、
本
州
や
大
陸
よ
り
交
易
に
よ
っ
て
手
に
入
れ
た
が、
千
歳
で
は
石
楠
花
の
葉
を
乾
し
て
お
き
、
こ
れ
を

し
ゃ
く、
な
げ

煙
草
の
よ
う
に
し
て
吸
っ
た
と
いう
(『千
歳
市
史
』)。
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八
信

仰

宝
永
七
年
(一
七
一
〇)
の
『蝦
夷
談
筆
記
』
に
「神
祀
無
之
候。
神
の
事
を
カ
モヒ
と
申
候
て、
何
の
神
を
敬
候
や、
山、
海、
火

レ

に
向
て
敬
拝
申
候
。」と
あ
り、
ま
た
文
化
五
年
(一
八
〇
八)
の
『渡
島
筆
記
』
に
は

「カ
ム
キ
或
は
カ
モ
キ
と
は
我
国
に
て
神
祇
上
髪
の
類
又
痘
鬼
魑
魅
も
同
じ
く
某
の
か
み
と
い
ふ
か
こ
と
く
、
す
べ
て
鬼
神、
高
貴
の
人
、
崇
尊
す
へ
き
畏

懼
す
へ
き
物
み
な
し
か
い
ふ
。
山
に
往
て
木
を
伐ら
む
と
し
て
山
の
神
を
祭
伐
り
て
材
を
得
て
其
株
を
祭
。
将
に
猟
せ
ん
と
し
て
山
嶽
を
祭
り
、
漁
に
海
河

を
祭
(り
)、
新
に
網
を
結
(び)、

舟
を
造
り
て
祭
(る
)。
漁
猟
久
し
く
幸
な
け
れ
ば
祭
る
。」

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
の
信
仰
は
天
地
自
然
一
切
の
事
物
に
神
の
存
在
を
認
め
る
、
い
わ
ゆ
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
(精
霊
崇
拝)
の

立
場
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
彼
等
が
食
料
資
源
の
大
半
を
漁
狩
猟
と
野
生
植
物
に
依
存
し
続
け
て
き
た
と
い
う
生
活
基
盤
の
上
に
立
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
関
係
を
知
ら
な
い
限
り
、
彼
等
の
精
神
生
活
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

で
は
ア
イ
ヌ
の
信
仰
す
る
神
(カ
ム
イ
)
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
金
田
一京
助
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「も
っ
と
も
神
と
い
って
も
万
能
の
神
で
は
な
く
、ご
く
人
間
に
近
い、
欲
も
あ
り
、
見
え
も
あ
り、
お
だ
て
に
も
乗
り
、
だ
ま
し
も
き
く
、
ア
イ
ヌ
そ
の
ま

ま
の
正
直
な
、
子
供
ら
し
い、
罪
の
な
い
神
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
カ
ム
イ
と
い
う
言
葉
も
、
元
来
不
可
思
議
な
あ
る
力
に
対
す
る
驚
異
の
称
に
す
ぎ
な
い
。

彼
ら
の
子
供
の
よ
う
な
目
、
子
供
の
よ
う
な
心
に
は
、
森
羅
万
象
と
り
ど
り
に
不
可
思
議
な
ら
ざ
る
も
の
が
な
い
。
だ
か
ら
カ
ム
イ
の
称
が
あ
ら
ゆ
る
物
に

冠
ら
さ
れ
る
。
彼
ら
の
祈
詞
の
常
套
語
に
chinomi

kamui
inne

yakka.

に
彼
ら
の
礼
拝
す
る
神
は
無
数
で
あ
る
。」
(3)

(「
我
ら
の
お
が
む
神
は
、数
限
り
な
け
れ
ど
も
」)と

言
う
よ
う
に
、
ま
こ
と

と
言
い
、
さ
ら
に

「ア
イ
ヌ
の
世
界
で
は
棲
息
す
る
天
地、休

息
す
る
家、
使
用
す
る
器
具
、
一
に
神
で
あ
る
。
猟
に
出
て
は
山
の
林
へ
祈
り、
枝
川
の
水
神
に
祈
り、
沖
へ出
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て、
風
に
逢
っ
て
祈
り
、
雨
に
叩
か
れ
て
は
祈
り、
波
に
脅
か
さ
れ
て
は
祈
り
、猟
が
無
け
れ
ば
、有
る

様
に
祈
り、
有
れ
ば
有
っ
た
喜
び
を
告
げ
て
祈
り、
家
に
居
て
も
、
不
幸
に
祈
り、
喜
び
に
祈
り
、
変

災
に
祈
り
、
病
気
に
祈
り
、
イ
ナ
ウ
を
掻
け
ば
祈
り
、
酒
を
得
れ
ば
祈
る
。
イ
ナ
ウ
と
酒
と
は
神
様
の

一番
喜
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
と
い
ふ
。
か
う
し
て
ア
イ
ヌ
は
居
て
も
起
っ
て
も、
神
様
と
共
に
暮

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
ア
イ
ヌ
は
天
地、
山
海
、
森
野、
川
沼
い
た
る
と
こ
ろ
に
善
神
や

魔
神
が
さ
ま
よ
い
住
ん
で
い
る
と
考
え
て
い
た
。
だ
か
ら
善
神
に
は
こ
れ
を
祭
る
こ
と
に
よ

って
、
そ
の
神
の
歓
心
を
求
め
、
時
に
は
お
だ
て
さ
え
し
て
人
間
の
生
命
や
生
活
を
守
り
、

多
幸
を
招
来
す
る
よ
う
祈
願
す
る
。
魔
神
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
な
だ
め
す
か
し、
時
に
は

威
嚇
し
て
国
土
の
果
に
放
逐
し
て、
そ
の
災
厄
か
ら
免
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
イ
ヨ
マン
テ
(熊
祭
り)
と
い
わ
れ
る
儀
式
も
狩
猟
と
結
び
つ
い
た
信
仰
で
あ
る
が、
神

(カ
ム
イ)
の
子
で
あ
る
仔
熊
を
飼
っ
て
お
き
、
賓
客
と
し
て
部
落
を
見
聞
し
て
も
ら
っ
た
あ
と
、
人
び
と
が
山
狩
り
し
た
時
に
は
き
っ

と
猟
運
が
あ
る
よ
う
に
と、
お
土
産
を
持
た
せ
て
神
の
国
へ
送
り
返
し
て
や
る
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。

神
を
祭
る
と
こ
ろ
を
幣
場
と
い
う
。
幣
場
は
各
自
そ
れ
ぞ
れ
家
の
東
側
に
設
け
ら
れ
た
。
各
自
の
幣
場
に
設
け
ら
れ
る
祭
壇
の
形
式
は
地

方
に
よ
っ
て
若
干
の
相
違
が
あ
る
が
、
千
歳
地
方
で
は
向
っ
て
左
端
に
ヌ
サ
コ
ル
カ
ム
イ
(幣
場
の
神)、
右
端
に
ワ
ッ
カ
ウ
シ
カ
ム
イ

(水
の
神)
を
祭
る
と
い
う
。
鵡
川
の
チ
ン
コ
タン
で
は
、左
端
に
ヌ
サ
コ
ル
カ
ム
イ
(幣
場
の
神)次

にシ
ラ
ン
パ
カ
ム
イ
(大
地
の
神)、

次
に
ハ
シ
ナ
ウ
コ
ル
カ
ム
イ
(枝
幣
の
神
)、最

右
端
に
ワ
ッ
カ
ウ
シ
カ
ム
イ
(水
の
神)と

い
う
順
序
に
祭
っ
て
い
た
。
ま
た
屋
内
に
は
ア

ぺ
カ
ム
イ
(火
の
神)
が、
炉
の
中
央
の
燃
え
上
が
る
火
炎
の
下
に、
黄
金づ
く
り
の
家
を
建
て
て
住
ん
で
い
る
。
炎
と
熱
は
こ
の
神の イオマンテ(寛政11年・蝦夷島奇観)
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作
用
だ
と
信
じ
て
いる
。
カ
ム
イ
ノ
ミ
(神
祈
り)
を
す
る
に
は、
ま
ず
の
神
に
イ
ナ
ウ
(木
幣)
を
削
り、
酒
を
捧
げ
て
祈
詞
を
述
べ
、

火
の
神
を
通
じ
て
戸
外
の
幣
場
の
そ
れ
ぞ
れ
の
神
に
祈
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
部
落
で
共
同
の
祭
事
を
行
う
場
合
に
は、
特
定
の
場
所
に
幣
場
が
設
け
ら
れ
、部
落
の
長
老
に
よ
っ
て
カ
ム
イ
ノ
ミ
が
行
わ
れ
た
。

た
と
え
ば
鵡
川
河
口
の
ム
レト
イ
ェ
の丘
で
行
わ
れ
た
シ
シ
ャ
モ
漁
に
つ
い
て、『鵡

川
町
史
』
は
、

「ム
レト
イ
の
砂
丘
に
集
っ
た
人
は々
そ
こ
に
炉
を
作
っ
て
火
を
焚
き、炉

の
東
側
に
祭
壇
を
た
て
る
。
ム
レト
イ
の
狐
(チ
ロ
ン
ヌ
ップ
カ
ムイ
)、
沖
の
神

(ト
マ
リ
コ
ル
カ
ム
イ)、川

の
守
神(ペ

ッコ
ル
カ
ム
イ)、川

瀬
の
守
神(チ

ワ
シ
コ
ル
カ
ム
イ)、飲

水
の
神(ワ
ッ
カ
ウシ
カ
ム
イ)、

ハ
シ
ナ
ウ
カ
ム
イ(か

け

す
)
等
々
の
神
に々
イ
ナ
ウ
を
捧
げ
る
。こ
の
祭
に
招
か
れ
た
者
は、先

づ
炉
の
火
の
神
に
挨
拶
し
、そ

の
後
人
に々
挨
拶
す
る
。四
人
一
組
に
な
っ
て
人
は々
静
か
な
声
で
一
緒
に
各
神
々
に
祈
り
を
捧
げ

る
。
シ
シ
ャ
モ
漁
の
終
っ
た
あ
と
も
川
原
に
火
を
焚
い
て、
ペ
ッ
コ
ル
カ
ム
イ
の
祭
壇
(ヌ
サ
)
を

作
り
、
ヤ
ツ
タ
サ
シ
サ
ム
カ
ム
イ
ノ
ミ
(お
礼
の
シ
シ
ャ
モ
祭
)
を
す
る
。」

と
記
し
て
い
る
。

前
述
のよ
う
に
神
に
供
え
る
重
要
な
も
の
は
イ
ナ
ウ
(木
幣)が

あ
る
。
イ
ナ
ウ
は
シ
コ

ロ
、
ミ
ズ
キ、
ヤ
ナ
ギ
、
ド
ス
ナ
ラ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
を
材
料
と
し
て
作
る
。
イ
ナ
ウ
は
酒

と
共
に
神
の
最
も
喜
ぶ
も
の
と
さ
れ、
神
の
国
で
は
シ
コ
ロ
の
イ
ナ
ウ
は
コ
ン
カ
ニ
・
イ

コ
ロ
(黄
金
の
宝
物)、柳

の
イ
ナ
ウ
は
シ
ロ
カ
ニ
・
イ
コ
ロ
(白
銀
の
宝
物)
に
な
り
、

沢
山
持
つ
神
ほ
ど
神
の
国
で
は
偉
い
神
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
神
も
ま
す
ま
す
獲
物
の
姿

を
し
て
ア
イ
ヌ
の
部
落
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ア
イ
ヌ
は
山
狩
り
を
す
る
時
は
、キ
ム
ン
カ
ム
イ
(山
の
神
=
熊
)
に
、
鯨

第三編
ア
イ
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が
浜
に
寄
っ
た
時
は
フン
ペ
カ
ム
イ
(鯨
の
神)
や
レプ
ン
カ
ム
イ
(沖
の
神)
に、
樹
木
を
伐
る
時
は
シ
ラ
ン
パ
カ
ム
イ
(木
の
神)

に、
ま
た
家
を
新
築
し
た
時
は
チ
セ
コ
ル
カ
ム
イ
(家
の
神)
に
と
カ
ム
イ
ノ
ミ
を
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
で
神
と
の
か
か
わ
り
合

い
の
な
い
も
の
は
な
い。
特
に
狩
猟
と
か
か
わ
る
祭
事
に
イ
ヨ
マン
テ
(熊
祭
り)
と
呼
ば
れ
る
祭
儀
の
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り

で
あ
る
。
し
か
し
イ
ヨ
マ
ン
テ
と
は
本
来
は
i-oman-te

そ
れ
を
・
送
ら
し
め
る
と
いう
意
味
で
、
熊
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

鵡
川
流
域
で
イ
オ
マン
テ
を
す
る
も
の
に
は、
熊
(キ
ム
ン
カ
ム
イ)
を
は
じ
め、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
(コ
タ
ン
コ
ル
カ
ム
イ)、鷲

(カバ
チ
リ
カ
ム
イ)、黒

狐
(
クン
ネ
チ
ロン
ヌ
ッ
プ
カ
ム
イ
)、
狸
(モ
ユ
ク
カ
ム
イ
)
の
ほ
か
カ
ジ
キ
マ
グ
ロ
な
ど
が
あ
り
(『鵡
川
町
史
』)、

千
歳
地
方
で
は
熊
、
シ
マフ
ク
ロ
ウ
、
鷲
、
狐
、
貉、
犬
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
特
に
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
大
事
な
神
と
さ
れ、
丁
重
に
送
ら

れ
た
(『千
歳
市
史
』)。

以
上
の
神
の
ほ
か、
ア
イ
ヌ
に
は
パ
セ
オ
ン
カ
ミ
(重
い
礼
拝)
と
呼
ん
で、
家
系
ご
と
に
祭
る
秘
神
と
も
い
う
べ
き
神
に
カ
ム
イ
ノ

ミ
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
『千
歳
市
史』
に
「
第
五
発
電
所
の
下
の
ヌ
ポ
リ
ポ
ク
と
い
う
山
の
崖、
ま
た
は
モ
ペ
ツと
千
歳
川
の
中
峯
の
砦 ちゃし

跡、
築
を
か
け
る
ポ
ロ
プ
イ
ラ
の
滝、
ま
た
は
日
高
貫
気
別
の
奥
の
大
山
は、
あ
る
人
の
先
祖
が
こ
こ
か
ら
出
た
熊
で
あ
る
と
し
て
、
こ

ほろ
しい

ぼろ
し

の
山
に
酒
を
あ
げ
る
人
も
あ
る
。」と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
高
貫
気
別
の
奥
の
大
山
の
神
に
パ
セ
オ
ン
カ
ミ
す
る
家
系
の
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
に
つ
いて
名
取
武
光
に
よ
れ
ば
、
千
歳
川
筋
の
ウ
サ
ク
マ
イ
コ
タン
で
は
、
パ
セ
オ
ン
カ
ミ
と
し
て
日
高
と
十
勝
の
国
境

に
あ
る
幌
尻
岳
の
ポ
ロシ
リ
カ
ム
イ
に
対
し
て
礼
拝
し
、
ラ
ン
コ
シ
で
は
パ
セ
オ
ン
カ
ミ
と
し
て
、
パ
コ
ロ
カ
ム
イ
す
な
わ
ち
疱
瘡
神
を

礼
拝
し
て
い
る
。
ま
た
カ
マ
カ
コ
タン
の
旧
家
系
に
属
す
る
人
は
パ
セ
オ
ン
カ
ミ
と
し
て、
日
高
の
平
取
川
の
川
上
に
あ
る
ウ
ラシ
ヌ
プ

(5)
リ
を
礼
拝
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
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婚
九
結

昔
の
アイ
ヌ
社
会
で
は、
本
人
同
志
の
意
志
に
よ
っ
て
結
婚
す
る
場
合
も
あ
った
が、
親
同
志
の
約
束
で
決
めら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
よ
う
だ
。
沙
流
ア
イ
ヌ
の
ユ
ー
カ
ラ
(英
雄
詞
曲)

の
中
に

「ソ
モ
カ

タ
プ
ネ

ホ
ク
サ
ク
ス
ク
プ

エ
ネ
ル
ウ
ェ
カ

い
る
よ
う
な
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

シ
ヌ
タ
プ
カ
の

神
の
よ
う
な
お
方
の

む
つ
き
の

は
し
そ
ば
に

貴
女
を
育
て
ま
し
た
。

(『アイ
ヌ
の
叙
事
詩
』)

と
いう
一
節
が
あ
る
。
こ
れ
は
兄
が
妹
の
余
市
媛
を
諭
し
た
言
葉
で
あ
る
が、
生
ま
れ
お
ち
て
から
双
方
の
親
た
ち
の
間
に
将
来
結
婚
さ

せ
る
約
束
を
し
て
育
て
て
き
た
と
い
う
事
で
、
こ
れ
が
ア
イ
ヌ
の
古
俗
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
年
ご
ろ
に
な
っ
て
か
ら
許
嫁
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
愛
を
表
す
た
め
に
男
か
ら
女
に
は
女
子
用
の
鞘、
糸
巻
き
、
糸
入
れ、
機
織
り
具
の
箴
、
首
飾
り
、
耳
輪
の
片
一
方

お
さ

を
、
女
から
男
へ
は
コ
ン
チ
(冠
物
)、
マ
タン
ブシ

(三
角
頭
布)、
脚
絆、
手
甲、
刺
し
ゅ
う
衣、
ア
ッシ
な
ど
の
贈
物
を
し
た
。
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村
尾
元
長
の
『あ
い
ぬ
風
俗
略
志
』
に
よ
れ
ば

「ア
イ
ヌ
妻
を
娶
る
と
き
は、里

方
へ宝
物
即
ち
太
刀
・
鍔
・
行
器
・
酒
器
等
を
贈
物
と
し
て
遣
す
を
例
と
す
。
里
方
に
て
其
贈
物
に
不
足
を
感
ず
る
時
は、

増
加
を
談
判
す
る
こ
と
も
あ
り
、
宝
物
を
所
持
せ
ざ
る
貧
乏
人
は
一生
涯
妻
を
娶
る
こ
と
能
は
ず
、
恰
も
品
物
と
女
と
交
易
す
る
に
似
た
り
、
而
し
て、
此

宝
物
は
嫁
が
不
縁
に
て
離
別
に
な
る
と
、
里
方
よ
り
返
付
す
る
を
例
と
す
。」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
仲
人
の
媒
酌
に
よ
る
結
婚
の
形
式
で
あ
る
。
嫁
入
り
は
娘
一
人
で
旅
行
袋
(ケ
ド
シ)
に
衣
類
そ
の
他
を
入
れ
て
背

負
っ
て
出
か
け
る
こ
と
も
あ
り、
近
親
者
や
仲
人
に
連
れら
れ
て
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
嫁
入
り
婚
と
いう
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
語
り
物
や
昔
語
の
類
に
は、
求
婚
の
手
段
と
し
て
男
子
が
娘
の
家
を
訪
問
す
る
。
娘
は
と
り
あ
え
ず
御
飯
を
炊
き、
高

盛
り
に
し
て
男
子
に
差
出
す
と
、
男
子
は
箸
で
か
き
崩
し
て
半
分
ぐ
ら
い
食
べ、
そ
の
残
り
半
分
を
娘
に
与
え
る
。娘が

う
や
う
や
し
く
受
け

取
っ
て
食
べ
る
と
、
求
婚
を
受
け
入
れ
る
意
志
表
示
に
な
る
。
こ
れ
を
ウ
ェ
チ
ゥ
・
イ
ペ
(固
め
の
食
事)
と
い
う
。
こ
れ
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
青
年
は
た
び
た
び
訪
れ、
時
に
は
狩
猟
に
出
て
鹿
や
熊
を
獲
っ
て
娘
の
と
こ
ろ
へ
提
供
し
た
末
、
や
が
て
娘
を
つ
れ
て
結
婚
生

活
に
は
い
る
。
『あ
い
ぬ
風
俗
略
志』
に

「結
婚
の
法
は
男
子
よ
り
婦人
の
家
に
二
、
三月
乃
至
二
、
三年
も
同
居
し
て
仕
事
の
手
伝
を
為
し、其

上
に
て
婚
儀
を
申
込
な
り。
彼
承
知す
れ
ば
宜
し
、

不
承
知
な
れ
ば
縁
談
整
は
ず
し
て
其
家
を
去
る
故
に、
中
に
は
何
年
間
手
伝
労
働
せし
に
依
り
、
其
報
酬
を
得
ん
と
て
、
苦
情
の
起
る
事
な
ど
あ
り
。
結
婚

す
れ
ば
、
直
に
家
を
建
て、
別
居
し
、
親
子
二
夫
婦
同
居
す
る
こ
と
な
し
。」

と
いう
よ
う
に
、
こ
れ
は
婿
入
婚
と
い
え
る
し
、
ま
た
労
働
婚
と
も
み
ら
れ
る
が、
こ
の
形
式
は
最
も
原
初
的
結
婚
形
式
と
も
考
え
ら
れ

て
い
る
。

(6)

ま
た
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て
ア
イ
ヌ
の
通
婚
圏
の
問
題
が
あ
る
。
宝
永
七
年
(一
七
一
〇)
の
『蝦
夷
談
筆
記
』
は

「蝦
夷
人
は
父
子
兄
弟
も
相
嫁
候。
兎
角
一
類
の
内
に
て
縁
組
仕、
他
人
不
’
交
様
に
仕
候。」
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と
記
し
、
父
子
姉
妹
の
相
婚
時
代
が
あ
っ
た
か
の
ご
と
く
伝
え
て
い
る
が、
は
な
は
だ
し
い
誤
伝
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
に
は
結
婚
に
あ
た
っ

タ
ブ
ー

て
は
厳
し
い
禁
忌
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
沙
流
ア
イ
ヌ
で
は、
生
母
と
同
じ
ウ
プ
ソ
ル
ン
ク
ツ
(貞
操
帯)
の
女
と
は
結
婚
で
き
な
いこ

と
、
父
が
兄
弟
で
あ
る
「
い
と
こ
同
志
」
は
結
婚
で
き
る
が、
母
が
姉
妹
で
あ
る
「い
と
こ
同
志
」
の
結
婚
は、
ウ
プ
ソ
ル
の
関
係
か
ら

(2)
禁
止
さ
れ
た
。
も
し
こ
の
禁
を
犯
し
て
結
婚
す
る
と
、
セ
タ
プ
リ
(大
た
わ
け)
と
の
のし
り
村
を
追
放
し
た
り
、
川
尻
の
つ
ま
っ
た
川

(00)
口
(オ
プ
ツ
サ
ッ
ク
・
ナ
イ)

の
よ
う
な
所
に
住
ま
せ
て、
子
供
を
生
ま
せ
な
い
よ
う
に
と
い
う
呪
い
を
課
せ
ら
れ
た
。

of

実 父 娘 ×

息

子 実 母

×

息

子 義 中 X

実 兄 弟|実 姉 妹 ×

甥 父 方 の 叔 母
母 方の叔母

○
× ×

父 方 の 叔 父
母 方 の 叔 父

姪
姪

O

×

○は結婚可
×は結婚禁

久保寺逸彦 「生死・冠婚・習俗行事」
『アイヌ民族誌』による

第
三
編

ア
イ
ヌ
時
代

一〇
出
産
・
成
人

ア
イ
ヌ
は
安
産
の
た
め
に、
種
の々
呪
術
を
行
った。

千
歳
や
鵡
川
で
は、
熊
の
小
腸
を
産
婦
の
腹
に
巻
い
た
り、
持
っ
た
り
す
る
呪

術
が
あ
っ
た
。
こ
の
理
由
は
、
熊
は
出
産
の
時
に
軽
い
も
の
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(『鵡
川
町
史
』、『千

歳
市
史
』)。
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出
産
時
に
は
産
婦
は
梁
か
ら
負
縄
(タ
ラ
)
を
吊
下
げ、
そ
れ
を
力
綱
と
し
て
す
が
っ
て
分
娩
す
る
。
ア
イ
ヌ
は
職
業
と
し
て
の
助
産

婦
は
い
な
か
っ
た
から
、
経
験
の
あ
る
女
二
、
三人
が
介
抱
す
る
が、
こ
の
時
カ
ム
イ
ノ
ミ
(祈
願)
す
る
古
老
を
除
い
て
は
、
産
の
場

所
に
止
ま
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。

古
老
は
用
意
さ
れ
た
イ
ナ
ウ
と
酒
を
供
え
て
安
産
を
祈
る
。
祈
る
神
々
は
ア
ペ
フチ

(火
の
姥
神)、
ウ
ワ
レ
カ
ム
イ
(産
神)、
アパ
マ

カ
マ
ツ
(戸
口
の
神)
で、
難
産
の
時
は
、
さ
ら
に
ミ
ン
タ
ル
コ
ル
カ
ム
イ
(庭
の
神)、ア

シ
ケ
タ
ン
ネ
マ
ツ
(指
長
姫)
に
祈
願
し
、

あ
る
い
は
立
臼
を
土
間
に
転
が
し
、
妊
婦
に
空
臼
を
搗
か
せ
る
な
ど
の
呪
術
的
儀
礼
を
行
う
。

出
産
が
済
め
ば、
ま
た
神
々
に
報
告
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
る
。

命
名
は
生
ま
れ
て
何
日
目
に
す
る
と
い
う
き
ま
り
は
な
い
。
魔
神
の
目
を
逃
れ
て
無
事
な

成
長
を
祈
る
た
め、
わ
ざ
わ
ざ
悪
名
や
汚
れ
た
名
を
つ
け
た
り、
そ
の
赤
児
の
特
徴、
行
動

と
か
周
囲
の
印
象
的
出
来
事
か
ら
選
ん
で
命
名
し
た
よ
う
で
あ
る
。『千
歳
市
史
』
に
よ
れ
ば

「子
供
は
成
る
べ
く
き
た
な
い
名
で
呼
び
、テ
イ
ネ
・
シ
(ぬ
れ
た
う
ん
こ
の
意
で、
ま
だ
坐
れ
な
い
子

供
の
呼
び
名)
と
か、
シ
ョン
タ
ク
(う
ん
こ
の
か
た
ま
り
の
意
で、
坐
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
子
供
の

呼
び
名
)
など
と
いう
。
そ
れ
は
き
た
な
い
名
で
呼
ぶ
と、
病
気
が
き
た
な
が
っ
て
子
供
に
手
を
ふ
れ

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。」

と
い
う
。

成
人
、
今
で
い
う
成
人
式
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
一五
才
こ
ろ
に
な
る
と
男
女

と
も
一
人
前
に
な
っ
て
頭
を
人
並
み
に
す
る
。
衣
服
も
大
人
の
服
と
な
り
、
男
子
は
褌
(テ

い
れ
ず
み

パ)
を、
女
子
は
肌
着
(
モ
ウ
ル)
を
着
け
る
。
ま
た
女
子
は
入
墨
を
す
る
。
こ
の
地
方
で

346



は
、
一三
才
位
から
始
め
一
五、
六
才
こ
ろ
に
完
成
す
る
と
いう
。
さ
ら
に
女
子
は
こ
のこ
ろ
に
な
る
と
、
ラ
ウン
ク
ツ、
ま
た
は
ウプ

シ
ョ
ロと
い
う
下
紐(貞

操
帯
と
も
い
う
)を
体
に
巻
き
つ
け
る
。
こ
れ
は
母
親
か
ら
巻
い
て
も
ら
う
も
の
で
時
期
は
一定
し
て
い
な
い
。

男
子
も
一人
前
と
し
て
扱
わ
れ
る
か
ら
、
祖
父
や
父
か
ら
自
分
の
家
のパ
セ
オ
ン
カ
ミ
(重
い
礼
拝
)
の
祭
神
名、
祀
り
の
由
来、
祭

ま
っ

紀
の
仕
方
、
さ
ら
に
祖
印
(
エ
カ
シ
シ
ロシ
、
イ
ト
ク
パ
)
に
関
す
る
こ
と
や、
家
系
の
こ
と
な
ど
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
一
葬

儀

ア
イ
ヌ
の
観
念
に
よ
れ
ば
病
気
な
い
し
死
を
生
ず
る
こ
と
は、
悪
神
や
魔
神
が
善
神
た
ち
の
放
心
油
断
し
て
い
る
際
を
狙
っ
て
や
る
悪

戯
に
よ
る
も
の
と
いう
。
だ
か
ら
葬
式
は
丁
重
な
儀
式
を
も
っ
て、
で
き
る
だ
け
死
霊
の
怒
り
を
和ら
げ、
な
だ
め、
あ
る
い
は
す
か
し

て
他
界
へ
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
死
霊
は
肉
体
を
離
れ
て
他
界
に
行
き、
先
祖
た
ち
の
許
に
到
着
す
れ
ば
再び
形
骸
を
得
て、
こ
の

世
そ
の
ま
ま
の
生
活
を
送
る
と
信
じ
て
い
る
。
元
文
四
年
(
一七
三
九
)
の
『北
海
随
筆
』
は
、
ア
イ
ヌ
の
死
者
に
対
す
る
習
俗
を

「医
薬
な
き
故、
病
を
怖
れ
死
を
忌
事
甚
し
。
病
者
あ
れ
ば
父
子
兄
弟
と
いへ
ど
も
捨
置
て
山
中
へ
の
が
れ、
死
し
て
後
帰
る
。
死
者
の
取
置
は、
新
敷
ア

ツ
シ
を
着
せ、
新
敷
む
し
ろ
に
包
み
山
中
え
送
り
、
秘
蔵
せ
し
物
ど
も
不
残
と
も
に
埋
て、
家
は
焼
捨
て
、
改
め
作
り
て
居
せ
り
。
壮
年
な
れ
ど
も
死
の
用

意
は
予
じ
め
心
懸
置
と
な
り
。
死
者
の
妻
は
か
ぶ
り
物
を
し
て
面
を
あ
ら
は
さ
、
る
事
凡
数
年
、
又
再
び
嫁
せ
ず
。」

と
記
し
て
い
る
。

死
者
が
あ
っ
た
時
の
葬
儀
は、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
取
り
お
こ
な
わ
れ
る
。
ま
ず
屍
体
は
拭
い
浄
め
て
死
装
束
を
着
せ
る
。
着
物、帯、

手
甲、
脚
絆、
足
袋
な
ど
で、
着
物
を
男
は
左
前、
女
は
右
前
と
す
る
。

終
え
る
と
刺
し
ゅ
う
衣
を
屍
体
の
上
に
か
け
る
。
供
物
を
枕上
に
供
え
終
る
と
、
家
族、
近
親、
近
隣
の
人
た
ち
が
屍
体
の
ま
わ
り
に
坐

り
、
死
者
に
対
し
て
ラ
イ
チシ
カ
ラ
(哭
泣
の
礼)
を
行
い、
人
は々
ウル
イ
ル
エ
(互
に
抱
き合
い、
撫
で
摩
り
合
う
挨
拶)
と
い
う

第
三
編

ア
イ
ヌ
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葬送後の家を焼く図
(寛政11年・蝦夷島奇観)

儀
礼
を
行
う
。

凶
報
通
知、
墓
標
作
り
、
墓
拡
堀
り
は
コ
タン
で

分
担
し
て
行
い、
死
者
と
の
訣
別
の
会
食
を
す
る
。

こ
れ
は
そ
の
霊
を
慰
め、
不
満
や
怒
り
を
な
だ
め
、

生
者
に
敵
意
を
抱
か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
ら
し
い
。

死
者
包
装
の
時
刻
が
近
づ
く
と
、
死
者
に
対
し
て

の告
別
の
辞
(イ
ヨ
イ
タ
ク
コ
テ
)
を
告
げ
る
。
こ

の
任
に
は、
儀
礼
に
通
じ
た
堪
能
な
長
老
が
当
る
。

ま
ず
火
の
神
に、
死
者
を
送
る
こ
と
の
万
事
を
頼
み

つ
ぎ
に
死
者
に
対
し
「あ
な
た
の
手
に
し
た
墓
標
の

照
ら
す
白
と々
明
る
い
道
を、
脇
き
目
も
振
ら
ず
先
祖
の
方
々
の
い
る
神
の
国
へ
お
出
で
下
さ
い」
と
い
う
内
容
の
引
導
を
わ
た
す
の
で

あ
る
。

こ
れ
が
す
む
と
屍
体
の
包
装
(ラ
イ
ク
ル
・
オ
ッシ
ナ)
に
か
か
る
。
包
装
は
キ
ナ
(ご
ざ
)
で
包
み、
い
ぬ
え
ん
じ
ゅ
で
作
っ
た
留

針
(シ
ン
ニ
ヌッ
プ)
で、
ご
ざ
の
合
わ
せ
目
を
頭
の
方
か
ら
足
の
方
へ一
本
づ
つ
の
合
計
一〇
本
で
封
じ
込
め
る
。
包
装
し
終
っ
た
屍

の
上
に
、
さ
ら
に
パ
ラ
ム
リ
リ
と
よ
ぶ
綱
を
頭
の
串
から
か
け
て
屍
体
の
包
み
を
つ
く
る
(『千
歳
市
史
』)。

屍
体
の
搬
出
は
足
を
前
に
し
て
常
の
出
入
口
よ
り
せ
ず
側
壁
を
破
っ
て
出
し
、
出
し
た
ら
そ
の
穴
を
す
ぐ
修
理
し
て
お
く
。
そ
の
出
し

口
を
ウ
エ
ン
・
パ
(悪
い
戸
)
と
いう
。
搬
出
に
は
か
き
棒
(
オ
タ
ニ
・
チ
クニ
)
に
通
し
、
近
親
の
男
子
が二
人
づ
つ交
替
で
墓
地
へ

運
ぶ
。
墓
標
は
死
者
の
案
内
人
で
あ
る
か
ら
、
葬
列
の
先
頭
に
立
ち
、
土
中
に
打
込
む
尖
った
方
を
先
にし
て
担
ぐ
。
沙
流
で
は
こ
れ
に
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イ
ーク
ル
マ
ッス

ライクルラツェ 〔蝦夷古代風俗〕

続
い
て
手
向
け
水
を
運
ぶ
女、
ご
ざ
が
ま
す
を
背
負
う
人
(副
葬
品
)、包
装
屍
体
を
担

ぐ
人、
以
下
遺
族、
親
戚、
村
人
そ
の
他
と
続
く
。

墓
地
(ド
シ
リ
)
は、
部
落
の
西
南
か
西
に
位
置
す
る
の
が
古
く
か
ら
の
習
慣
で、

屍
を
遺
棄
す
る
(オ
スラ
)
所
で
あ
る
。
墓
拡
は
死
者
の
身
長
を
測
っ
て
お
いて
大
き

さ
を
決
め
る
。『あ

い
ぬ
風
俗
略
志
』
に

「穴
は
深
さ
一・
二
米、
縦
一
・五
米
(死
体に
由
り
長
短
あ
り)、

横
九
十
糎
(地方
に
よ
り

同
じ
か
ら
ず
)、北
首、
東
首
等
地方
に
依
り
同
一
な
ら
ず
。」

と
あ
る
。
墓
拡
を
掘
っ
た
あ
と
は

「墓
穴
の
底
な
ど
に
つ
い
た
人
間
の
足
あ
と
は
、
に
わ
と
こ
の
枝
で
掃
い
て
消
し
、
底
に
割
板
を

置
き、
そ
の
上
に
屍
体
の
頭
を
東
に
向
け
て
置
き
、
か
つ
い
で
行
っ
た
棒
を
縦
に
置
い
て、
そ
れ

に
両
方
か
ら
割
板
を
た
て
か
け
て
屋
根
の
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
に
土
を
か
け
る
。」(『千

歳
市
史
』)

と
いう
。
埋
葬
の
際
に
は
持
っ
て
い
った
副
葬
品
を
傷
つ
け
た
り
破
っ
た
り
し
て
墓
拡

の中
に
投
げ
入
れ
る
。
副
葬
品
を
破
壊
す
る
の
は、
死
者
の
生
前
使
用
し
た
物
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て、
そ
の
物
の
霊
は
形
体
か

ら
遊
離
す
る
こ
と
が
で
き
て
他
界
に
行
き、元

の
物
体
に
再
生
し
て
死
者
に
使
わ
れ
る
と
いう
ア
イ
ヌ
の
観
念
に
よ
る
の
だ
と
い
う
。

(9)

屍
体
に
土
を
か
け
た
あ
と
は、
頭
の
方
に
墓
標
を
立
て
、
土
を
椀
(イ
タン
キ)
に
高
盛
り
にし
、
墓
標
の
正
面
に
置
き
、
空
に
な
っ

た
小
行
器
(シ
ン
ト
コ)
を
墓
標
の
上
か
ら
打
貫
い
て
墓
標
に
通
し
た
ま
ま
残
し
て
おく
。

埋
葬
が
終
っ
た
盛
土
の上
は
、
参
列
者
の
手
印
が
残
ら
な
い
よ
う
に
、
に
わ
と
こ
や
い
ぬ
え
ん
じ
ゅ
の
枝
で
掃
き
浄
め、
後
を
見
な
い

で
ま
っ
す
ぐ
に
家
に
帰
る
。
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葬
式
が
済
ん
で
から
行
わ
れ
る
儀
礼
と
し
て、
家
焼
(チ
セ
・
ウフ
イ
カ)
と
いう
こ
と
が
あ
っ
た。
『東
游
記
』
に、「人

死
す
れ
ば

其
家
を
も
調
度
を
も
み
な
焼
す
て
、
あ
ら
た
に
作
り
て
す
む
と
い
ふ
。」
と
あ
る
。
こ
れ
は
昔、
主
人
や
主
婦
や
老
婆
が
死
ん
だ
場
合
に

行
っ
て
い
た
こ
と
が
多
いと
い
う
。
こ
の
理
由
は
、
死
霊
が
立
ち
帰
っ
て
崇
り
や
禍
い
を
す
る
の
を
免
れ
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

二、
三
才
ま
で
の
子
供
が
死
ん
だ
時
は、
墓
地
に
葬
ら
ず
に
、
家
の
中
の
片
隅
か、
便
所
の
わ
き
に
埋
め
る
の
が
普
通
で
あ
った
。
変

死
人
の
場
合
は
、
魔
神
の
な
す
こ
と
に
原
因
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
か
ら
、
屍
体
を
屋
内
に
入
れ
る
こ
と
を
し
な
い
で、
悪
魔
を
威
嚇

し
、
守
護
の
神
の々
注
意
を
呼
び
起
す
よ
う
に
と
、
踏
舞
行
動
(ロ
ルン
ベ
・
ま
た
は
ウ
ケ
ウ
ェ
フ
ム
ス)
と
い
う
呪
術
的
な
儀
礼
を
行

う
。死
者
を
墓
地
に
埋
葬
し
て
か
ら
は
、
死
霊
の
崇
り
を
恐
れ
て
か、
墓
地
に
近
づ
か
ず
、
し
た
が
っ
て
墓
参
り
な
ど
は
し
な
か
っ
た
。
し

か
し
ア
イ
ヌ
は
酒
を
つ
く
っ
た
時
に
は
祖
霊
祀
り
(シ
ヌ
ラ
ッ
パ
)
を
行
う
。『千
歳
市
史
』
に
よ
れ
ば

も
っ
て
い
っ
て
納
め
る
。」

「家
の
外
の
側
窓
の
わ
き
に、
祖
父
や
祖
母
(古
い
祖
先
に
は
や
ら
な
い)、

親
し
い
死
者
の
数
だ
け
チ
ホ
ロ
カ
ケプ
と
い
う
木
幣
を
立
て
、
男
に
は
酒
と

水
気
な
い
酒
粕
(ペ
ッ
ク
ルシ
ラ
リ
)、
女
に
は
酒
と
水
気
な
い
酒
粕
(サ
ツ
シ
ラ
リ
)
を
木
幣
の上
に
あ
げ
、
終
る
と
チ
ホ
ロ
カ
ケプ
は
片
付
け
て
薮
に

と
記
し
て
い
る
。

一
二
巫
術
と
呪
術

タ
ブ
ー

神
に
祈
詞
を
捧
げ
る
こ
と
は
男
の
専
門
で
、
女
は
直
接
神
へ
物
を
言
う
こ
と
は
禁
忌
と
さ
れ
て
い
た
が、
神
が
か
り
で
神
意
を
述べ
る

こ
と
は、
多
く
婦
女
子
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
婦
女
子
を
ド
ス
ク
ル
(巫
女
)
と
い
い、
有
事
の
時、
そ
の
兄
ま
た
は
夫、
あ
る
い
は

父
に
よ
っ
て
直
接
に
神
へ
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
そ
の
女
が
神
が
か
り
の
状
態
に
入
っ
て、
口
か
ら
神
意
を
託
宣
す
る
と

い
う
。
天
明
四
年
(一
七
八
四
)
の
『東
遊
記
』
に
「婦
女
に
巫
の
様
な
る
者
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
術
を
な
す
と
い
ふ
。」
と
あ
り
、
ま
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た
文
化
五
年
(一
八〇
八
)
の
『渡
島
筆
記
』
に
「
トシ
ウ
と
い
ふ
は
ト
占
に
て
何
やら
む
法
を
修
す
る
ま
ね
し
て
忽
人
を
し
ら
ざ
る
ご

と
く
、
狂
せる
がご
と
く
に
し
て
事
を
い
ふ。和

俗
に
く
ち
よ
せ
な
と
いへ
る
も
の
、
類
に
似
た
り。
い
ふ
所
果
し
て
験
あ
る
こ
と
あ
り。」

と
記
し
て
い
る
。
『千
歳
市
史
』
に
よ
れ
ば

「巫
術
を
す
る
人
は
首
や
手
首
を、
削
り
か
け
と
赤
い
布
を
よ
り
合
わ
せ
(白
い
布
と
赤
い
布
で
も
よ
い
)
て
玉
を
通
し
た
も
の
で
し
ば
る
。
こ
れ
は
憑
神

に
対
し
て
の
お
礼
の
意
味
が
あ
り
、
こ
れ
を
つ
け
な
い
と
疲
れ
た
り、
あ
と
身
体
が
い
た
ん
で
憑
神
が
き
か
な
く
な
る
と
い
う
。
蛇
が
憑
神
の
と
き
に
は

胡
桃
の
木
で
削
り
か
け
を
つく
る
と
い
う
。
こ
れ
を
つ
け
る
と
顔
が
紅
潮
し
て
巫
術
歌
が
ご
託
宣
を
は
じ
め
る
。」

と
述
べ
て
い
る
。
ド
ス
(巫
術
)
は
、
そ
の
婦
女
子
に
憑
神
が
の
り
う
つ
っ
て
託
宣
さ
せ
る
も
の
で
、
憑
神
は
熊
・
狼
・
狐
・
蛇
な
ど
の

動
物
神
で
あ
っ
て、
ま
た
そ
れ
は
ド
ス
ク
ル
(巫
女
)
の
守
護
神
と
も
な
っ
て
い
る
。
巫
術
は
ユー
カ
ラ
(英
雄
詞
曲)
な
ど
の
謡
物
に

も
現
れ
る
が、
こ
れ
は
北
方
諸
民
族
に
見
ら
れ
る
シ
ャ
ー
マ
ニズ
ム
と
深
い
関
連
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

呪
術
は
天
地
の自
然
現
象
の
中
で、
生
活
を
お
び
や
か
し
た
り
、
危
害
が
加
わ
る
と
いう
場
合
に
そ
れ
を
鎮
め
た
り
、
防
止
す
る
た
め

に
行
う
一
種
の
ま
じ
な
い
で
あ
る
。
『渡
島
筆
記
』
に
「日
月
の
食
に
は
戸
々
皆
出
て、天

を
仰
ぎ
呼
ふ
て、
エ
ラ
キ
ナ
ー
、
ホ
ー
キ
ヤ、

(蝕
)

ホ
ー
キ
と
い
ひ、
ケ
マ
コ
ルシ
ン
ド
コ
の
パ
ル
ぺ
、
或
は
オ
ッテ
キ
を
う
ち
敲
き
、
明
に
復
し
て
喜
悦
し
て
や
む
。」
と
あ
る
の
は
、
日

蝕
の
時
の
呪
術
の
様
子
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
地
方
に
行
わ
れ
た
呪
術
に
は、
最
も
一
般
的
に
見
ら
れ
る
雨
止
め、
雨
乞
い
を
は
じ
め、
風
呼
び、
風
鎮
め、
雷
除
け、
時
化
呼

び
な
ど
天
気
に
関
す
る
も
の、
日
蝕、月

蝕、
津
波
除
け、
地
震、
噴
火
の
際
な
ど
に
関
す
る
も
の
、
火
災
を
鎮
め
た
り、
悪
い
熊
を
追

う
な
ど
の
も
の
が
あ
っ
た
。
つぎ
に
そ
の
二
、
三を
挙
げ
て
み
る
。

雨
止
め
の
ま
じ
な
い
。

「
鵡
川
地
方
で
は
長
雨
の
時
は、
ドブ
ロ
ク
酒
を
濾
す
時
に
用
い
る
を
持
ち
出
し
、
屋
外
に二
米
ほ
ど
の
四
本
の
棒
の
中
間
を
縛
っ
て
四
又
に
開
い
て
据
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え
、
そ
の
上
に
笊
を
雨
を
受
け
る
よ
う
に
上
向
き
に
置
き、
笊
の
縁
に
は
イ
ナ

ウ
キ
ケ
を
つ
け
る
。酒
造
り
の
笊
は
神
聖
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
雨
の
神
(ル
ヤン
ベ
カ
ム
イ
)
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の

祈
り
言
葉
は、

い
ま
火
の
神
に
頼
ん
で
こ
の
笊
を
持
っ
て
来
た
か
ら
、
雨
の
神

は
こ
の
笊
に
一
杯
に
な
る
よ
う
に
雨
を
ふ
ら
す
が
よ
い
。
と
う
て
い
お
前
の
力

で
は
こ
れ
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
降
参
す
る
が
よ

い
と
い
う
意
味
を
述
べ、
こ
こ
の
笊
を
雨
が
晴
れ
る
ま
で
屋
外
に
放
置
す
る
。」

(久
保
寺
逸
彦
『呪
術
・
巫
術
』
昭
和
四
十
四
年
「ア
イ
ヌ
民
族
誌
」)

津
波
除
け
の
ま
じ
な
い

「鵡
川
地
方
で
は
津
波
が
襲
来
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
予
測
は、
誰
か
の
夢
枕
に
立
っ
た
り
自
然
界
に
何
か
異
常
な
こ
と
が
お
こ
る
と
さ
れ
、
古
老
が

こ
れ
を
判
断
し
て
コ
タ
ン
が
動
揺
し
、
津
波
除
け
の
ま
じ
な
い
を
す
る
。
こ
の
時
の
祈
り
は
、
海
の
大
波
に
頼
ん
で
津
波
が
コ
タ
ン
ま
で
押
し
寄
せ
な
い
よ

う
に
願
う
の
で
あ
る
。
こ
の
ま
じ
な
い
は
コ
タン
の
者
が
波
打
ち
ぎ
わ
に
集
ま
っ
て
行
わ
れ
る
。
各
戸
か
ら
破
損
し
て
不
用
に
な
った
家
財
道
具
と
、
搗
い

て
な
い
ひ
え
を
唐
箕
(ム
イ
)
の
中
に
入
れ
て
浜
辺
に
持
参
し
、
古
老
の
指
揮
で
浜
の
波
打
ち
ぎ
わ
に
海
岸
線
に
平
行
し
て、
砂
で
高
さ
〇
・
五
米
、
長
さ

約二
〇
米
の
波
型
の
畦
を
六
本
作
り
、畦
と
畦
の
間
に
古
道
具
と
ひ
え
を
ばら
ば
ら
に
置
く、
六
本
作
る
意
味
は、
ア
イ
ヌ
に
は
六
と
い
う
数
字
は
多
い
と

い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
作
業
が
完
成
し
た
ら
、
コ
タン
の
方
か
ら
男
は
エ
ムシ
を
持
ち
、
婦
女
は
枯
よ
も
ぎ
の
枝
を
つ
い
て
、
ホ
ー
イ
、
ホ
ー
イ
と
連
呼
し
悪
魔
払
い
(ロ

ル
ン
ベ
)
の
動
作、
す
な
わ
ち
エ
ム
シ
を
持
っ
た
手
を
伸
ば
し
た
り、
縮
め
た
り
、
女
は
杖
を
持
た
な
い
方
の
手
を
斜
め
に
伸
ば
し
次
に
胸
に
戻
す
動
作
を

繰
り
返
し、
着
物
の
裾
を
高
く
腰
ま
で
ま
く
り
上
げ
て
陰
部
ま
で
露
出し
て
砂の
畦
に
近
寄
り、
足
を
上
げ
て
畦
を
蹴
散
ら
し、
古
道
具
や
ひ
え
を
海
の
中
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に
蹴
こ
ん
で、
大
波
に
向
か
っ
て、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
に
し
て
津
波
が
襲
来
し
て
コ
タ
ン
の
す
べ
て
の
物
を
海
に
引
き
去
る
代
わ
り
に
、
自
分
た
ち
の

方
から
先
に
物
を
堤
出
す
る
。
だ
か
ら
も
う
コ
タン
ま
で
来
る
必
要
は
な
い
か
ら
、
来
な
い
よ
う
に
と
頼
み
の
祈
り
を
す
る
。
こ
の
ま
じ
な
い
の
時
は
ほ
か

の
神
々
に
願
う
こ
と
な
く
、
津
波
の
心
を
慰
撫
す
る
意
味
で
行
わ
れ
る
。」

(久
保
寺
逸
彦
『
呪
術・
巫
術
』
昭
和
四
十
四
年
「ア
イ
ヌ
民
族
誌」)

地
震
の
と
き
の
ま
じ
な
い

「
鵡
川
か
ら
平
取
地
方
の
コ
タン
で
は
、
地
震
の
時
は
屋
外
に
と
び
出
し
て
、
婦
女
子
は
穀
物
を
搗
く
杵
(ユ
タ
ニ
)
を
持
っ
て
、
地
面
を
搗
く
よ
う
に
叩

き
、
イ
ツ
ケ
ラ
リ
ー
、
ホ
ー
イ
、
ホ
ー
イ
と
繰
り
返
し
呼
び
、
男
は
エ
ム
シ
、
タシ
ロ
、
マ
キ
リ
な
ど
を
抜
身
に
し
て
地
面
を
刺
し
、
イ
ッ
ケ
ア
イ
ウ
ェ、

エ
イ
タ
カ
シ
ュ、

ア
エ
オ
マ
、
す
な
わ
ち
お
と
な
し
く
し
な
い
と
腰
を
突
き
刺
す
ぞ
と
怒
鳴
る
。
こ
の
時
の
呪
文
は
た
だ
し
個
人
に
よ
って
多
少
異
な
り
、

イ
ッ
ケ
フ
コ
ツ
、
イ
ッ
ケ
フ
コ
ツ
(腰
を
刺
す
)
と
い
う
者
も
あ
る
が
、
腰
を
刺
す
と
い
う
意
味
は
共
通
で
あ
る
。」

(久
保
寺
逸
彦
『呪
術
・
巫
術
』
昭
和
四
十
四
年
「ア
イ
ヌ
民
族
誌
」)

一三
医

療

天
変
地
異
の
自
然
現
象
を
、
ア
イ
ヌ
は
魔
神
の
仕
業
と
考
え
た
よ
う
に
、
身
体
の
健
康
が
損
な
わ
れ
て
病
気
に
な
る
の
も
悪
神、
悪
霊

が
人
間
に
危
害
を
加
え
る
ー
す
な
わ
ち
悪
霊
が
身
体
に
入
る
こ
と
だ
と
し
た
。
だ
か
ら
病
気
を
治
療
す
る
に
は
、
体
内
に
入
っ
た
悪
霊
や

悪
鬼
を
追
い
は
ら
い、
あ
る
い
は
病
魔
除
け
の
た
め
の
方
法
が
行
わ
れ
た
。『
蝦
夷
談
筆
記
』
に
よ
れ
ば
「病
有
」之
時
は
草
木
の
葉
を
服

用
仕
候。
尤
医
師
は
無
之
、
手
配
配
剤
に
仕
候
由
。」
と
記
し
、
野
生
の
植
物
を
薬
と
し
て
使
用
し
た
と
う
け
と
れ
る
が、
元
来
は
病
魔

除
け
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
臭
気
の
強
い
も
の
や、
根
に
毒
の
あ
る
も
の
、
と
げ
の
は
え
た
木
の
枝

な
ど
は
病
魔
も
嫌
っ
て
近
寄
ら
な
いも
の
と
さ
れ
た
。
例
え
ば
エゾ
ヨ
モギ

(ノ
ヤ)
は
一
種
特
有
の
臭
気
が
あ
り、
こ
れ
を
食
用
に
す
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る
の
は
単
に
口
腹
の
欲
を
満
足
す
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
体
内
に
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
魔
を
遠
ざ
け、
身
心
を
健
康
に
保
ち

得
る
と
い
う
考
え
に
よ
る
も
の
で
、
ヨ
モギ
に
除
魔
力
を
認
め、
呪
術
や
治
療
に
広
く
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
野
生
の
植
物
は
当
然
病
気
の
治
療
や
予
防
に
使
わ
れ
た
。
千
歳
で
は
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
エ
ゾ

ノ
ウ
ワ
ミ
ズ
サ
ク
ラ
な
ど
の
皮
を
、
着
物
の
襟
や
帽
子
に
縫
い
込
ん
だ
り
、
戸
口
に
た
て
て
病
魔
除
け
に
し
た
と
い
う
。
ま
た
病
気
の
時

の
薬
と
し
て
は、腹

痛
に
は
イ
ケ
マの
根
、ニ
ガ
キ
の
皮、
ア
オ
ダ
モ
の
皮、
ハ
コ
ベ
な
ど
を
煎
じ
て
飲
ん
だ
。
下
痢
止
め
に
は
オ
ニ
シ
モ

ツ
や
ダ
イ
コン
ソ
ウ
の
根、
ウ
バ
ユ
リ
の
澱
粉
な
ど
が
使
わ
れ
た
。
頭
痛
に
は
ナ
ギ
ナ
タ
コ
オ
ジ
ュ
か
フ
ッ
キ
ソ
ウ
の
葉
、
オ
オバ

コ
の

葉
、
風
邪
の
咳
止
め
にシ
ケ
レ
ペ
(シ
コ
ロ
の
実
)
を
煎
じ
て
飲
ん
だ
。

け
が
を
し
た
と
き
の
傷
の
手
当
て
に
、
ヨ
モ
ギ、
ムシ
カ
リ
の
木
、
打
撲
に
は
エ
ゾ
テン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
の
根
が
使
わ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
お
産
の
あ
と
に
は
ハン
ノ
キ
や
エ
ゾ
マ
ユミ
の
皮
を
煎
じ
て
飲
み
、ク
サ
ノ
オ
オ
は
痔
病
や
婦
人
病
に
も
用
い
ら
れ
た
(『千

歳
市
史
』)。

ま
た
病
気
に
か
か
っ
た
時、
さら
に
悪
魔
払
い
の
呪
術
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
正
徳
五
年
(一
七
一
五)
の
『松
前
志
摩
守
差
出
候
書

付
』
は
「蝦
夷
人
の
中
で
禰
宜
、か
ん
な
ぎ
の
類
が
あ
っ
て、そ

の
効
験
は
非
常
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
祈
祷
に
よ
っ
て
病
人
は
完

全
に
な
お
る
し
、
死
者
も
蘇
生
す
る
。
た
だ
し
祈
祷
す
れ
ば
必
ず
効
験
が
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
祈
祷
す
る
人
は
イ
ナ
オ
を
た
く
さ
ん

立
て
て
祈
る
。」
と
記
し
、
病
気
を
直
す
た
め
の
加
持
祈
祷
の
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
地
方
に
お
け
る
悪
魔
払
い
の
呪
術
に
つ
い
て
『鵡
川
町
史
』
に
よ
れ
ば

「重
い
病
気
に
な
っ
た
と
き
は、
病
人
を
川
に
連
れ
て
行
き
、
柳
の
枝
に
イ
ナ
ウ
を
下
げ
た
の
を
三
本
立
て、
川
上
と
川
下
に
チ
ホ
ロ
カ
ケ
プ
を
一
本
づ
つ

立
て、
川
下
の
神
と
川
上
の
神
に
頼
み、
そ
れ
から
ハ
シ
ナ
ウ
ク
ク
ル
と
ハ
シ
ナ
ウ
マ
ツ
(カ
ケ
ス
の
神?
)
の
夫
婦
神
に
「あ
な
た
方二
人
が
主
に
な
っ

て、
ど
う
か
こ
の
病
人
を
治
し
て
下
さ
い」
と
いっ
て
頼
み、
柳
、
は
ん
の
木、
ニ
ワ
ト
コ
の
枝
を
取
っ
て
来
て
フ
ッ
サ
フ
ッ
サ
と
振
う
。」
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と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
『千
歳
市
史
』
は

「気
の
狂
っ
た
と
き
に
は
枝
ぶ
り
の
よ
い、
春
榆
の
大
木
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
木
の
神
に
た
の
み
、
に
わ
と
こ
の
枝
で
患
者
の
身
体
を
払
い
浄
め、
さ
ら
に

川
渕
に
小
さ
な
祭
壇
を
つ
く
っ
て
、
川
の
神
に
た
の
ん
で
患
者
の
身
体
を
は
ら
っ
た
に
わ
と
こ
の
手
草
を
川
に
流
す
。」

と
述
べ
て
い
る
。

病
気
で
最
も
恐
れ
ら
れ
て
い
た
の
は
流
行
病
で、
な
か
で
も
疱
瘡
は
天
地
を
飛び
歩く
パ
コ
ロ
カ
ム
イ
(疱
瘡
神
=
鳥?
)
の
仕
業
で

あ
る
と
し
、
部
落
に
流
行
す
る
よ
う
な
時
に
は
、
こ
れ
を
退
散
さ
せ
る
べ
く
種
々
の
呪
術
が
行
わ
れ
た
。
鵡
川
で
は
、
ニ
ガ
キ
、
エ
ン
ジ

ュ、
コブ
シ
な
ど
の
枝
を
入
口
や
窓
に
さ
し
、
焚
火
に
も
く
べ
て
い
ぶ
す
と
い
わ
れ
、
千
歳
で
は
イ
ヌ
エ
ンジ
ュ
の
木
を
門
口
に
さ
す
の

だ
と
い
う
。
け
れ
ど
も
ア
イ
ヌ
は
こ
の
病
魔
に
対
し
て
は
全
く
無
力
だ
っ
た
こ
と
を
知
る
に
及
ん
で
病
者
を
放
棄
し
、
家
を
拾
て
て
山
中

に
逃
避
し
た
。『松

前
志
摩
守
差
出
候
書
付
』
に
「疱
瘡、
は
し
か、
疫
病
な
ど
の
さ
い
は
、
病
人
に
構
な
く
深
山
深谷
へ
か
く
れ
る
。」と

記
し
、
ま
た
寛
政
一二
年、
有
珠
で
発
生
し
た
天
然
痘
が
流
行
し
た
と
き
、
ア
イ
ヌの
男
女
は
み
な
鍋
墨
を
顔
に
塗
っ
て
山
中
に
避
難
し

た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一四
社
会
規
制

ア
イ
ヌ
社
会
に
は
成
文
化
し
た
法
律
と
い
っ
た
も
の
は
な
く
、
祖
先
よ
り
子
孫
へ
と
継
承
さ
れ
て
き
た
一
種
の
社
会
的
慣
習
=
仕
来
り

に
よ
っ
て、
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
き
た
ら
し
い。
こ
の
慣
習
は
ウ
ェペ
ケ
レ
(昔
話
)
な
ど
に
語
ら
れ
る
宗
教
的、
道
徳
的
教
義
を
内
容

と
す
る
も
の
で、
そ
の
根
本
は
カ
ム
イ
・
イ
レ
ン
カ
(神
意
)
によ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
って
、
ひ
と
た
び
コ
タン
あ
る
い
は
コ
タ
ン
相
互
の
間
に
、
仕
来
り
に
対
す
る
違
反
が
起
る
と
、
コ
タ
ン
の
酋
長
を
中
心
と
し

た
長
老
た
ち
の
協
議
に
よ
っ
て
争
論
の
仲
裁、
刑
の
宣
告
およ
び
執
行
が
行
わ
れ
た
。
も
し
長
老
た
ち
の
一
致
し
た
判
断
が
得
ら
れ
な
い

場
合
は、
双
方
の
談
判
(チ
ャラ
ン
ケ)
と
な
り、
伝
承
な
ど
を
ひ
い
て
弁
論
し
、
酋
長
や
長
老
は
こ
れ
を
聞
い
て
判
断
を
下
す
。
違
反
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ウカルの図 〔蝦夷島奇観〕 者
は
こ
の
決
定
に
従
っ
て、
被
害
者
に
アシ
ン
ベ
(償
い)
を
出
し
て
謝
罪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
この
こ
と
に
つ
い
て
『北
海
随
筆
』
は
「
蝦
夷
の
法
を
犯
し
不
儀
有
る
時
は
罪
の
償
と
し
て

宝
物
を
出
さ
し
め
て
相
手
へ
謝
す
。
其
罪
の
軽
重
に
よ
り
て
宝
物
の
数
に
増
減
あ
り
。」と
記
し
て

い
る
。

ま
た
こ
の
裁
判
の
方
法
に
ウ
カ
ル
と
いう
も
の
が
あ
った
、
ウ
カ
ル
は
、
ウ
(互
い
に
)
カ
ル

(打
つ)
の
意
味
で
、
チ
ャラ
ン
ケ
に
よ
っ
て
黒
白
が
つ
か
な
い
と
き
、
シ
ュ
ド
と
称
す
る
棍
棒

で
双
方
な
ぐ
り
合
い、
倒
れ
た
側
が
負
け
と
な
る
ら
し
い。
『渡
島
筆
記
』
に
「一
人
と
一
人
と
の

事
は
仲
だ
ち
あ
れ
ば
贖
を
出
し
、
や
ま
ざ
れ
ば
打
シ
ュ
ト
と
い
ふ
も
の
に
て
あ
や
ま
ち
に
服
し
た

たたき

る
方
の
腰
の
所
を
敲、
血
を
見
て
止
む
、
こ
れ
を
ウ
カ
ル
と
い
ふ
。」
と
あ
る
。
ウ
カ
ル
は
こ
の

よ
う
に
個人
対
個
人
の
ほ
か
に、
部
落
対
部
落
間
の
争
い
も
あ
っ
た
。
『千
歳
市
史
』
に

「
鵡
川
か
ら
き
て
千
歳
の川
上
に
い
た
半
病
人
の人
が、
魚
と
り
を
し
て
い
た
が
、
川
に
落
ち
て
溺
死
体

と
な
っ
て
千
歳
の人
の
築
に
か
か
っ
た
の
で、
千
歳
の
者
が
殺
し
た
の
だ
ろ
う
と
、
鵡
川
側
か
ら
抗
議
を

受
け
た
の
で
チ
ャ
ラ
ン
ケ
に
な
っ
て、
シ
ド
打
ち
と
い
っ
て
互
に
棍
棒
で
打
い
合
い
を
す
る
、
黒
白
を
き
め
る
方
法
が
行
わ
れ
た
が、
鵡
川
の
方
が
負
け
て

倒
れ
た
の
で
、
鵡
川
の
負
け
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
正
し
い
方
に
は
よ
い
神
が
味
方
す
る
か
ら
勝
つ
と
いう
信
仰
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。」

と
記
し
て
いる
。
な
お、
こ
の
ウ
カ
ル
は
変
死
人
や
流
行
病
な
ど
の
あ
っ
た
場
合
に
も、
悪
魔
払
い
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。

しが
ま
た
違
反
者
が
罪
を
白
状
し
た
場
合
は
問
題
な
い
が、
そ
う
で
な
い
場
合
は、
日
本
古
代
に
も
あ
っ
た
湯
探
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
『蝦

夷
嶋
奇
観
』に
「婦
人
等
密
淫
或
い
は
陰
悪
等
の
名
有
る
と
き
は、
そ
の
有
無
を
争
論
し
て
の
ち
神
に
誓
ひ、
熱
湯
を
作
り
湯
中
に
小
石
三

つ入
れ
て、
石
を
探
り
取ら
し
む
。
陰
悪
な
き
者
の
手
依
然
と
し
て
腐
爛
せ
ず
と
ぞ
。
婦
女
等
は
ま
ま
腐
爛
し
て
生
涯
廃
人
と
為
る
者
も
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あ
り
。」
と
記
し
て
い
る
。

刑
罪
は
アシ
ン
べ
(賠
償)
で
す
む
程
度
の
ほ
か
に、
多
い
例
と
し
て
は
部
落
追
放
で、
さら
に
重
い
も
の
は
髪、
髯
を
剃
った
り、
皆

鼻
や
耳
を
削ら
れ、
人
を
殺
し
た
者
は
足
の
腱
を
断
ち
切
り、
一生
不
具
に
さ
せ
る
と
い
った
体
刑
も
あ
っ
た
。
し
か
し
死
罪
は
な
か
った
。

そ
れ
は
苦
痛
と
侮
辱
を
課
す
こ
と
が
刑
罰
に
ふ
さ
わ
し
く
、
死
は
刑
罰
と
は
考
え
な
か
っ
た
か
ら
と
い
わ
れ
る
。

(10)

注
(1)

犬
飼
哲
夫

北
海
道
の
鹿
と
そ
の
興
亡
』
昭
和
二
十
七
年
「北
方
文
化
研
究
報
告
」

(2)
林
善
茂
『山
菜
採
集
』
昭
和
四
十
四
年
「ア
イ
ヌ
民
族
誌
」

(3)
金
田
一
京
助
『ア
イ
ヌ
文
化
志
』
昭
和
三
十
六
年
「金
田
一
京
助
選
集
Ⅱ
」

(4)
金
田
一
京
助

『ア
イ
ヌ
研
究
』
昭
和
十
九
年

(5)
名
取
武
光
『千
歳
ア
イ
ヌ
の
祖
印
』
昭
和
四
十
九
年
「ア
イ
ヌ
と
考
古
学
」

(6)
久
保
寺
逸
彦
『生
死
、
冠
婚
、
習
俗
行
事
』
昭
和
四
十
四
年
「ア
イ
ヌ
民
族
誌
」

杉
浦
健
一
・『沙
流
ア
イ
ヌ
の
親
族
組
織
』昭
和二
十
七
年
「民
族
学
研
究
一六
巻三
、
四
号
」

(7)
(6)
に
同じ

(9)
久
保
寺
逸
彦
『アイ

ヌ
の
死
お
よび
葬
制
』
昭
和
四
十
四
年
「ア
イ
ヌ
民
族
誌
」

(8)
(6)に

同
じ

(10)
ジ
ョ
ン
・バ
チ
ェラ
ー
『ア
イ
ヌと
そ
の
説
語』
大
正
十
四
年
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第
三
章
苫
小
牧
市
ア
イ
ヌ
語
地
名

第
一
節

ア
イ
ヌ
語
地
名
の
意
義

苫
小
牧
市
に
は、
現
在
ま
で
確
認
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
語
地
名
は
お
よ
そ
百
余
り
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
地
名
に
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
音

に
漢
字
を
あ
て
て
読
ま
せ
た
も
の
、
例
え
ば
苫
小
牧
、
樽
前
な
ど
の
よ
う
に
す
っ
か
り
和
名
化
し
た
も
の
が
多
く
、
中
に
は
糸
井、
錦
岡

な
ど
の
よ
う
に、
そ
の
音
か
ら
は
と
う
て
い
ア
イ
ヌ
語
な
ど
も
想
起
で
き
な
い
も
の
ま
で
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
ウ
ト
ナ
イ
、
ペ
ン
ケ
ナ

イ
な
ど
の
よ
う
に、
そ
の
語
自
体
ア
イ
ヌ
語
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
地
名
が
現
存
し
て
い
る
が、
こ
れ
ら
は
全
体
か
ら
み
れ
ば
極
め
て

少
数
で、
そ
の
大
部
分
は
す
で
に
住
民
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
死
滅
し
て
し
ま
い、
今
で
は
古
い
文
献
を
見
な
け
れ
ば
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

で
は
こ
れ
ら
の
地
名
は
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
知
里
真
志
保
に
よ
れ
ば

「地
名
と
いう
も
の
は、
古
い
時
代
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で、
そ
こ
の
住
民
が
生
活
の
必
要
上
か
ら
ぼ
つ
ぽ
つ
と
名
づ
け
て
い
っ
た
も
の
が、
た
ま
り
た

ま
っ
て
現
在
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
地
名
の
中
に
は、
き
わ
め
て
古
い
も
の
も
あ
り
、
ま
た
比
較
的
新
し
い
も
の
も
あ
る
。
新
し
い
と
い
っ

て
も
、
わ
れ
わ
れ
の
取
扱
っ
て
い
る
ア
イ
ヌ
語
地
名
で
は
、
発
生
し
て
す
で
に
百
五
十
年
は
経
過
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
も
そ

う
い
う
新
し
い
も
の
は
む
し
ろ
き
わ
め
て
わ
ず
か
で、
大
多
数
の
も
の
は
何
百
年
何
千
年
の
昔
か
ら
存
在
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
いの
で
あ
る
。」
(1)

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に、
そ
の
起
源
は
何
千
年
前
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
か
な
り
古
い
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
ら
し
い。
地
名
が
そ
こ
に
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住
む
人
び
と
の
生
活
の
必
要
上
か
ら
名
づ
け
た
も
の
と
す
れ
ば、
ア
イ
ヌ
語
地
名
の
発
生
は、
す
な
わ
ち
ア
イ
ヌ
社
会
の
成
立
を
前
提
と

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

日
本
列
島
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
語
地
名
の
分
布
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
北
海
道
は
も
と
よ
り
、
北
は
カ
ラ
フ
ト、
千
島
列
島
か
ら
、
南
は
東

北
地
方
に
ま
で
及
び
、
そ
の
土
地
に
よ
っ
て
は
分
布
に
濃
淡
の
差
は
あ
る
が、
古
く
か
ら
ア
イ
ヌ、
あ
る
い
は
ア
イ
語
を
持
つ
人
た
ち
が

(2)
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

地
名
と
い
う
も
の
は
前
述
の
よ
う
に
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
生
活
の
必
要
上
か
ら
名
づ
け
た
も
の
で
、
た
い
て
い
は
そ
の
場
所
の
地
形

に
対
し
て
呼
ん
だ
名
で
あ
っ
た
。
漁
や
狩
で
暮
ら
し
て
い
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
生
業
に
関
連
し
た
自
然
の
地
形
や
事
物

の
特
徴
に
よ
っ
て
命
名
し
た
地
名
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
っ
て、
農
耕
文
化
を
基
礎
と
し
た
日
本
語
地
名
と
は
非
常
に
異
っ
た
趣
き
を
有
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て、
こ
れ
ら
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
調
べ
て
み
る
と
、
古
い
時
代
の
住
民
==ア

イ
ヌ
の
暮
ら
し
方
や
考
え
方

が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い。
す
な
わ
ち

「ア
イ
ヌ語
の
地
名
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
そ
う
いう
古
い
考
え
方
で、
何
よ
り
も
い
ち
じ
る
し
く
目
立
つ
の
は、
地
形
事
物
に
対
す
る
古
代
の
人
び
と
の
考

え
方
で
あ
る
。
古
代
の
人
び
と
は、
山
で
も
川
で
も
木
で
も
岩
で
も
、
す
べ
て
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
生
き
物
と
考
え
て
い
た
。
川
を
例
に
と
れ
ば、
そ

れ
は
生
き
物
で
あ
る
か
ら
肉
体
を
も
ち
、
た
と
え
ば
水
源
を
「ペ
ッ
キ
タ
イ
」(川
の
頭
の
て
っ
ぺ
ん
)
と
よ
び
、
川
の
中
流
を
「ペ
ッ・
ラ
ン
ト
ム
」(川
の

胸
の
ま
ん
中
)
と
よ
び
、
川
の
ま
が
り
角
を
「シ
ッ
ト
ク」(肘)と

よ
び
、
幾
重
に
も
屈
曲
し
て
流
れ
て
い
る
所
を
「
カン
カ
ン
」(腸)

あ
る
い
は
「ヨ

シ
ペ
」(腸)

と
よ
び
、
川
口
を
「
オ」
(「尻
」
あ
る
い
は
「陰
」)
と
よ
ぶ
の
で
あ
る
。…
…
(中
略)…
…
。
ま
た、
わ
れ
わ
れ
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば、

川
は
山
から
流
れ
て
来
て
海
へ
は
い
る
も
の
で
あ
る
が、
地
名
に
あ
ら
わ
れ
た
古
代
人
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
海
から
上
陸
し
て
村
の
そ
ば
を
通

り
村
の
う
し
ろ
の
山
奥
へ
は
いっ
て
い
く
生
物
な
の
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
語
の
地
名
に
あ
る
「オ
マ
ン
・
ペ
ッ
」(山
奥
へ
は
い
っ
て
い
る
川)、

「シ
ー
マン
・

ペ
ッ」(ず

っ
と山
奥
へ
は
い
っ
てい
る
川
)、
「リ
コ
マ・
ペ
ッ
」(高
く
登
っ
て
行
く
川
)
な
ど
は、
そ
う
い
う
古
い考
え
方
を
示
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が

川
の
出
発
点
と
考
え
て、「水

源」「み
な
も
と」
と
名
づ
け
て
い
る
も
の
を
、
アイ
ヌ
語
で
は
川
の
帰
着
点
と
考
え
て
「ペ
テ
ト
コ
」(川
の
行
く
先)
あ
る
い
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語
で
は
「ペ
テ
ウ
コ
ピ
」(川
が
そ
こ
で
左
右
に
別
れ
て
行
く
所
)
と
名
づ
け
て
い
る
の
も、
そ
う
い
う
古
い
考
え
方
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。」

は
「ペ
ッ・
キ
タ
イ
」(川
の
頭
の
て
っ
ぺ
ん)
と
名
づ
け
て
いる
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
が
川
の
合
流
す
る
所
を
落
合
と
名
づ
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ア
イ
ヌ

(3)

と
い
わ
れ、
アイ
ヌ
が
自
然
事
物
の
す
べ
て
に
神
の
存
在
を
認
め
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
(精
霊
崇
拝)
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が

カムイ

で
き
る
し
、
ま
た
、
ア
イ
ヌ
の
内
陸
交
通
の
手
段
と
し
て
、
河
川
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
な
が
め
て
み
る
と
、
ア
イ
ヌ
語
地
名
の
意
味
が
よ
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た

ア
イ
ヌ
語
地
名
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
内
容
を
知
る
上
に
、
貴
重
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

注
(1)

知
里
真
志
保
『斜
里
郡
内
ア
イ
ヌ
語
地
名
解
』
斜
里
町
史

昭
和三
十
年
四
月

(2)
金
田
一
京
助
『蝦
夷
即
ア
イ
ヌ
の
論
』
民
族
学
研
究
第
十三
巻
第
一号

山
田
秀三

『東
北
と
北
海
道
の
アイ
ヌ
語
地
名
考』

昭
和三
十
二
年
六
月 昭
和二
十
三
年
七
月

(3)
注
(1)に

同
じ

第
二
節

ア
イ
ヌ
語
地
名
解

一
太
平
洋
沿
岸

ペ
ッペ
ッ
(別

)々
語
原
は
「ペ
ッ・
ペ
ッ
」
(pet-pet

川
・
川)。

す
な
わ
ち
「小
川
が
ご
ち
ゃご
ち
ゃ
と
集
ま
っ
て
い
る
所
」

の
意
で
あ
ろ
う
。
白
老
郡
と
の
境
界
を
な
す
川
で
あ
る
。

コ
イ
ポ
ク
シ
ペ
ッ
ペ
ッ
語
原
は
「コ
イ
ポ
ク
・
ク
シ
・
ペ
ッペ
ッ」(koypok-kus-Petpet

西
方
に
・
通
っ
て
い
る
・ペ
ッ
ペ
ッ
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川
)。別

川々
の
右
岸
支
流。

(1) イ
ク
ツ
ナ
イ
語
原
不
明
。
別
川々
の
左
岸
支
流
。『旧
五
万
分

図
』
所
載
の
地
名
。

4
コ
イ
カ
ク
シ
ペ
ッ
ペ
ッ
語
原
は
「コ
イ
カ
・
ク
シ
・
ペ
ッ
ペ

ッ」(koyka-kus-Petpet
東
の
方
に・
通
っ
て
い
る
・
ペ
ッ
ペ

ッ
川)。別

川々
左
岸
支
流
。

シン
ノシ
ケ
ク
シ
ペ
ッ
ペッ

語
原
は
「シ
ル
・
ノシ

ケ
・
ク

シ
・
ペ
ッペ
ッ」(sir-noske-kus-Petpet

山
の
・
ま
ん
な
か

を
・
通
っ
て
い
る
・
ペ
ッ
ペ
ッ
川)。別

川々
の
本
流
で
、
そ
の
源

は
樽
前
山
の
裾
深
く
入
っ
て
い
る
。

た
る
ま
え
(樽
前
)
原
名
「タ
オ
ロ
マ
イ
」。
語
原
は
「タ

オ
ル
・
オ
マ・
イ
」(taor-oma-i

高
岸
・
あ
る
・
も
の
)。

こ
の
「タ
オ
ロマ
イ」
が
音
韻
変
化
に
よ
っ
て
「タ
ロ
マ
イ
」
に

転
訛
し、
後
に
「樽
前」
の
漢
字
を
あ
て
た
。
樽
前
川
の
地
名
で

あ
る
。
こ
の
地
は
早
く
か
ら
タ
ル
マ
イ
場
所
の
置
か
れ
た
と
こ
ろ

で、
近
世
初
頭
の
文
献
に
も
「た
ろ
ま
へ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ポ
ン
タ
ル
マ
イ
原
名
は
「ポ
ン
タ
オ
ロ
マ
イ
」。語
原
は
「ポ

ン
・
タ
オ
ロ
マ
イ
」(pon-Taoromai

子
の
・
タ
ロ
マ
イ
川
)
。

松浦武四郎 「東西蝦夷山川地理取調図」より
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『旧
五
万
分
図
』
に
「
ポ
ン
タ
オ
ロ
マプ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「ポ
ン
・
タ
オ
ロ
・オ
マ・
プ
」(pon-Taor-oma-p

子
の

・高
岸
・
あ
る
・
も
の
)
で、
表
現
は
異
な
る
が
「ポ
ン
タ
ロ
マ
イ
」
と
同
義
語
で
あ
る
。
樽
前
川
の
右
岸
支
流
で、
樽
前
小
学
校
の
傍

を
流
れ
る
小
川
。

フ
シ
コ
タ
ル
マ
イ

語
原
は
「フ
シ
コ
・
タ
オ
ロ
マ
イ
」(husko-Taoromai

も
と
の
・
タ
ロ
マ
イ
川
)。樽

前
川
の
旧
河
川
を
指
し

た
地
名
。

キ
ラ
ウシ

フ
ル
ウ
語
原
不
明
。『松
浦
図
』
所
載
。

ニ
シ
タ
フ
カ
ル
語
原
不
明
。『
松
浦
図
』
所
載
。

セ
セ
ク
ナ
イ

語
原
は
「セ
セ
ク
・
ナ
イ
」(sesek-nay

コ
イ
ポ
ク
シ
タ
オ
ロ
マ
イ

語
原
は
「コ
イ
ポ
ク
・
ク
シ
・
タ
オ
ロ
マ
イ
」
(koypok-kus-Taoromai

西
方
に
・
通
っ
て
い
る
・
タ

ロ
マ
イ
川
)。樽

前
川
の
上
流
に
あ
っ
て
西
方
よ
り
流
れ
来
る
支
流
。

ス
オプ
ニ
セ
イ

語
原
は
「ス
オ
プ
・
ニ
セ
イ
」(suop-nisey

箱
の
・
絶
璧
)。
樽
前
川
の
上
流
地
点
と
思
わ
れ
る
が
詳
か
で
は
な

い
。エ
ア
ン
ニ
セ
イ
語
原
不
詳
。
永
田
地
名
解
に
よ
れ
ば
「Ean-nisei

エ
ア
ン
ニ
セ
イ
崩
壊
タ
ル
絶
璧
」
と
記
し
、
タ
ル
マ
イ
川

筋
と
あ
る
。

シ
ノ
マ
ン
タ
ル
マ
イ

語
原
は
「シ
ノ
・
オ
マン
・
タ
オ
ロ
マ
イ
」
(sino-oman-Taoromai

本
当
に
・
山
奥
へ
入
っ
て
い
る
・
タ

ロ
マ
イ
川
)。
樽
前
川
の
本
流
の
名
。

第
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編
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語
原
は
「キ
ラ
ウ
・
ウ
シ
・
イ
」(kiraw-us-i

シ
カ
の
角
・
い
つ
も
落
ち
て
い
る
・
と
こ
ろ
)。樽
前
山
の
左
岸
、『旧
五

万
分
図
』
所
載
。

(2)

熱
い
・
川
)。樽
前
川
左
岸
支
流
。



(3)
苫
小
牧
市
史
上
巻

オ
ボ
ッ
プ
(覚
生
)
語
原
不
明
。『松
浦
日
誌
』
に
よ
れ
ば

「ラ
ボ
ウ
(橋
有
)
鎗
拾
う
所
の
義
。
往
古
川
中
よ
り
鎗
が
出
た
り
と
言
伝
う
。」

(4)
と
あ
り
、
ま
た
『永
田
地
名
解』
に
よ
れ
ば

「opop
オ
ポ
プ

川
尻
ニ
水
湧
キ
出
ル
処、
此
川
ハ
「タ
ロ
マ
イ
」
川
と
合
流
セシ
処、
噴
火
ノ
時
水
湧
キ
上
リ
破
裂
シ
テ
別
流
ト

ナ
リ
シ
ト
土
人
云
ヒ
伝
フ
。
覚
生
村
。」

と
あ
る。

コ
イ
ポ
ク
シ
オ
ポ
プ

語
原
は「コ

イ
ポ
ク・
クシ
・
オ
ポ
プ
」(koypok-kus-Opop

西
方
へ・
通
っ
て
い
る
・
オ
ポ
プ
川
)。覚
生
川

の
右
岸
支
流
。

シ
ン
ノ
シ
キ
ク
シ
オ
ポ
プ
語
原
は
「シ
ル
・
ノシ
キ
・
クシ
・
オ
ポ
プ
」
(sir-noski-kus-Opop

山
の
・
ま
ん
中
を
・
通
っ
て
い

る
・
オ
ポ
プ
川
)。

ニ
タ
ッ
ペツ

「パ
ン
ケ
・
ペ
ツ」(panke-pet

下
の
・
川
)。
『松
浦
図
』
所
載
。

ダ
の・
川
)。
『松
浦
図
』
所
載
。

語
原
は
「ポン

・
オ
ポ
プ
」(pon-Opop

子
の
・
オ
ポ
プ
川
)。
『松
浦
図
』
所
載
。

原
名
「ニ
シ
タ
ッ
プ
(錦
多
峯
)」。
語
原
は
「ニ
シ
・
タ
ッ
プ
」(nis-tap

雲
の
・
大
き
な
山
)
と
み
ら
れ

る
が
確
か
で
は
な
い
。『松
浦
日
誌
』
は

「ニ
シ
タ
プ
は
昔
し
此
川
上
に
森
が
有、
其
に
何
時
も
雲
が
有
し
と、
依
て
號
し
也
。」
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谷
地
・
川)。覚

生
川
の
支
流
と
思
わ
れ
る
が、
位
置
は
詳
ら
か
で
な
い
。

語
原
は
「ニ
タ
ッ・
ペ
ッ」(nitat-pet

『松
浦
図
』
所
載
。

パ
ン
ケ
ペ
ツ

「ペ
ン
ケ
・
ペ
ツ」(penke-pet

ペン
ケ
ペ
ツ

ポ
ン
オ
ポプ

に
し
き
お
か
(錦
岡
)

覚
生
川
の
名
で
あ
る
。



と
記
し
、
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
は(5)

「ニ
シ
タ
プ
雲
を
被
り
た
る
山
。」

と
し
、
さ
ら
に
『永
田
地
名
解
』
は樹
木
収
縮
ス
ル
処
。」

[Ni
shitap

と
説
い
た
。

アシ
ン
ニ
シ
タ
ッ
プ

語
原
は
「ア
シ
ル
・
ニ
シ
タ
プ
」
(asir-Nistap

錦
多
峯
川
の
新
い
河
口
を
指
し
た
名
。

ポ
ン
ニ
シ
タ
ップ

「ポ
ン
・
ニ
シ
タ
プ
」(pon-Nistap

子
の
・
ニシ
タ
プ
川
)。錦
多
峯
川
右
岸
支
流
。

コ
イ
ポ
ク
シ
ニ
シ
タ
ッ
プ
語
原
は
「コ
イ
ポ
ク
・
ク
シ
・
ニ
シ
タ
プ
」(koypok-kus-Nistap

プ
川
)。

フ
レ
ペツ

「フ
レ
・
ペ
ッ
」(hure-pet

赤
い
・
川
)。
位
置
不
明
。『松
浦
日
誌
』
所
載。

い
と
い
(糸
井)

原
名
「コ
イ
ド
イ
エ」(小

糸
魚)。語

原
は
「コ
イ
・
ド
イ
エ
・イ
」(浪

・
く
ず
す
・
と
こ
ろ
)。こ

こ
は
海
岸
で
土

地
が
低
く、
時
化
の
た
め
に
浸
蝕
さ
れ、
土
地
が
削ら
れ
た
こと
に
由
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
『小
糸
魚
』
の
漢
字
を
あ
て
て
呼

ん
で
い
た
が、
昭
和
十
九
年
一
月、
字
名
改
称
に
よ
っ
て
「
糸
井」
と
し
た
。
小
糸
魚
川
の
川
口
付
近
の
地
名。

ポ
ン
コ
イ
トイ

「
ポ
ン
・
コ
イ
ド
イ
エ」(pon-koytuye

子
の
・
コ
イ
ト
イ
川
)。小
糸
魚
川
の
右
岸
支
流
。

フ
シ
コ
コ
イ
ト
イ

「フ
シ
コ
・
コ
イ
ド
イ
エ
」(husko-koytuye

も
と
の
・
コ
イ
ド
イ
エ)。小

糸
魚
川
の
旧
河
川
名
。

□
無
川
原
名
は
「ポ
ン
ト
ー
」。語

原
「
ポ
ン
・
ト
」(pon-to

小
さ
い
・
沼
)。小
糸
魚
川
の
水
源
の
上
手
に
あ
る
沼
。

コ
イ
カ
ク
シ
ナ
イ

「コ
イ
カ
・
ク
シ
・
ナ
イ
」(koyka-kus-nay

東
方
に
・
通
っ
て
いる
・
川
)。小
糸
魚
川
の
左
岸
支
流
。

第
三
編

ア
イ
ヌ
時
代

新
し
い
・
ニシ
タ
プ
川
)。

ニ
シ
タプ

「
西
方
に
・
通
っ
て
い
る
・
ニシ
タ
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苫
小
牧
市
史
上
巻

(6)
フ
フ
シ
ヤ
シ
語
原
不
明。『廻

浦
日
記
』
所
載
。

ル
ヘノ
エ

語
原
は
「ル
・
ヘ
ノ
イ
エ・
イ
」(ru-e-henoye-i

道
・
そ
こ
で
・
曲
る
・
と
こ
ろ
)。
「ト
マコ
マ
イ
」
の
西
に
位
置

し
て
いる
と
思
わ
れ
る
が
詳
ら
か
で
は
な
い
。『松
浦
日
誌
』所
載
。

ウ
ス
の
沢
原
名
は
「マ
ー
パ
オ
マ
ナ
イ
」。語
原
は
「マ
・
パ

・
オ
マ
・
ナ
イ
」(ma-pa-oma-nay

澗
の
・
上
手
に
・
入
っ
て

い
る
・
川)
と
思
わ
れ
る
が
確
か
で
は
な
い。
別
名
「ウ
ス
の
沢
」

と
も
い
う
が、
由
来
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

と
ま
こ
ま
い
(苫
小
牧
)

原
名
は
「ト
マ
コ
マ
イ
」。語

原
は

「ト
・
マ
コ
マ
イ
」(to-Makomai

沼
の
・
マコ
マ
イ
川
)
で、

沼
の
あ
る
マ
コ
マ
イ
川
と
い
う
ほ
ど
の
意
で
あ
る
。
現
在
の
苫
小

牧
川
は、
ア
イ
ヌ
語
で
「マ
コ
マイ
」
と
呼
び、
か
っ
て
樽
前
山

神
社
の
西
側
に
帯
状
の
沼
が
あ
っ
て、
こ
こ
か
ら
細
流
が
東
流
し

て
、
マ
コ
マ
イ
(苫
小
牧
川
)
に
注
い
で
い
た
。
こ
の
支
流
を
「ト

マ
コ
マ
イ
」
と
称
し
た
の
で
あ
って、こ

れ
が苫
小
牧
の
原
名
と
な
った。
(7)

ポ
ン
ア
ビ
ラ

語
原
は
「ポン

・
ア
ル
・ピ
ラ
」(pon-ar-pira

小
さ
い
・
片
崖)。樽

前
山
神
社
の
南
側
に
あ
た
り、
沼
に
沿
っ
て

北
側
に
あ
た
っ
た
道
の
片
側
が
崖
のよ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
わ

苗

U 1
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れ
て
い
る
。『地
番
調
書
』
所
載
の
名
。

(∞)

ま
こ
ま
い
(真
小
牧)

原
名
は
「マ
コ
マ
イ」
も
し
く
は
「マ
コ
マ
ナ
イ
」
で
あ
ろ
う
。「マ
コ
マ
イ
」
の
語
原
は
「マ
ク
・オ
マ
・

イ
」(mak-oma-i

山
奥
に
・
ず
っ
と
入
っ
て
行
く
・
川)
で、
同
意
義
で
あ
る
。
現
在
の
苫
小
牧
川
を
指
し
た
地名
で、
か
っ
て
は
そ
の
河
口
が
苫
小
牧
港

の
す
ぐ
東
に
あ
っ
て
海
に
注
い
で
い
た
。

山
奥
に
・
ず
っ
と
入
っ
て
行
く
・
も
の)
で、「マ

コマ
ナ
イ
」
な
ら
ば
「マ
ク
・
オ
マ
・
ナ
イ
」
mak-oma-nay

ポ
ン
マ
コ
マ
ナ
イ

「
ポ
ン
・
マコ
マ
ナ
イ
」(pon-Makomanay

子
の
・
マコ
マ
ナ
イ
)。苫
小
牧
川
の
右
岸
支
流
。

コイ
ポ
ク
シ
マ
コ
マ
イ

「コ
イ
ポ
ク
・
クシ
・
マコ
マ
イ
」(koypok-kus-Makomai

西
方
へ
・通
っ
て
い
る
・
マ
コ
マ
イ
)。マ

コ
マ
イ
(苫
小
牧
川
)
の
本
流
で
あ
る
。

チ
ヨ
ロ
ノ
プ
ン
ナ
イ
語
原
不
明
。
苫
小
牧
川
上
流
の
左
岸
支
流
。『旧
五
万
分
図
』
所
載。

ワ
ッ
カ
ナ
イ

「ワ
ッ
カ
・
ナ
イ
」(Wakk

anay
飲
み
水
・
川
)。苫
小
牧
川
上
流
の
左
岸
支
流
。
こ
こ
は
王
子
製
紙
工
場
の上
水
道

の
水
源
地
が
あ
り
、
ダ
ム
の
す
ぐ
傍
に
は
湧
泉
が
あ
り
、
こ
れ
を
「ワ
ッ
カ
オ
イ
」(飲

み
水
・
そ
こ
に
あ
る
・
と
こ
ろ
)
と
呼
ん
で
い
る。

こ
こ
か
ら
流
れ
た
川
が
「ワ
ッ
カ
ナ
イ
」
で
あ
る
。

オ
テ
ー
ネ

原
名
は
「オ
テ
イ
ネ
ウ
シ
」
で
あ
る
。
語
原
は
「オ
テ
ィ
ネ
・
ウ
シ
・イ
」(O-teyne-us-i

そ
の
川
尻
が
・
い
つ
も
じ

め
じ
め
濡
れ
・
つづ
け
て
い
る
・
も
の
)。苫
小
牧
駅
の
北
側
に
広
が
る
湿
地
帯
に
注
ぐ
小
川
の
名
。
川
尻
が
つ
ね
に
湿
地
に
注
ぐ
こ
と
か

ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
原
名
の下
半
が
省
略
さ
れ
て
「オ
テ
イ
ネ」と

な
り
、
さ
ら
に
「
オテ
ー
ネ」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

マ
サラ
マ
マ

原
名
は
「マ
サ
ル
オ
マ
ナ
イ
」
と
思
わ
れ
る
。
語
原
は
「マ
サ
ル
・
オ
マ
・
ナ
イ
」(masar-oma-nay

浜
の
草
原
・
に

入
っ
て
い
る
・
川
)
で、
こ
れ
も
原
名
の
下
略
形
が
転
訛
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
位
置
は
苫
小
牧
川
の
左
岸
支
流
に
あ
た
る
が、
か
っ
て

は
ホ
テ
ル
ト
マ
コ
マイ
の
付
近
に
あ
っ
た
湿
地
帯
か
ら
南
流
し
て
い
た
小
川
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『松
浦
図
』
所
載
。

第
三
編
ア
イ
ヌ
時
代

367



苫
小
牧
市
史
上
巻

さ
た
っ
ぷ
(佐
多
布
)

「 Satap=Satan-p

と
記
し
て
い
る
。

サ
ッ
ト
ウ
語
原
は
「サ
ッ
・
ト
ー
」(sat-to

引
継
書
類
』
(明
治
五
年
)
に
よ
れ
ば

「サ
ッ
タ
フ
川
ョ
リ
サ
ッ
ト
ウ
川
マ
テ
、
平
地
十
八
丁
四
十
壱
間
四
尺、
古
川
幅
壱
間
弐
尺、
但
板
橋
官
費
、
水
源
ハ
奥
の
薮
谷
ヨ
リ
流
来、
サ
ッ
ト
ウ
海

落
。」

と
記
し
て
い
る
。

ロ
コ
モ
ツ
ナ
イ
語
原
は
「ロ
コ
ム
・
オ
ッ・
ナ
イ
」(rokom-ot-nay

ト
ゲ
ウ
オ
・
ご
ち
ゃご
ち
ゃ
いる
・
川
)。位

置
不
詳。

タ
ナ
シ
リ

語
原
は
「
タ
ナ
シ
・
シ
リ
」(tanas-airi

高
く
な
っ
て
い
る
・
そ
の
土
地)。位

置
は
勇
払
市
街
地
の
旧
恵
比
須
神
社
の

あ
っ
た
南
側
付
近
で、『
地
番
調
書
』
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。

れ
の
・
そ
の
口
)、
「イ
プ
チ
」
も
「イ
・
プ
チ
」(i-puchi

ゆ
う
ふ
つ
(勇
払)

原
名
は
「イプ
ッ
」
も
し
く
は
「イ
プ
チ」
で
あ
る
。
語
原
は
「イ・プ

ッ
」な
ら
ば
「イ
プ
ッ
」(i-put

そ

こ
の
場
合
、
接
頭
辞
の
「イ
」(il)、

「そ
れ
」
と
は
石
狩
低
地
帯
の
シ
コ
ツ=
支
笏
(現
在
の千
歳)
を
指
し
た
も
の
と
も
思
わ
れる
。

勇
払
は、
江
戸
時
代
よ
り
「勇
払
越
」
に
お
け
る
太
平
洋
側
の
入
口
と
し
て
知ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が、
し
か
し
そ
れ
以
前
よ
り
古
く

か
ら
ア
イ
ヌ
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は、
こ
の
「イ
プ
ッ
」
の
地
名
に
よ
っ
て
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
れ
の
・
そ
の
口)
で、
いず
れ
も
同
義
語
と
し
て
通
用
し
た
ら
し
い。

江
戸
時
代
の
中
頃
よ
り、
こ
の
「イ
プ
ッ
」
の
原
名
は
し
だ
い
に
転
訛
し
て
「ユ
ウブ
ツ
」
な
ど
と
呼
ば
れ、
「勇
武
津
」「優
武
津
」

「裕
富
津
」
な
ど
の
漢
字
を
あ
て
て
記
さ
れ
た
。
明
治三
年
に
は
「勇
払」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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語
原
不
明。『松

浦
日
誌』
は
「サ
ツ
タ
フ
(小
川)
乾
る
義
に
取」
と
し、『永

田
地
名
解』
は

サ
タプ

乾
キ
タ
ル
処
。」涸
れ
・
沼
)。す
な
わ
ち
夏
涸
れ
す
る
沼
の
意
で
あ
る
。
位
置
は
『
勇
払
・
千
歳
両
郡



ル
サ
ニ

語
原
は
「ル
・
エ・
サン
・
イ
」(ru-esan-i

「
路
・
そ
こ
か
ら
・
浜
に
下
る
・
と
こ
ろ
)。勇

払
川
の
河
口
の
東
側
ら
し
く

『松
浦
日
誌
』
に

ル
ー
サ
ン

「ロ
ウ
サン

(平
地、
玫
瑰、
沙
参
多
し
)
路
下
る
義。
昔
し
此
処
に
会
所
有
し
故、
シ
コ
ツ土
人
此
処
へ
出
し
故
号
く
。」

と
記
し
て
い
る
。

サ
ッ
ト
ウ
語
原
は
「サ
ッ・
ト
ー
」(sat-to

涸
れ・
沼
)。

ト
ユ
ウ
フ
ツ
語
原
は
「ト
・
イ
プ
ッ」(to-lput

沼
の
・
イ
プ
ッ)、す

な
わ
ち
沼
の
あ
る
ユ
ウ
フ
ツ
川
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
古

記
に
よ
れ
ば
そ
の
位
置
が
勇
払
川
と
厚
真
川
の
ほ
ぼ
中
間
の
海
岸
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
そ
の
よ
う
な
川
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
国
道二
三
五
号
線
と
日
高
線
と
の
中
間
に
細
長
く
横
た
わ
っ
た
沼
が
あ
り
、
東
端
は
浜
弁
天
部
落
の
付
近
に
あ
り、
西
端
は
断
絶

し
な
が
ら
も
勇
払
橋
と
弁
天
沼
を
結
ぶ
道
路
の
傍
に
あ
っ
て、
沼
の
水
は
わ
ず
か
に
西
方
に
流
れ
て
勇
払
川
に
注
い
で
い
る
が、
か
っ
て

は
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
地
形
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
か
って
は
沼
よ
り
流
れ
た
川
が
西
流
し

て
勇
払
川
へ
注
ぐ
小
川
を
「
ト
ユ
ウ
フ
ツ」
と
呼
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ヘ
コ
モ
ベ
ツ
語
原
は
「へ
・
コ
モ
・
ペ
ッ
」(
he-komo-pet

頭
を
・
折
り
曲
げ
た
・
川
)。
『松
浦
日
誌』
に

「ヘ
コ
モベ
ッ
(小
川)
戻
川
。
此
川、
上
の
方
へ
流
る
、
故号
く
。」

と
あ
る
よ
う
に
、
川
の
頭
(水
源)
が
浜
の
方
へ
折
れ
曲
っ
て
い
る
状
態
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
位
置
不
詳
。

ト
ア
ツ
マ

語
原
は
「ト
・
ア
ツ
マ
」(to-Attomam

沼
の
・
ア
ツ
マ
川
)。す

な
わ
ち
沼
の
つ
い
て
い
る
ア
ツ
マ
川
と
い
う
ほ
ど
の

意
。
厚
真
川
の
右
岸
支
流
。
旧
五
万
分
図
で
は
一
帯
の
湿
地
で、
か
っ
て
の
沼
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
小
流
が
流
れ
て
厚
真
川
に
合
流
し
て

い
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
同
図
に
は
東
厚
真
な
ど
と
当
字
で
記
し
て
あ
る
の
は、
東
の
厚
真
で
は
な
く
て、
沼
厚
真
で
あ
っ
た
こ
と
を

ト
アツ
マ

物
語
っ
て
い
る
。

ト
アツ
マ
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ア
ツ
マ
プ
ト

「ア
ツ
マ
・
プ
ド
」(Attomam-putu

ア
ツ
マ
川
の
・
川
口
)。厚
真
川
の
河
口
の
名
。『牢
有
日
記
』
所
載。

注
(1)

『五
万
分
之
一
地
形
図
』
明
治二
十
九
年
版
・
明
治三
十
五
年
版
・
大
正
十
年
版。

(2)
松
浦
武
四
郎
『東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
図
』

(3)
松
浦
武
四
郎
『東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
紀
行
』

(4)
永
田
方
正
『北
海
道
蝦
夷
語
地
名
解』

(5)
ジ
ョ
ン
・バ
チ
ェ
ラー

『ア
イ
ヌ
地
名
考』

北
海
道
蝦
夷
語
地
名
解
附
録
昭
和
二
年

(6)
松
浦
武
四
郎

『竹
四
郎
廻
浦
日
記
』

『苫
小
牧
市
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
』
郷
土
の
研
究
第
三
号
別
冊

扇
谷
昌
康

『ト
マ
コ
マ
イ
の
語
原
に
つ
い
て
』
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
三号

『勇
払
郡
苫
小
牧
町
字
地
番
整
理
調
書』

昭
和
十
九
年
苫
小
牧
町

(9)
森
春
成
・高
井
英
一二
美
々
・
勇
払
川
流
域

ゆう
ふ
つ
(勇
払
)

省
略
(前
項
参
照
)。

イ
ヌ
イ
ナ
エ
ン
ルン

原
名
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、『松

浦
日
誌
』
な
ど
に
は
「イ
ヌ
イ
ナ
エン
ルン
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

「イ
・
ヌ
イ
ナ
・
エ
ン
ル
ム
」(i-nuyna-enrum

そ
れ
を
・
隠
し
た
・
岬
)
の
意
と
な
る
が
、「イ
」
(il)

と
は
何
を
指
す
か
は
不
明
で

あ
る
。
同
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「イ
ヌ
イ
ナ
エ
ン
ルン

(平
野
)
往
昔
合
戦
の
有
し
時、
此
処
に
隠
れ
て
助
り
し
故
事
有
と
。
是
会
所
の
後
ろ
に
当
る
。」

と
し
て
、
そ
の
位
置
は
勇
払
川
右
岸
と
思
わ
れ
る
。

370

昭
和
四
十
六
年
八
月。

(8)

(7)
扇
谷谷
昌康

『罕
有
日
記
』
安
政
四
年
市
立
函
館
図
書
館
本。

昭
和
四
十
六
年
十
二
月

安
政
五
年

昭
和
二
年
十
一
月



(1)
ま
た
明
治三
年
の
『勇
払
調
書
』
に
よ
れ
ば
、
「イ
ヌ
ン
ナ
イ

此
所
鮭
漁
業
小
家
有。」と

あ
る
。
こ
の
「イ
ヌン
ナ
イ
」
は
「イ

ヌ
イ
ナ
エ
ン
ル
ン
」
と
同
一
地
を
指
す
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は

な
い。
「イ
ヌン
ナ
イ
」
は、
「イ
ヌン
・
ナ
イ
」(inun-nay

漁
期
に
滞
在
す
る
・
川
)
の
意
で
あ
る
。

イ
ヌ
イ
ヌ
タ
プ

こ
れ
も
原
名
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い。『松

浦
図
』
に
「イ
ヌ
イ
ヌ
タプ
」
と
記
し
て
い
る
が、
前
述
の
「イ

ヌ
ン
ナ
イ
」
と
対
照
し
て
「
イ
ヌン
ヌ
タプ
」
の
誤
写
と
思
わ
れ

る
。「
ヌ
タ
プ
」(nutap)

は
川
の
弯
曲
地
あ
る
い
は
山
下
の
川
沿

い
の
平
野
を
指
す
語
で
あ
る
か
ら
、「イ

ヌ
ン
ヌ
タ
プ
」
は
「漁

期
に
滞
在
す
る
・
川
沿
い
の
台
地
」と
い
う
意
と
な
る
。『松

浦
図
』

に
よ
れ
ば
、
勇
払
川
左
岸
に
あ
た
っ
て
い
る
。

ト
マ
ム
ノ
シ
ケ
ク
シ
ベ
ツ
原
名
は
「ト
マ
ム
ノシ
ケ
ク
シ
ペ

ッ」。
語
原
は
「ト
マ
ム
・
ノ
シ
ケ
・
クシ
・
ペ
ッ
」(tomam-

noske-kus-pet
湿
地
の
・
ま
ん
中
を
・
通
っ
て
い
る
・
川)。

『旧
五
万
分
図
』
に
は
「ト
マム
ナ
イ
」
と
あ
る
が、
こ
れ
は「ト

マ
ム
・
ナ
イ
」(tomam-nay

湿
地
・
川
)
で、「ト

マ
ム
ノシ
ケ

ク
シ
ペ
ツ」
の
簡
略
形
と
思
わ
れ
る
。
勇
払
川
右
岸
支
流
。

第
三
編

アイ
ヌ
時
代

ユウ
フ
フ
ト

一 チ
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會
所
・

ュウ
フツ

イ
ヌエ
ナエ
ンル

ト
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ト
キ
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ウ
ッ
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ラ
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3..山 タ
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ケン

メ
ナシ
キ
サラ

ハンテ
ナイ

いク
ホ
コ
ツ

ッキ
サラコツア

ヒラ

ハル
モ
ッ
ナイ ニケと、

ウ
エ
ンナイ

勇払越えの図 (安政4年・松浦武四郎:山川地理取調日誌)
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ア
ビ
ラ
プ
ト
語
原
は
「ア
ピ
ラ
・
プ
ド
」(Apira-putu

ア
ビ
ラ
川
の
・
川
口
)。
ア
ビ
ラ
は
語
原
を
「ア
ル
・
ピ
ラ
・
ペ
ッ
」

(ar-pira-pet

ピ
ラ
」
の
原
地
は
不
明
で
あ
る
が
、「ア
ピ
ラ
プ
ド
」
は
安
平
川
の
河
口
で、
勇
払
川
と
の
合
流
地
点
で
あ
る
。

「
「シ
・
アピ
ラ
」(si-Apira

本
当
の
〔本
流
の〕
ア
ピ
ラ
川
)。安
平
川
の
本
流
。

シ
ア
ビ
ラ

ニ
ナ
ル
カ
語
原
は
「ニ
ナ
ル
・
カ」(ninar-ka

川
沿
い
の
台
地
・
の上
)。
『旧
五
万
分
図』
に
よ
れ
ば
、
元
静
川
小
学
校
付
近
を

「ニ
ナ
ル
カ
」
と
記
し
て
い
る
の
で、
安
平
川
の
左
岸
に
あ
る
低
い台
地
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

エ
サ
ン
ト
ン
ニ

語
原
は
「エ
・
サ
ン
・
ド
ン
ニ
」(e-san-tunni

の
右
岸
に
あ
る
柏
原
の
東
端
の
台
地。
安
平
川
沿
い
の
湿
地
帯
に
突
き
出
た
岬
状
の
台
地
に
対
す
る
地
名
で
あ
る
。

頭
が
・
浜
へ
突
出
し
て
い
る
・
カシ
ワの
木
)。こ
こ
は
安
平
川

弁
天
沼
原
名
は
「ピ
シ
ウ
ン
ト
ー
」。語

原
は
「ピ
シ
・
ウ
ン
・
ト
ー
」(pis-un-to

浜
・
に
あ
る
沼
)。
『罕
有
日
記
』
の
由
宇
仏
管

内
略
図
に
は
「ヒシ

エン
ト
ウ
」
と
記
し
、
安
平
川
の
川
口
付
近
に
描
か
れ
て
お
り
、
か
っ
て
は
か
な
り
大
き
な
沼
で
あ
っ
た
こ
と
が
推

定
さ
れ
る
。
こ
の
沼
が
お
そ
ら
く
『元
禄
御
国
絵
図
』
や
『三
国
通
覧
付
図』
に
みら
れ
る
浜
手
の
沼
で
あ
った
と
思
わ
れ、
地
形
の
変

化
に
よ
っ
て
次
第
に
陸
化
が
進
み、
現
在
の
弁
天
沼
に
変
貌
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

弁
天
沼
の
呼
称
は
、
勇
払
に
弁
財
天
を
祀
る
詞
堂
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

ポ
ロ
ル
イ
カ
ウ
シ

語
原
は
「ポ
ロ
・
ル
イ
カ
・
ウ
シ
・
イ
」(poro-ruyka-us-i

大
き
な
・
橋
・
い
つ
も
か
か
っ
て
い
る
・
と
こ

ろ
)。す

な
わ
ち
「勇
払
越
」
の
ル
ー
ト
に
あ
た
っ
て
い
た
勇
払
川
に
架
け
ら
れ
た
橋
の
あ
る
地
点
。『旧
五
万
分
図
』
に
よ
れ
ば
、
勇
払
よ

り
ウ
ト
ナ
イ
に
至
る
旧
道
が
、
勇
払
川
に
沿
っ
た
右
岸
平
地
を
北
上
し、
稔
橋
よ
り
少
し
上
流
で
勇
払
川
を
渡
っ
て
い
る
。
こ
の
地
点
に

は
現
在
も
朽
ち
た
橋
脚
の
残
骸
が
あ
る
。「ポ
ロ
ル
イ
カ
」
は
こ
の
付
近
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。

オ
タ
ケ
シ
「
語
原
は
「オ
タ
・
ケ
シ
・
イ
」(ota-kes-i

砂
浜
の
・
し
も
は
ず
れ
の
・
と
こ
ろ
」。
『竹
四
郎
廻
浦
日
記
』
に
よ
れ
ば
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片
・
崖
・
川)
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
下
略
形
「ア
ル
ピ
ラ」
が
「ア
ピ
ラ
(安
平)」と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。「ア



「会
所
よ
り
陸
路
を
志
る
さ
ば
西
手
よ
り
直
に
野
道
に
か
、
り
志
は
し
行
て
字
ラ
タ
ケ
シ
と
い
へ
る
所
を
川
越
東
岸
へ
廻
り
。」

と
あ
り
、『勇

払
調
書
』
に
は

「ヨ
タシ
ケ
(ヨ
タ
ケ
シ
の
誤
記
)
此
所
平
地
通
行、
橋
有
、
東
ノ
方
ニ
渡
り
通
リ
ウ
ツ
ナ
イ
…
」。

注

と
記
さ
れ
て
い
る
から
、
橋
の
手
前、
す
な
わ
ち
勇
払
川
の
右
岸
で
あ
ろ
う
か。

ユ
ウ
プ
プ
ト

『松
浦
図』
は
「ユ
ウブ
ブ
ト」、

『竹
四
郎
廻
浦
日
記
』
は
「
ユ
ウ
ル
」
と
記
し
、『勇
払
調
書』
は
「ユ
ウ
フリ
」
と

書
い
て
いて
、
原
名
が
は
っ
き
り
し
な
い。
い
ず
れ
も
ウ
ト
ナ
イ
湖
よ
り
流
れ
る
ウ
ト
ナ
イ
(川
)
と
、
勇
払
川
と
の
合
流
地
点
と
指
す

名
で
あ
る
。『旧
五
万
分
図
』
に
は、
二
股
よ
り
上
流
を
「勇
振
川
」
と
し
て
い
る
か
ら
、「ユ
ウ
プ
プ
ト
」
は
「勇
振
川
の
川
口
」
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
こ
の
川
は
昭
和三
十
一
年
の
地
形
図
に
は
勇
払
川
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
ユ
ウ
フ
リ
」
の
語
原
は
不
明
で
あ
る
。

ホ
ロ
ナ
イ
(幌
内
)
語
原
は
「ポ
ロ
・
ナ
イ
」(poro-nay

大
き
な
・
沢
)。現

在
の
北
大
演
習
林
事
務
所
の
そ
ば
を
流
れ
る
川
で、
か

っ
て
は
東
流
し
て
勇
払
川
に
注
ぐ
右
岸
支
流
で
あ
っ
た。

ポ
ン
ポ
ロ
ナ
イ
「
「ポ
ン
・
ポ
ロ
ナ
イ
」(pon-Poronay

子
の
・
ポ
ロ
ナ
イ
)。
『旧
五
万
分
図
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地
名
で
、「ポ

ロ
ナ
イ
」
の
支
流
で
あ
ろ
う
。

ア
ツ
ペ
ナ
イ
語
原
は
「ア
ク
ペ
・
ナ
イ
」(akpe-nay

わ
な
〔を
か
け
る
〕
・沢)。勇

振
川
の
左
岸
支
流
。『郷
土
地
名
考
』
に
は
小

山
田
メ
ノ
コ
説
と
し
て
、「は

い
な
わ
の
あ
る
川
」
と
記
し
て
いる
。『旧
五
万
分
図』
所
載
。

「ポ
ン
・
ア
クペ
ナ
イ
」(pon-Akpenay

子
の
・
ア
ク
ペ
ナ
イ
)。ア
ツ
ペ
ナ
イ
の
右
岸
支
流
。『旧
五
万
分
図
』

所
載
。
ポ
ン
ア
ツ
ペ
ナ
イ

シ
ュ
フ
ン
ナ
イ
語
原
は
「ス
プ
ン
・
ナ
イ
」(supun-nay

シ
ュ
ニ
ウ
シ
ナ
イ
語
原
不
明
。『松
浦
図
』
所
載
。

(2)

ウ
グ
イ
・
川)
で
あ
ろ
う
か。『松

浦
図
』
所
載
。
位
置
不
明。
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ポ
ン
ユ
ウプ

語
原
は
「ポ
ン
・
ユ
ウプ
リ
」(pon-Yupuri

子
の
・
ユ
ウプ
リ
)
で
あ
ろ
う
か。
勇
振
川
の
右
岸
支
流
。

ソ
ア
ン
ポ
ン
ユ
ウプ
リ
語
原
は
「ソ
・
アン
・
ポ
ン
ユ
ウ
プ
リ
」(so-an-Ponyupuri

滝
・
あ
る
・
ポ
ン
ユ
ウ
プ
リ
)。「ポ

ン
ユ

ウ
プ
」
よ
り
上
流
に
あ
る
右
岸
支
流
。『松
浦
日
誌』
に
は
「勇
武
滝」
と
記
し
て
い
る
。

フ
プ
シ
タ
イ

語
原
は
「フ
プ
・
ウ
シ
・
タ
イ
」
(hup-us-tay

ト
ド
マ
ツ
・
群
生
す
る
・
林
)。勇

振
川
の
左
岸
台
地
と
思
わ
れ
る
。

『松
浦
図
』
所
載
。

ヒシ
ュ
ク
シ
ュ
ー
プ
リ
語
原
は
「ピ
シ
・
ク
シ
・
ユ
ウ
プ
リ
」
(pis-kus-Yupuri

浜
に
・
通
っ
て
いる
・
ユ
ウプ
リ
川
)。勇
振

川
上
流
に
あ
る
丸
山
遠
見
山
(三
二
七
米)
の
北
側
を
ま
わ
っ
て、
ピ
シ
ュ
ン
モラ
ップ
山
の
南
に
入
っ
て
い
る
川
。

ペニ
ウ
ン
ポ
ユ
ウプ
リ
原
名
は
「ペ
ニ
ウン
ポン
ユ
ウプ
リ
」
で、
語
原
は
「ペ
ニ
・
ウン
・
ポン
ユ
ウ
プ
リ
」(peni-un-Ponpuri

川
上
・
に
あ
る
・
ポ
ン
ユ
ウプ
リ
川
)。前

記
の
ポ
ン
ユ
ウプ
リ
が
川
下
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
川
上
に
あ
る
ポ
ン
ユ
ウ
プ
リ
と
い
う
こ
と

な
の
で
あ
ろ
う
。
丸
山
小
学
校
前
を
流
れ
る
勇
振
川
左
岸
支
流
で
あ
る
。

ふ
っぷ
し
岳
(風
不
死
岳
)

原
名
は
「フ
ッ
プシ

ヌプ
リ
」。語

原
は
「フ
プ
・
ウ
シ
・
ヌ
プ
リ
」(hnp-us-nupuri

群
生
す
る
・
山
)
。樽
前
山
の
北
側
に
位
置
し
、
行
政
区
画
上
で
は
千
歳
市
に
属
す
る
。

た
る
ま
え
山
(樽
前
山
)

ー
ト
ド
マツ
・

原
名
は
「ウ
フ
イ
ヌプ
リ
」。語

原
は
「ウ
フ
ィ
・
ヌプ
リ」(焼

・
山
)。享

和
元
年
(一
八
〇
一
)
の
『蝦

夷
道
中
記
』
に

「三
日
、
シ
ヤ
タ
イ
小
鳥
居
を
経
て
マ
コ
マ
イ
て
ふ
所
に
し
は
し
や
す
ら
ひ
ぬ
。
前
に
は
東
洋
潮々
と
し
て
無
限
、
後
に
は
オ
フ
ィ
ノ
ボ
リ
数
峯
に
突
出
せ

り
。
オ
フ
イ
は
焼
る
事
。
ノ
ボ
リ
は
山
の
事
。
や
け
や
ま
を
い
ふ
事
也
。」

と
記
し、
古
く
は
「オ
フ
イ
ノ
ボ
リ
」
す
な
わ
ち
「ウ
フ
ィ
ヌプ
リ
」
と
称
し
て
い
た
。
そ
れ
が
後
に
場
所
名
の
タ
ロマ
イ
を
と
っ
て、

「タ
ル
マ
イ
山
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
和
人
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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ウ
ト
ナ
イ
原
名
は
「ウ
ッ
ナイ
」。語
原
は
「ウ
ッ
・
ナ
イ
」(ut-nay

助
骨
・
川
)。ウ
ト
ナ
イ
湖
から
流
れ
出
て、
勇
払
川
に
注

ぐ
川
で
、
ア
イ
ヌの
考
え
から
い
え
ば、
勇
払
川
の
脇
腹
から
助
骨
(あ
ば
ら
ぼ
ね)
の
よ
う
に
細
長
く
突
出
て
ウ
ト
ナ
イ
湖
に
入
り

こ
ん
で
いる
川
な
の
で、
この
よ
う
に
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ウ
ト
ナ
イ
プ
ト
語
原
は
「ウ
ッ
ナ
イ
・
プ
ド
」(Utnay-putu

ウ
ト
ナ
イ
・
の
川
口
)。勇
払
川
に
合
流
し
て
い
る
ウ
ト
ナ
イ
の
川
口

で
あ
る
。

ウ
ト
ナ
イ
湖

原
名
は
「キ
ム
ン
ト
ト
」
あ
る
い
は
「キ
ム
ン
ケ
ト
ー
」
で、
別
の
名
を
「ウ
ツ
ナ
イ
ト
ー
」
と
呼
ん
だ
。
前
者
の
方

が
古
い
呼
称
と
思
わ
れ
る
も
の
で
江
戸
時
代
の
末
ご
ろ
に
な
る
と
「
ウ
ツ
ナ
イ
ト
」
が
一
般
的
に
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
語
原
は
「キ

ム
・
ウ
ン
・
ト
」(kim-un-to

山
・
に
あ
る
・
沼
)、あ

る
い
は
「キ
ム
ケ
・
ト
」(kimke-to

山
奥
・
沼
)
で、
い
ず
れ
も
同
義
の
地
名
・

で
あ
る
。

『元
禄
御
国
絵
図』
や
『三
国
通
覧
付
図』
に
よ
れ
ば、
イ
ブ
ツの
上
流
に
沼
が二
つ
連
な
っ
て
瓢
た
ん
形
に
描
か
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
山
手
の
方
に
描
か
れ
た
沼
が
こ
の
「キ
ム
ン
ト
ー
」
と
考
え
ら
れ、
浜
手
は
「ピ
シ
ウ
ン
ト
ー
」(前

出
の
弁
天
沼
)
と
思
わ
れ
る
沼

で
あ
る
。

ま
た
「ウ
ッ
ナ
イ
ト
ー
」
の
語
原
は
「ウ
ッ
ナ
イ
・
ト
」(Utnay-to

ウ
ッ
ナ
イ
の
・
沼
)
で
、
ウ
ト
ナ
イ
(川
)
に
付
属
し
た
沼
、

助
骨
・
沼
)
と
いう
呼
称
も
文
献
に
残
さ
れ
て

と
い
う
考
え
方
を
表
わ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
沼
の
名
と
し
て
は
「
ウ
ッ
ト
ー
」
(ut-to

い
る
。

ト
キ
サ
ラ

(3)
語
原
は
「ト
・
キ
サ
ル
」(to-kisar

沼
・
耳
で
あ
る
。「原
義
沼
耳"。沼

の
奥
が
耳
の
よ
う
に
陸
地
に
入
り
こ
ん
で
い

る
部
分
。」と

い
わ
れ、
現
在、
遊
園
地の
あ
る
沼
の
部
分
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

ト
キ
サ
ラ
マ
プ

語
原
は
「
ト
・
キ
サ
ル
・
オ
マ
・
プ」(to-kisar-oma-p

沼
・
耳
・
に
あ
る
・
者)、

「プ
」(Ip)

は、
そ
れ
に
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流
れ
込
む
川
を
指
し
た
も
の
で、
西
方
から
流
れ
て
「ト
キ
サ
ラ
」
に
注
ぐ
川
の
名
。『旧
五
万
分
図
』
は、
こ
の
川
を
「ト
ー
ト
ン
ケ
シ

オ
マ
プ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「ト
・
ト
ン
ケ
シ
・
オ
マ
・
プ
」
(to-tonkes-oma-p

わ
ち
沼
尻
に
流
れ
こ
む
川
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
沼
の
・
沼
尻
・
に
あ
る
・者
)、
す
な

オ
タ
ロ
マ
プ

語
原
は
「オ
タ
・
オ
ル
・
オ
マ
・
プ
」(ota-or-oma-p

砂
浜
の
・
中
に
・
入
っ
て
い
る
・
者
)。ウ

ト
ナ
イ
観
光
ホ
テ

ル
の
傍
を
流
れ
る
小
川
で
あ
る
。

メ
ナ
シ
キ
サ
ラ
語
原
は
「メ
ナシ
・
キ
サ
ル
」(memasi-kisar

東
の
・
耳
)。
沼
の
西
に
あ
る
ト
キ
サラ
に
対
し
て
東
に
あ
る
の

で
、
こ
う
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
こ
の
部
分
は、
か
な
り
陸
化
が
進
み、
三日
月
湖
の
よ
う
に
な
っ
て
、
辛
う
じ
て
沼
の
一
部
と
判

断
さ
れ
る
。

ト
キ
サ
ラ
オ
マ
プ

「
ト
・
キ
サ
ル
・
オ
マ
・
プ
」(to-kisar-oma-p

沼
・
耳
・
に
あ
る
・
者
)。こ
れ
は
「メ
ナ
シ
ト
キ
サ
ラ
」
に

注
ぐ
小
川
で
、
現
在
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
が
、『旧
五
万
分
図
』
に
は
小
川
が
あ
り
「ト
キ
サ
ル
マ
ッ
プ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ク
ッ
タ
ル
ヘ
エ
語
原
不
明、
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
東
方、
千
歳
線
沿
い
の
す
ぐ
東
に
あ
る
地
名
。『旧
五
万
分
図
』
所
載
。

ビ
ビ
プ
ト
語
原
は
「ビ
ビ
・
プ
ド
」(Bibi-putu

美
々
川
の
・
川
口
)。す

な
わ
ち
美
川々
が
ウ
ト
ナ
イ
湖
へ
流
れ
落
ち
る
口
の

意
。フ
ッ
タ
トシ

原
名
は
「
フ
タ
ッ
ド
シ
ナ
イ
」
あ
る
い
は
「フ
タ
ッ
ド
シ
」
か
と
思
わ
れ
る
。
語
原
は
「フ
タ
ッ
・ウ
シ
・
ナ
イ
」

(hutat-us-nay
で
あ
ろ
う
。『松

浦
日
誌
』
に
「フ
ッ
タ
ト
シ
(小
川)
名
義、
笹
多
き
故号
く
。」と
記
し
て
い
る
。
位
置
不
明。

カ
オ
ナ
イ

笹
の
葉
・
群
生
す
る
・
沢
)、あ
る
い
は
「フ
タ
ッ
・
ウ
シ
・
イ
」(hutat-us-i

笹
の
葉
・
群
生
す
る
・
と
こ
ろ
)

「
カ
・
オ
・
ナ
イ
」
(ka-o-nay

わ
な
・
置
く
・
沢
)。
『松
浦
日
誌
』
に
「カ
ラ
ナ
イ
(東
川)、此

処
鶴
を
捕
る
仕
懸
を

置
処
な
る
ゆ
へ
号
く
。」と
記
し
て
い
る。
位
置
不
明。
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「
イ
ト
ウ
(魚
)
・
群
在
す
る
・
川
)。白

鳥
湖
か
ら
流
れ

チ
ラ
イ
ウ
シ
ナ
イ
語
原
は
「
チ
ラ
イ
・
ウ
シ
・
ナ
イ
」(chiray-us-nay

美
川々
に
注
いで
いる
小
川
で
あ
る
。

白
鳥
湖
原
名
は
「
チ
ラ
イ
ウ
シ
ト
」。語

原
は
「チ
ラ
イ
・
ウ
シ
・ト
」(chiray-us-to

イ
ト
ウ
(魚
)
・群
生
す
る
・
沼
)。江
戸

末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
文
献
に
は
「チ
ラ
イ
ウシ
ト
」
と
書
か
れ、
そ
の
後、
こ
の
沼
は
丹
治
一
三氏
の
所
有
と
な
っ
て
丹
治
沼
と

も
い
わ
れ
て
き
た
が、
戦
後
観
光
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
沼
も
整
備
さ
れ、
し
ば
し
ば
白
鳥
が
飛
来
し
、
新
設
さ
れ
た
旅
館
が
白
鳥
湖
温
泉
と

い
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
沼
は
「白
鳥
湖」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

タ
プ
コ
プ

原
名
は
「タ
プ
コ
プシ
」
と
思
わ
れ
る
。
語
原
は
「タ
プ
コ
プ
・
ウ
シ
・
イ
」(tapkop-us-i

た
ん
こ
ぶ
・
つ
い
て
い

る
・
所
)。
「タ
プ
コ
プ」
と
は
「1
離
れ
て
ぽ
っ
ん
と
立
っ
て
い
る
円
山、
孤
山、
孤
峰
2
尾
根
の
先
に
た
ん
こ
ぶ
の
よ
う
に
高
ま
っ

(4
)

て
いる
所
。」と
い
わ
れ、
こ
の
場
合
は
後
者
の
よ
う
に
、
尾
根
の
先
に
高
ま
っ
た
地
形
に
属
し
て
い
る
。
美
々
川
右
岸
に
あ
っ
て、
植
苗

橋
の
す
ぐ
そ
ば
ま
で
突
出
し
て
い
る
。

ポ
ン
チ
ラ
イ
ウ
シ
ナ
イ
「ポ
ン
・
チ
ラ
イ
ウ
シ
ナ
イ
」(pon-Chiayusnay

子
の
・
チ
ラ
イ
ウ
シ
ナ
イ
)。
「タ
プ
コ
プ
」
の
す
ぐ
上

手
に
あ
る
小
川
で
あ
る
。『旧
五
万
分
図
』
所
載
。

パ
ン
ケ
エ
ル
モ
ツ
ナ
イ

「パ
ン
ケ
・
エ
ル
モ
ツ
ナ
イ
」(panke-Erumotnay

下
の
・
エ
ル
モ
ツ
ナ
イ
)。
「エ
ル
モ
ツ
ナ
イ
」は
「
エ

ル
ム
・
オ
ッ
・
ナ
イ
」(erum-ot-nay

ね
ず
み
・
ご
ち
ゃご
ち
ゃ
いる
・
沢
)
の
意
。
美
川々
左
岸
支
流
で
、
植
苗
橋
の
す
こ
し
上
手

に
あ
る
小
川
で
あ
る
。

ペン
ケ
エ
ル
モ
ツ
ナ
イ

「ペ
ン
ケ
・
エル
モ
ツ
ナ
イ
」(penke-Erumotnay

上
の
・
エル
モ
ツ
ナ
イ
)。パ
ン
ケ
(川
下
)
に
対
す

る
ペン
ケ
(川
上
)
と
い
う
よ
う
に
対
に
な
っ
た
地
名
で
あ
る
。
美
川々
左
岸
支
流
で、
前
者
よ
り
上
手
に
並
ん
で
い
る。

う
え
な
え
(植
苗
)

原
名
は
「ウ
ェ
ン
ナ
イ
」。語

原
は
「ウ
エ
ン
・
ナ
イ
」(wen-nay

悪
い
・
川
)。美

川々
左
岸
支
流
。

第
三
編

ア
イ
ヌ
時
代

377



苫
小
牧
市
史
上
巻

オ
ハ
ニ
ケ
ウ
語
原
不
明
。
古
記
に
「ラ
ハ
ニ
ケ
ウ」「ヨ

ハ
ニ
ケ
フ
」「オ
ハ
ニ
ウ
コ
ツ」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。『松
浦
日
誌』
に

「ウエ
ン
ナ
イ
(小
川)、此

処
炭
焼
小
屋
あ
り、
向
に
は
ラ
ハニ
ケ
ウ
(西
岸)
人
家三
軒
あ
り
」。

と
あ
る
の
で
、
位
置
は
旧
植
苗
小
中
学
校
の
東
位
の
川
岸
と
思
わ
れ
る
が
確
か
で
は
な
い。

し
も

語
原
は
「パ
ン
ケ
・
ナ
イ
」(panke-nay

下
の
・
川
)。美

川々
右
岸
支
流
。
タ
プ
コ
プ
と
旧
植
苗
小
中
学
校
と
の
中
間

ほ
ど
に
あ
る
。

パ
ン
ケ
ナイ

か
み

ペン
ケ
ナ
イ
語
原
は
「ペ
ン
ケ
・
ナ
イ
」(penke-nay

上
の
・
川
」。美

川々
右
岸
支
流
で
「パ
ン
ケ
ナ
イ」よ

り
も
上
手
に
あ
る
川
。

フ
レ
ペ
ツ

語
原
は
「フ
レ
・
ペ
ッ」(hure-pet

赤
い
・
川)。
湿
地
を
流
れ
る
た
め、
水
が
赤
く
濁
っ
て
い
る
の
で
、
こ
う
言
っ
た

も
の
で
あ
る
う
。
美
川々
右
岸
支
流
。

セ
タニ
ウシ

原
名
「
セ
タン
ニ
ウシ
」。語
原
は
「セ
タ
ル・
ニ・
ウ
シ・
イ
」(setar-ni-us-i

エ
ゾ
ノ
コ
リン
ゴ
の・
木
・
群
生

し
て
い
る
・
と
こ
ろ
)。「セ

タ
ルニ
」が
音
韻
変
化
に
よ
っ
て
「セ
タ
ン
ニ
」
と
な
り
、
さ
ら
に
「ン
」
が
脱
落
し
て
「セ
タ
ニ
」
と
な
っ

た
。
美
川々
の
左
岸
と
思
わ
れ
る
が、
位
置
は
詳
か
で
は
な
い。

レ
ウ
ケ
ケ
ニ
ウ
シ
語
原
不
明。『東

蝦
夷
地
各
場
所
様
子
大
概
書』に、「れ

ふ
け
、
に
う
し
」と
記
さ
れ
て
、
稼
場
の
一つ
と
な
っ
て
お

(5)

(6)
り
、
ま
た
『勇
払
・
千
年
両
郡
引
継
書
類
』
に
は

「ウ
ェン
ナ
イ

山
道
二十
丁
廿
四
間

レ
ウ
ケ
ニ
ウシ

右
川
幅
九
尺
但
板
橋
官
費

水
源
ハ
十
八
丁
程
東
ニ
ア
タリ
澤
ロ
ヨ
リ
流
来、
ヒ
、
川
合
流
ユ
ウ
フ
ツ
川
へ
流
(中
略)。

レ
ウ
ケ
、
ニ
ウ
シ
ョ
リ
ハ
ン
ケ
ヒ
、
川
マ
デ
平
地三
丁
三
十
間
壱丈
」。
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と
記
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
ホ
エ
カ
リ

語
原
は
「ピ
プ
・
オ
・
エ・
カ
リ
・
イ
」(Pip-o-e-kari-i

美
々
川
の
・
尻
・
そ
こ
で
・
ま
わ
る
・
と
こ
ろ
)
と
思

わ
れ
る
。『松
浦
日
誌
』
に

「ヒ
ポ
エ
カリ

(小
休
所、
塩
く
ら
、
炭
く
ら
あ
り)
近
年
は
此
処
よ
り
舟
積
す
。
傍
に
丸
木
船
を
五、
六
隻
も
繋
ぎ
た
り。
名
儀二
股
の
義。
ビ
、
の方

と
水
源
の
処
と
此
処
に
て
分
故
号
し
也」。

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
は
美
川々
の
本
流
(パ
ン
ケ
ビ
ビ
川
)
と
支
流
の
ペン
ケ
ビ
ビ
川
の
合
流
点
で、
パ
ン
ケ
ビ
ビ
川
が
こ
こ
で
大
き

く迂
回
し
な
が
ら
山
へ
入
っ
て
い
る
さ
ま
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
御
前
水
で
、
こ
こ
に
舟
付
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た。

うパ
ン
ケ
ビ
ビ
語
原
「パ
ン
ケ
・
ビ
ビ
」(panke-

Bibi
川
下
の
・
ビ
ビ
川)。西

方
に
入
っ
た
支
流
ペ
ン
ケ
ビ
ビ
に
対
応
し
た
地
名

で
あ
る
。
本
流
を
な
ぜ
「パ
ン
ケ
ビ
ビ
」(川
下
の
ビ
ビ
川
)
と
称
し
た
の
か
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

シ
ヒ
ン
コ
語
原
不
明
。
パン
ケ
ビ
ビ
川
左
岸
に
あ
る
。『松

浦
図
』
所
載
。

フ
プ
シ
ビ
ビ
語
原
「
フ
プ
・
ウ
シ
・
ビ
ビ
」(hup-us-Bibi

ト
ド
マ
ツ
・
群
生
す
る
・
ビ
ビ
川)。パ

ン
ケ
ビ
ビ
川
右
岸
。

シ
ノ
マ
ン
ビ
ビ
語
原
は
「シ
ノ
・
オ
マン
・
ビ
ビ
」(sino-oman-

Bibi

オ
ホ
コ
ツ

語
原
「オ
ホ
・
コ
ッ
」(oho-kot

深
い
・
谷
)。パ
ン
ケ
ビ
ビ
川
の
左
岸
ら
し
く
、
こ
こ
は
深
い
湿
地
の
沢
と
な
っ
て
お

り、
苫
小
牧
低
地
帯
の
末
端
は、
ここ
で
終
り
を
告
げ
る
。
沢
の
西
方
台
地
に
美
貝々
塚
が
あ
る
。
行
政
区
画
上
は
千
歳
市
に
属
す
る
。

本
当
に
・
山
奥
へ
入
っ
て
い
る
・
ビ
ビ
川)。す

な
わ
ち

パ
ン
ケ
ビ
ビ
川
の
本
流。

ペ
ン
ケ
ビ
ビ

「ペ
ン
ケ・
ビ
ビ
」
(penke-Bibi

川
上
の
・
ビ
ビ
川)。御

前
水
付
近
から
西
方
に入
っ
て
いる
川
の
名
。

ビ
ビ
(美
)々
語
原
につ
い
ては
諸
説
が
あ
っ
て
確
定
し
て
い
な
い。『永

田
地
名
解』
は
「Bibi

ビ
ビ
川
川
「ペ
ッペ
ツ」
ノ

訛
ナ
リ
」。と
記
し
て
い
る。
ま
た
位
置
に
つ
いて
、『松
浦
日
誌
』
は
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「…
…
追
分
(右
ビ
、
左
ヒポ
エ
カ
リ
)
標
を
立
た
り。
右
に
下
れ
ば
ビ
ベ
ン
コ
(ま
た
ベ
ン
ケ
ビ
、
と
も云
)、名
義、
冷
水
の上
に
湧
出
る
儀、
此
処
に

四
尋
も
深
き
水
の
壺
あ
り
(番
や
あ
り
、
チ
ト
セ
荷
物
此
処
よ
り
小
舟
に
積
な
り)。傍

崖
にて
風
景
よ
ろ
し
。
丙
午
の
秋
は
余
是
よ
り
船
に
て
下
る
(此
船

路
五
リ
」。

と
あ
り、
ペン
ケ
ビ
ビ
川
の
上
流
に
あ
っ
た
舟
付
場
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
「ビ
ベ
ン
コ
」
と
記
し
て
い
る
。
「ビベ
ン
コ
」
は
「ビ
ビ
・

エ
ム
コ
」(Bibi-emko

美
川々
の
・
水
源)
の
意
で
あ
る。
古
記
録
に
よ
れ
ば、
こ
の
地
を
「ビ
ビ
」
と
記
し
て
い
る
も
の
が
多
い
が

果
し
て
こ
こ
が
美
々
の
原
地
かど
う
か
は
不
詳
で
あ
る
。

道
・
そ
こ
で
・
下
る
・
と
こ
ろ
)。こ
こ
はビ
ビ
の
舟
付
場
へ
下
っ
て
ゆ

ル
オ
サ
ン

語
原
は
「ル
・
オ
・
サ
ン
・
イ
」(ru-o-san-i

く
坂
道
の
地
名
で
あ
る
。
場
所
は
詳
か
で
は
な
い。

注
(1)

『勇
払
・
沙
流
・
白
糠
・
静
内
諸
調』
明
治三
～
四
年
北
海
道
行
政
資
料
課
蔵
本。

(2)
『苫
小
牧
町
史
資
料
23』
市
立
苫
小
牧
図
書
館
蔵。

(3)(4)知
里
真
志
保

『地
名
ア
イ
ヌ
語
小
辞
典
』
昭
和三
十
一
年
九
月
。

(5)
『新
北
海
道
史
』
第
七
巻
、
資
料
一
。

(6)
北
海
道
行
政
資
料
課
蔵
本。
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